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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






「風船で空を飛ぼうとした人間がいる。そして実際に飛んでいった。鳥を使って空を飛ぼうとした人間もいる。巨大な鳥が餌えさを食っている隙すきに足に体を縛しばり、実際にそいつも空のかなたに飛んでいった」

　薙なぎ野の真しん之の介すけは言った。

「……その鳥を使ったほうが俺なんだ」

　目の前の赤毛のウエイトレスがぽんと手を叩たたいた。

「ああ、一週間前ぐらいに、グリフィンに乗って飛んで来た人がいるって噂うわさがあったけど、あなただったのね」

「そう、グリフィン。グリフィンに乗車料金を払って文無しになったから、物を売ってしのいでるんだ。よかったらこれと交換で何か食べさせてほしい」

　薙野はテーブルの上に、キーホルダーとストラップ、ボールペン、ミントタブレット、ペンライトなどの小物を置いた。カトレアと名乗ったウエイトレスは、目をぱちくりとさせてネズミのキャラクターのストラップを手に取った。細い指でストラップを突いている。

「見たことのない素材だねえ。……じゃあ、これと交換で食べさせてあげる。今日はお客さんが少ないから特別よ」

　カトレアは唇をすぼめて微笑ほほえむと、ストラップを握にぎりながら店の奥へと引っ込んでいった。交渉が成立し薙なぎ野のはほっと一息つく。

　ここは『金きん羊よう亭てい』という夕方の酒バ場ルだった。広めの店内には客はまばらだが、年齢層は様々だ。老人から若い男女、隣となりのテーブルには高校生ほどの年齢の少女が三人座っている。酒を出す店だが年齢制限はないようだ。

　入り口付近のカウンターでは他のウエイトレスが丸い瓶ドリウムからワインをすくって火鉢の小鍋に注いでいる。そんな作業で前かがみになるたびに彼女の胸元が露あらわになる。通りを歩く男性にアピールするために彼女を入り口近くに配置しているのだろうか。そういえば先ほどの薄紅色の髪のウエイトレスも可愛かわいらしい顔つきだった。

「夕方までには戻ってくるって言ってたけど」

「探しに行ったほうがいいんじゃないか？」

「捜そう索さくするにしても、今からでは夜中になります。夜になっても戻ってこなかったら、早朝に出発しましょう」

　隣のテーブルの少女たちの声がここまで聞こえてくる。彼女たちは布地のワンピース姿だったが、いずれも腰に剣を下げている。

「三人で別々の場所を探したほうがよくない？」

「でも一人だと危険だから、ギルドで協力者を雇やとわないと」

「朝までに見つかりますかね。遺跡調査で王都の調査隊が冒険者を雇っているから、手の空いた人間はいないようです」

　会話を聞きながらぼんやりと座っていると、テーブルに皿と陶とう器きのカップが置かれた。

「はい、どうぞ」

　カトレアがぱちりとウインクする。薙野は皿に山盛りになったカタツムリを見て動どう揺ようした。エスカルゴだろうか。見た目はともかくハーブの香りが食欲をそそる。カップに口をつけてみると、中身は濃いワインだった。

　ふと見ると、まだカトレアが横にいた。大きな目を瞬まばたかせてこちらを見つめている。

「しばらくこの国にいるんだったら、仕事をしたほうがいいんじゃない？」

「うーん、この国で俺ができる仕事か」

「前の国ではどんな仕事をしていたの？」

　前の国、というかこの異世界に来る前の現代日本では学生だった。しかしそんなことを言っても誰も信じてくれはしないと、薙野はこの一週間で知っていた。

「……攻略サイトっていう仕事をしていた」

　薙野は学校で所属していた同好会の名前を口にした。

「攻略サイト？　何を売るの？」

　やはりこの世界では馴な染じみのない言葉らしい。

「問題を解決する。物を売るのではなく攻略法を売る」

　問題が難しいほど攻略法の価値も上がる。問題と攻略法はいつでもセットだ。

「うーん、傭よう兵へいみたいなもの？　モンスターを倒すような」

「モンスターの攻略にも力を貸せる、と思う」

　自分は学校においてありとあらゆる問題を解決してきた。文化祭の適切なイベントの設定、体育祭においてのクラスメイトへの最適な競技の配分、テストのヤマまで……。

「剣も持ってないのに？」

「剣は使えないけど、作戦を練ることができる。物事にはなんであっても最善の対応方法があって、それを探す手伝いをするんだ」

「ふーん、難しそう」

　カトレアは首を傾かしげながら厨ちゆう房ぼうに戻っていく。攻略サイトという言葉は、この国では馴な染じみがないようだ。そもそも、情報を売るコンサルタントがあるとも思えない……。

　薙なぎ野のは気を取り直しエスカルゴを手に取る。身を取り出そうとしたが、なかなかうまくいかない。力を入れると、つるっと滑って床に転がる。薙野が拾う前に、走り寄った猫がエスカルゴをくわえて逃げていった。

「……この木き串ぐしを使うといいですよ」

　顔を上げると、いつの間にかテーブルの横に少女が立っていた。まったく気配を感じなかった。薙野の近くに座っていた三人組のうちの一人だ。

　細身の体とストレートの長い髪をポニーテールに縛しばっている。彼女は薙野の全身に視線を流してから瞬まばたきする。長い睫まつ毛げ、瞳ひとみの色はブラウンとブルーの中間、凛りんとした佇たたずまいだが鋭えい利りさも伴っている。

「グリフィンを乗りこなしても、エスカルゴを食べるのは苦手なんですね」

「元の世界……元の国では食べ慣れてなくて」

　薙野はお礼を言い串を受け取った。木串を使うと簡単に殻から取り出せた。口に入れてみると、香こう辛しん料りようが効いていて思った以上にうまかった。

「一週間前に空を飛んで来たのはあなただったんですね」

「……らしいね」

　彼女は腰に日本刀のような剣を差している。

「問題を解決するという仕事をやっているのは本当ですか？」

「元の国では、意外に頼られていたよ。そしてほとんどの問題を解決した」

「では、手伝っていただきたいことがあります」

　彼女は薙野に依頼をしているのだと、やっと気づいた。

「夜のうちに私たちの仲間が戻ってこなかった場合、彼女の捜そう索さくをします」

　話を聞くと、彼女らにはもう一人の仲間がいるらしい。だが、たまたま別のチームの護ご衛えいを引き受け、まだ戻ってきていないと。

「手分けして捜索したいところですが、何かあった時のために単独行動を避さけています。ですからそのお手伝いを」

　薙野が迷っていると、そばのテーブルから声が飛んだ。

「シルビア、剣も持ってないのが役に立つわけないだろ。モンスターにも遭そう遇ぐうするかもしれないのに」

　彼女の仲間の少女がこちらを見ている。

「剣は、空に落としてきたのですか？」

　シルビアという名前らしい彼女は、薙なぎ野のの腰に視線を向ける。

「剣はもともと持ってないし、使ったこともない」

　薙野の答えに、テーブルに座る少女が苦笑いをしているのが見えた。シルビアはしばらく立っていたが、「無理強いはいたしません」と、元のテーブルに戻っていく。

「でも、困っているのなら助けられる」

　薙野は思わずそう言っていた。

「攻略できないゲームがないように、どんな問題にも絶対に攻略法はある。たとえそれがモンスターであっても」









１　スライム×現代パズル






　深い緑の森から一本の巨木が天に向かってそびえている。その大樹から巨大な鳥が飛び立ち空へ舞い上がっていった。鳥は太陽の光を浴びて金色に輝いている。

「グリフィン、珍しいですね」

　鎧よろい姿すがたの少女がグリフィンの飛ぶ空を見上げている。そのシーンを見てここは別の世界なのだと再認識した。風が吹いて彼女のスカートと長い髪を揺ゆらす。

「グリフィン、本当にいたのか」

　薙野は、空の青に消えていくグリフィンを見つめた。ここは街から出て一時間ほど歩いた森の入り口だった。西の方角には圧迫感のある深しん緑りよくの森が広がっている。

「グリフィンに乗って飛んで来たのでは？」

　不思議そうな声色とともにシルビアが振り向いた。シャツとジーンズといったラフな格好の薙野に対し、シルビアは革とプレートを繫つなぎ合あわせた、赤いカラーの鎧を装着している。剣と少女という組み合わせ。異様な光景だが、この世界では自然に思えてしまう。

　バルで声をかけられた次の日の早朝だった。彼女の仲間が夜中に帰還することはなく、薙野はシルビアと組んで捜そう索さくに出かけることになったのだ。

　薙野は剣を持っていないので、草原で拾った棒を持って歩いていた。シルビアが用意した荷物は薙なぎ野のが背負っている。剣が使えないので荷物運びを買ってでたのだ。

「すごい高い木があるな」

　薙野は遠目に見える巨木を指さす。まるで空の木だ。

「数百年ほど前に一本の巨木があったのですが、蔓つるに巻きつかれ朽くちたとされています。ですからあの巨木は多くの蔓でできています」

「へえ、近くで見てみたいな」

　自然物なのに、おそらく五百メートル以上の高さがあるように思える。

「危険ですよ。木の実が落ちてきて、当たればまず死にますから」

　森に入る準備をしているシルビアは、薙野に葉っぱを渡した。

「虫よけです。ハーブの匂いを体に擦すりつけておいてください」

　シルビアは葉の匂いを手足に擦りつけている。ためらいなく下着姿になったのを見て、慌てて後ろを向く。鎧よろいの下には意外に華きや奢しやな体が隠されていた。

「ん、どうしました？」

「……いや、えっと、なんか無防備っていうか、文化の違いなのかな」

「ああ、慣れてないのですね。では、私が塗ぬって差し上げます」

　下着姿のシルビアに服を脱がされそうになり、薙野は慌ててそれを制した。半裸の彼女から視線を逸そらして、自分で葉を擦りつける。この世界では女の子の羞しゆう恥ち心しんが薄いのだろうか……。












「では森に入りますので、私の後についてはぐれないようにお願いします」

　シルビアは剣を抜いて森へと入っていく。彼女の持つ剣は、街で冒険者たちが持つそれらとは違い、日本刀のような形状をしている。

「私は四年前に南東の街からここに来て、アイカたちの仲間に入れてもらいました。前の街では鍛か冶じが盛んで、このような打ち刀が生産されていました。切れ味はいいのですが維持が大変で、この街で人気がないですが」

　シルビアは刀で植物の蔓つるなどを切って進んでいく。薙なぎ野のも棒を構えながら慎重に森を進む。森の中は薙野の予想と違って複雑だった。巨大な樹木に大量の蔓が絡まり、さらにカラフルな花や木の実が彩いろどっている。強力な植物の力を感じさせる、まさに緑の迷宮だ。

「仲間の足跡とか目印とかないのかい？」

「森は一日で形状を変えます。ですから目印などをつけても意味がないのです」

　それほどに植物の成長が早いのだ。さらに聞くところ、それでもこのエリアは人間たちに管理されているらしい。奥地は人間たちが干渉できない秘境となっているようだ。

「王都の調査隊が西の森の遺跡の調査するため、この街に来ています。その支し援えんのために、冒険者たちが周辺の森の管理とモンスター狩りを行っていたのです」

　王都とはこの世界の中ちゆう枢すう都と市しのことらしい。薙野がいる街は、王都から南に歩いて数日の距離にあるとシルビアが教えてくれた。

「アイカは他の街から来た冒険者と、数人で森に入ったのですが……」

　仲間の彼女は無事なのだろうか。だが、薙野は彼女のことを心配している暇ひまはなかった。起伏の激しい森を歩くので精いっぱいなのだ。さらにそこらには見たこともない蛇へびや虫がたくさんいる。

　歩き続けて数時間が経過する。すでに薙野はばてていたが、女の子に泣き言など言えない……。と、シルビアがいきなり振り向いた。

「私のことはシルビアと呼んでください。あなたはナギノさんでいいでしょうか？」

「それでいいよ」

「ではナギノさん、止まってください」

　スニーカーの底がずるっと滑る感触があり、慌てて足を止める。目の前に濁にごった水みず溜たまりがあった。

「……ん？」

　水溜りは緑色の泥どろ水みずのようだがわずかに発光している気がする。と、薙野の見ている前で水溜りがぶるんと顫せん動どうするように波打った。……中に何かがいるのか？

「スライムです」

「これが……スライムだと？」

「見たことないのですか？」

「俺の国ではスライムはネームバリューはあるんだけど、実物はいない」

「都会なのですね。──触ってはいけません」

　水みず溜たまりに指を入れようとした薙なぎ野のをシルビアが制した。

「スライムには剣は通じません」

　シルビアは刀を一いつ閃せんさせスライムを切った。水溜りがすぱっと綺き麗れいに二つに分かれる。

「スライムは膜のようなもので覆おおわれています。外皮と内臓に分かれており、今のは斬きられたのではなく、外皮で刃を受け止めているうちに、重要器官を移動させ分裂しただけなのです」

　薙野の目の前で、分裂したスライムが結合して一つに戻った。

「じゃあ、スライムは倒せないんだな」

「倒すのでしたら、こうします」

　シルビアがポケットから取り出したのは、紐ひものついた折りたたまれた紙だった。投げるとそれはゆっくりとスライムの中に取り込まれていった。

「スライムはとりあえずなんでも飲み込む習性があるのです。そして、こうします」

　マッチを取り出して紐に火をつける。紐は導火線だ。火は導火線を伝ってスライムに取り込まれた紙に……。

　スライムが爆発し、薙野は尻しり餅もちをついた。スライムは爆発によって飛び散ることはなかったが、自重に負けたかのように崩くずれていく。そして動かない水溜りとなった。折りたたまれた紙の中には火薬が入っていたのだ。

「なるほど、内部から破壊するってことか」

　薙野は尻餅をついたまま大きく息を吐いた。

「熱に弱いので、焼いた剣で突き刺さすという方法もありますが、剣が傷むのでやりません。スライムはそれほど獰どう猛もうではないので、放ほうっておくのです」

「すごいな」

　ここはスライムやグリフィンがいる世界なのだ。だとしたら他にも……。

「静かに」

　シルビアが口に指を添そえている。慌てて周囲を見回すが、鳥の声がするだけで異変はない。いや、自分には見えないだけなのか。

「バードコールです。先ほどの爆ばく竹ちくの音に反応したようですね」

　シルビアは音源に向かって歩いていく。時折シルビアは口笛を吹くように鳥の鳴き声を真ま似ねる。すると同じような鳴き声が返ってくる。

　そのやり取りを繰り返しながら、シルビアと薙野は森を進む。

「そろそろ境界線ですが」

　シルビアが呟つぶやく。境界線とは街の人間が管理している領域の限界線ということらしい。

「気をつけてください」

　シルビアはさらに慎重に先に進む。藪やぶを搔かき分わけると、いきなり少しだけ開けた場所に出る。目の前に巨大な樹木があり、その根が周囲に広がり植物の育成を阻はばんでいるのだ。

「……いました」

　シルビアが安あん堵どしたように表情を緩ゆるめた。クールな彼女もそんな優しげな表情をするのだと思った。

　だが、彼女の視線の先を追ったが誰もいない。しばらく目を凝らし、樹木の下に膝ひざを抱えて座り込む人影を発見した。泥どろをかぶったように真っ黒く、それが人だとは気づかなかった。小こ柄がらな人影は確かに少女のようにも見える。彼女はこちらに気づいているようだが、ピクリとも動かない。

「早く助けてやろう。弱っているみたいだ」

　近づこうとした薙なぎ野のをシルビアが制す。

「逃げられないのです」

　シルビアが少女の足を指さす。確かに左足に蔓つるが絡まっているように見える。どのような理由で蔓が絡まっているのかはわからない。

　シルビアは思考する薙野をよそに、荷物の中からガラス瓶びんを取り出した。そして周辺でかき集めた枯れ枝などを積み、瓶の液体を注ぐ。マッチで火をつけると、勢いよく燃え上がった。中身は油だったようだ。

　シルビアがスカートの裾すそを使って風を送ると、真っ黒い煙が木へと向かう。

　次の瞬間、いきなり樹木が動いた。枝が激しく揺ゆれ蔓はグネグネと蛇へびのようにのたうち回る。風に揺れているのではなく、樹木が自ら動いている。それを見て薙野はパニックになる。なんだこれは──。

「今！」

　刀を抜いたシルビアが少女に向かって突っ込む。そして刀を一いつ閃せんさせて、少女を捉とらえていた蔓を断ち切った。

「逃げますよ！」

　暴れる木からシルビアと少女が逃走する。啞あ然ぜんとしていた薙野も、我に返り二人を追った。必死に走り振り返ると、蠢うごめく木の蔓が焚たき火びを消していた。さらに逃げる三人に向かって蔓が伸びてくる。

　泥だらけの真っ黒な少女は、足を怪け我がしているのかぐらりとバランスを崩くずして転倒する。そんな彼女を守ろうとしたシルビアが、蛇のような蔓に捕まった。

「彼女を連れて逃げてください！」

　シルビアは薙野に叫ぶと、刀を振り回して蔓を斬きる。体にも絡みつかれたが、彼女は短刀で鎧よろいの紐ひもを切断し、鎧を捨てて脱出する。

　薙野はシルビアが時間を稼いでいるうちに、転んだ少女に駆かけ寄った。

「あ……」

　薙野に抱えられた少女が小さく呻うめく。異い臭しゆうに薙野は顔をしかめながらも走る。鼻がひん曲がりそうなほどの臭いだった。と、薙野はガクンとバランスを崩す。振り返ると、背負っていたザックに蔓が絡んでいる。

「川へ逃げてください！」

　体が軽くなった。シルビアがザックごと斬きったのだ。

　薙なぎ野のは泥どろの少女を抱えたまま振り返らずに走る。木々を走り抜けると川が見えた。薙野は蛇へびのような蔓つるから逃げて川に飛び込んだ。蔓は川の中まで追ってはこない。

　薙野は溺おぼれそうになりながらも、必死で泳いで対岸までたどり着く。振り返ると蠢うごめく木の蔓が森の中に引っ込んでいくのが見えた。

「助かった」

　すぐに抱えていた少女のことを思い出す。彼女を抱きかかえたまま必死に対岸まで泳いだのだ。まさに火事場の馬鹿力だ。捨て犬よりも泥だらけだった彼女は無事か……。

「大丈夫、か……」

　薙野は振り向いて啞あ然ぜんとした。泥だらけの少女は消えていた。

　その代わりに真っ白い肌が見えた。何が起こったのかわからずに薙野はまじまじと見つめてしまう。長い髪と大きなレッドブラウンの瞳ひとみ。手で隠しているが、胸の膨らみがわかり水が垂れ落ちている。泥が洗い流された彼女は全裸だった。

　彼女は激しく瞬まばたきし唇を震わせる。そして深呼吸をしてから、悲鳴を上げた。
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「あの木はドリアードというモンスターです。動くものを捉とらえて家畜にするのです。殺さずに水や木の実などを与え、排せつ物などを肥料にします。なのでドリアードに捕まった時は、抵抗をせずに静かにしていることが最善なのです」












　シルビアが説明してくれた。

「そ、そうなんだ」

　心臓の鼓動が早鐘を打っているのは、動く木のモンスターだけのせいではなかった。薙なぎ野のは濡ぬれたタンクトップを絞りながら呼吸を整えていた。

「で、こちらが私の仲間のアイカです」

　河原の大きな石の上に座る彼女を紹介した。アイカは衣類も含めて装備をほぼ失っていたので、とりあえず半そでシャツを着せていた。シルビアはそんなアイカの濡れた髪を三つ編みに結っている。

「泥どろまみれの私をわざわざ川で洗ってくれてありがとう」

　アイカはそっぽを向いたままお礼を言った。全裸のままにしておくわけにはいかないと、とりあえず薙野のシャツを渡したのだが、逆に色っぽくなってしまった。

「いや、裸だって知らなかったから」

「ドリアードに捕まっているんだから、わかるでしょ？」

　アイカは口をへの字に結んでいるが、幼さが残る顔つきは整っている。裾すそから伸びるすらりとした足、濡れた体にシャツが張りつき、彼女の曲線的な体のラインを露ろ出しゆつさせている。年齢は薙野と同じく高校二年生ぐらいだろうか。だが剣士だ。

「いや、ドリアードを知らなかったし」

　薙野の言葉に、アイカは目をぱちくりとさせシルビアを向く。

「彼はグリフィンに乗って遠い国から来たので、モンスターを知らないようですよ」

「へー、グリフィンに乗ってきた人はあなただったんだ」

　アイカは一瞬だけ目を輝かせたが、薙野と視線が合うとぷいっと横を向いた。彼女はシルビアと違い表情がくるくると変わる。

「だから、なんていうか文化の違いっていうか……」

「文化の違いねえ」

　アイカは薙野に乱暴に扱われたことを怒っているようだ。

「それより、ドリアードに捕まったのはどういうわけです？」

「ちょっと問題があってね……」

　アイカは他の街から来た冒険者たちにガイドとして雇やとわれたようだ。しかし、森の恐ろしさを知らない冒険者たちが身勝手な行動をしたため、森のモンスターを怒らせてしまったらしい。

「黄金猿を捕まえようとしちゃったの」

　黄金猿というモンスターは、普段は穏やかだが、攻撃してくる相手には容よう赦しやないらしい。群れで襲おそい掛かかり、相手が死ぬまで追い続ける。

「だから私はあえてドリアードに捕まったの」

　ドリアードは黄金猿の天敵であるらしい。

「他のモンスターの襲しゆう撃げきを避さけるために、匂いのついた装備は捨てて、虫よけのためにも泥どろを塗ぬった。あの辺の泥は動物の糞ふん尿にようが混じってるから匂いを消すにはもってこい。……きっと助けてくれると思ってた」

　アイカがシルビアに微笑ほほえみかける。

「無事でよかったです」

「でも、あの冒険者たちは、きっと猿に殺されたと思う」

「盗とう賊ぞくに近い冒険者なので、気にする必要はないでしょう」

　平然と話す二人を横目に、薙なぎ野のは大きく息を吐く。この世界はすぐそばに死がある。

「やっぱり、信用できる仲間と動かないと駄目ね」

「それより問題があります」

　アイカの三つ編みを結び終わったシルビアがこちらを向く。

「まず武器を失ってしまいました」

　シルビアの刀はドリアードに取られてしまったらしく、武器といえるものは短刀しかない。さらに鎧よろいを脱ぎ捨ててしまったシルビアはインナーウェア姿で、アイカは裸に薙野のシャツだけを羽は織おった状態だ。もちろん薙野が運んでいた荷物も失った。

「そしてアイカは足を怪け我がしています。しばらく時間を置かないと症状もわかりません」

　ずっと木の蔓つるが絡んでおり、アイカの左足はうっ血した状態だ。

「さらに、アイカは下着もつけていません」

「それは関係ないじゃん！」

　アイカは顔を赤らめながらシャツの裾すそを引っ張ったが、今度は胸元が見えてしまい慌てている。それでも元の世界の衣服を着た女の子を見るとほっとした気分になる。懐かしい気分に浸っていると、視線に気づいたアイカに睨にらみつけられてしまった。

「ここは人間側の領域とはいえ奥地です。この状態で引き返すのは危険です」

　沈ちん黙もくが流れ、森の狭はざ間まを流れる清せい流りゆうの音だけが耳に届く。

「仲間と合流すればいいじゃないか？　確かシルビアの仲間が二人いて探してるんだろ？」

　ボーイッシュな女の子と、小こ柄がらな女の子がいたはずだ。

「ベロニカとリリスは、ここから遠い場所を探しています。……だけど、合流するという方法は悪くありませんね」

　シルビアが提示した意見は、遺跡への移動だった。現在この街には王都の調査隊が来ており、今日にも街の冒険者を雇やとって遺跡に向かっているはずだと。この場所から街に戻るよりも、遺跡へと移動するほうがリスクが少ないとのことだ。

　話し合いの結果、唯一の武器である短刀を持ってシルビアが先導する。そして、その後ろを薙野がついていくことになった。

「…………」

　薙野は必死に理性を保ちながら歩いていた。背中の感触を意識してはいけない。これは正当な救助活動だ……。先を歩いていたシルビアが振り返る。

「重くないですか？」

「重くなんてない！」

　薙なぎ野のの背中から声がする。足の怪け我がの状態がわからないアイカを背負っているのだ。

「もう少し、しっかりと腰に手を回したほうが背負いやすいですよ」

「シルビア、余計なこと言わないで！」

「とにかく、もう少しだと思いますので」

「気にしないでくれ。俺は重いものを運ぶぐらいしかできないから」

「だから重くないでしょ！　重いとか言うんだったら降ろして」

　背中のアイカが暴れ、彼女の三つ編みがばしばしと頰ほおに当たった。動かれたら──困る。せっかく感触を意識しないように努力しているのに……。

「頼む、動かないでくれ」

　重くはなかった。いや軽いほうだろう。だが、とても柔らかい。シャツだけしか着ていないアイカの感触が直じかに背中に伝わってくる。先ほど裸を見てしまった女の子を背負っているという背徳感と相まって変な気分になってしまう。

「俺は剣も使えないし、役に立てるんならそれでいいんだ」

　薙野はアイカをおぶったまま、必死で言い訳をした。

「いいえ、助かりましたよ。アイカを見つけられたのは運が良かったのです。そのツキを持ってきてくれたのはナギノさんです」

「無事でよかったよ。仲間が大切なのは文化が違っても共通することだから」

　薙野が言うと、暴れていたアイカがやっと大人しくなった。

「……ありがとうね。剣も持ってないのに助けに来てくれて」

　アイカが耳元で囁ささやき、彼女は身を委ゆだねた。その素直な声を聞いて、助けられてよかったと思った。この世界に来て初めて他人と交流した気がする。

　薙野は息を切らしながら、アイカを背負って森を歩く。運よくモンスターには遭そう遇ぐうせず進むことができた。途中でアイカの小さな声を聞いた。

「男の子におんぶされるなんて、初めてかも……」

　もうしばらく歩くと、突如巨大な建造物が出現した。大半を植物に覆おおわれた石の壁かべが見える。そして人影も。

「助かったようですね」

　シルビアがにこりと笑った。
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「西の森の遺跡周辺は、本来は立ち入り禁止なのです」

　シルビアがアイカの足に包帯を巻きながら説明してくれる。遺跡の冒険者たちから医療品をもらえたようだ。

「数年ごとにああして王都からの使者が遺跡を確認しにくるんです。鎧よろいの戦士たちは聖戦士軍、王都の軍隊の一員です」

　遺跡の入り口の前に王都の戦士たちが配置されている。白ベースに金色の装飾の重じゆう厚こうそうな鎧を着ており森の中では歩きにくそうだ。さらに戦士に守られるようにフードつきマントを羽は織おる四人の姿がある。四人が王都の使者らしい。

　さらにここまでの案内をした冒険者たちの姿も二十人ほどいるが、表情はすぐれない。

「ツキを気にする冒険者たちにとって、ここはよくない場所なのです。……終わりましたよ、どうです？」

「うん大丈夫。骨も折れてないようだし」

　治療を終えたアイカに笑顔が戻った。包帯で足を固めたら動けるようになったようだ。さらに冒険者たちから予備の剣を買い取ったが、街に戻るにしても皆と行動を共にしなければならない。つまりこの遺跡の調査が終わるのを待つ必要がある。

「あの大きな扉とびらをどうやって開けるんだ？」

　薙なぎ野のは遺跡の巨大な石の扉を見る。調査はこれから始まるようだ。

　調査隊の中から扉の前に進み出た者がいた。マントを羽織り、つばの広いとんがり帽ぼう子し、長い杖つえを持っている。

　突如杖の先が光を帯びた。扉の紋章らしきものが青白く明滅し、重々しく震動しながら石の扉が開いていく。薙野には何が起こったのか理解できず、思わず後ずさる。

「わあ、魔法使いね」

　アイカが表情を輝かせている。この世界には魔法という要素が存在するのだ。

　とんがり帽子の魔法使いが開いた扉に進み、フードをかぶった三人が続く。扉に入る前に、その中の一人がこちらを振り向いた。

「念のために護ご衛えいが必要です」

　声は女性のようだった。彼女は他の二人のフードとは違い、キラキラ光る銀色の盾を背負っている。魔法使いを守る剣士なのだろうか。

「ついてくる者はいませんか？」

　聖戦士軍は扉の前に整列している。呼びかけは冒険者へだ。

「西の森の遺跡は呪のろいがかけられているとの噂うわさです。ですから聖なる戦士は入れません」

　シルビアが説明してくれる。しかし、遺跡を案内した冒険者たちも顔を見合わせている。

「俺、行っていいかな？」

　薙野が前に進み出ると、アイカとシルビアが目を丸くした。

「……あなたは街の人間ではありませんね」

　フードの中で青い瞳ひとみがきらりと光った。薙野を品定めしているかのようだ。

「でも、手伝えることがあるかもしれない」

「他にはいませんか？　この街の人間には勇ゆう敢かんさが足りないようですね」

「私も行く」

　前に出るアイカにシルビアが顔をしかめる。剣は手に入れたようだが、格好は未いまだにシャツ一枚だ。それでも彼女は強い視線を遺跡に向けている。

「怪け我がをしてます」

「行く。歩けるようにはなったし」

「よくない場所ですよ」

「でも、街を馬鹿にされて引き下がれない」

　首をすくめるようにしてシルビアも前に出た。

「他はここで待機していてください。三人はこちらに」

　銀色の盾の彼女が言い、薙なぎ野のたち三人は扉とびらへと進んだ。

「危険なのかな？」

　薙野は横に立つシルビアに聞いた。

「ツキを気にする人間は進んで入りたい場所ではないですが、調査は何回も行われていますし危険はないでしょう」

　遺跡の中は人工的に造られた石せつ窟くつのような雰囲気だった。乾いた砂を踏んだスニーカーの底がじゃりっと音を立てる。いきなり遺跡内が明るくなった。光の蝶ちようが通路を舞っている。魔法使いが魔法を使ったのだ。

「お先にどうぞ」

　とんがり帽ぼう子しの魔法使いに促うながされ、薙野たち三人は通路を進む。その後ろを魔法使いを含む四人がついてくる。

「ああは言ったけど、こういう場所は苦手なの」

　アイカがシルビアにしがみついているのは、足の怪我だけが理由ではないようだ。

「実際にここはなんなんだ？」

「魔王が封印されているとか、そんな噂うわさが流れてます」

　シルビアの言葉に、背後で笑い声がした。

「……魔王、ね。街の人間は未だに怯おびえているのね」

　魔法使いの声に、アイカがむっとした様子でシルビアから離れた。

「私たちは立ち入り禁止との王都の命令を守っただけ──」

《何者だ》

　通路の奥からの声に、アイカは悲鳴を上げて薙野に抱きついた。その無機質な声に薙野の全身が痺しびれた。それは明らかに生き物の声ではなかった。

　通路の奥に視線を向けるが何もいない。アイカにしがみつかれながらもう少し進む。しかし突き当たりの扉は閉ざされており、その横には石像があるだけだ。猿のような獣に蝙こう蝠もりの羽がついている。

《止まれ。扉を開けた者は殺す》

　薙野は腰を抜かしそうになった。石像の口が──動いていた。「ガーゴイルよ」と、アイカが剣を向けた。

「扉とびらを開けた者を殺すように命じられた魔法生物です」

　進み出た魔法使いが言った。目の前のそれは魔法でできたモンスターなのだ。なんだか映画やゲームの画面を見ているかのようで現実感がない。薙なぎ野のの目の前で、ガーゴイルが石の首を動かしぎょろりと睨にらみつけた。

「この遺跡には侵入者を防ぐために三つの難題が設置されています」

　三つの難題とは、遺跡の防衛システムのようなものだろうか。

《これから私が何をするか当てることができたら、先に進ませてやる》

　ガーゴイルの声が通路に響いた。

「冒険者たちが盗とう賊ぞくまがいのことを働かないようにとの対策です」

「街の人々はそんなことをしない」

　アイカが魔法使いに食って掛かかったが、彼女は平然としている。

「三つの難題に立ち向かってみてはどうですか？　私たちには簡単なものですが、教育の遅れた街の人間には、ちょうどいい難度かもしれません」

「やめましょう」シルビアがアイカに耳打ちする。「勝手なことをしたらギルドにも迷惑がかかります」

「でも……」

「それに、ガーゴイルがこれからすることなんてわかりません」

「俺がやろうか？」

　薙野がガーゴイルの前に立った。それを見てアイカが焦あせっている。

「ちょっと、やめなって。剣も持ってないんだし。君がやるんだったら私がやるよ。私は馬鹿にされた街の人間だから」

「大丈夫、剣は必要ない。それに俺はシルビアたちに雇やとわれている状態だ。さっきはあまり役に立たなかったけど、ここで挽ばん回かいするよ」

　薙野はうなずき、魔法使いの前に進み出た。

「外国の方には難しいのでは？」

「いや、それほど難しくはない」

　薙野はガーゴイルの前に立ち、言った。

「これからお前は、扉を開けた俺を殺す」

　背後でぽかんとしていたアイカとシルビアだったが、すぐに気づいたようだ。

「そっか、扉を開けた人間を殺したら、ガーゴイルの行動を当てたことになる。でも、当てた人間を殺すことはできない」

　アイカが手を叩たたく。行動を当てたら先に進ませてやる。つまり矛盾だ。矛盾が生じてガーゴイルは動けない。

「これは俺の国にもある簡単な論理パズルだよ」

　薙野は進み、扉に手をかける。下に散らばる砂利をローラー代わりに石の扉が開く……。

　と、その時ガーゴイルが動いた。蝙こう蝠もりのような翼を広げ薙なぎ野のに襲おそい掛かかる──。

　アイカの悲鳴と爆発音が重なった。立ち尽くす薙野の前でガーゴイルが粉々に砕け散る。振り向くと、魔法使いが杖つえを掲げていた。

　砕けたガーゴイルの破片が薙野にパラパラと降り注ぐ。魔法で攻撃したのだ。

「最初の扉とびらを通り抜けるにはガーゴイルを殺すしかありません。ガーゴイルの謎なぞかけですが、契約を守る必要はガーゴイルにはありませんからね。つまり謎かけを使った罠わなです」

「きたねえ……」

　薙野は砕けた石像を前に歯は嚙がみする。

「所しよ詮せん、人間ですね」

　魔法使いがとんがり帽ぼう子しのつばに指を添そえながら笑い、扉の先に進んでいく。恐る恐る顔を上げると、アイカががっかりとした顔をしていた。

「悪くない解決方法だと思ったんですがね」

　シルビアが慰なぐさめてくれる。気まずい雰囲気になってしまった。

「とにかく行こう」

　アイカが魔法使いを追いかける。薙野も気持ちを入れ替えた。そうだ、まだ難題は二つ残っているではないか。汚名返上のチャンスはある。

　通路を進むと、いきなり開けた場所に出た。

「扉はあそこです」

　魔法使いが指さす方向に木製の扉が設置されていた。

「なんか妙な場所」

　アイカが周囲を警戒している。壁かべ際ぎわにいかにも宝箱といったものがいくつも置かれている。中央付近に沢山の棒が立っているが、よく見るとそれは長剣だった。

「扉には鍵がかかっています。そして鍵は宝箱の中にあります」

　魔法使いが薙野を見る。帽子で表情は見えないが口角が上がっている。明らかに薙野を挑発していた。

　薙野はまず宝箱に近づいた。立方体の箱と緩ゆるやかなカーブのかかった蓋ふた。テレビゲームでよく見かけるフォルムだ。それが両サイドの壁際に五個ずつ、合計十個。

「開けちゃ駄目。たぶん──ミミック」

　アイカが宝箱を警戒している。

「ミミックって？」

「宝箱に擬ぎ態たいするモンスター。開けたら手首を食いちぎられる。魔法生物で宝箱を盗とう賊ぞくから守るために作られたモンスターなの」

　宝箱に伸ばした手を慌てて引っ込める。そんな化け物が本当にいるのか……。

「ミミックを見分ける方法は？」

「開けてみないとわからない。それがミミックなの」

「罠解除に長たけた人がいればいいんですが」

　シルビアも宝箱を前に困こん惑わくしている。

「鍵は、本物の宝箱に入っていますよ。そしてミミックはどこかにいます」

　魔法使いの声が聞こえた。

「ミミックが一匹だったらいいんだけどな」

「勘かんでやったら手首を失っちゃう」

　アイカが宝箱を調べているが、やはり見分けがつかないようだ。

　薙なぎ野のも宝箱を調べる。開けずにミミックでないかを調べる方法はないものか。十個の宝箱はそれぞれ外装のデザインが違うが、それがヒントとなっているのではないか。しかし、まったくわからない。

「降参しましょうか」

「待って」

　薙野は諦あきらめかけたシルビアを制して、宝箱を凝ぎよう視しする。宝箱の上うわ蓋ぶたに細長い隙すき間まが空いている。だが、その隙間を覗のぞいても何も見えない。さらに隣となりの宝箱を見ると、やはり隙間があった。

「時間もないので、そろそろ種明かしをしますか」

　魔法使いに言われ、アイカは悔しそうにうつむく。

「鍵の見つけ方はわかった」

　薙野の声にアイカが顔を上げる。箱を開けずにミミックを判別する方法が存在する。

「これを使う」

　薙野は部屋の中央付近に刺ささっている長剣を手に取った。

「剣で倒すには開けなきゃいけない。でも、開けたら怪け我がしちゃうよ」

「開ける必要はない」

　心配げなアイカをよそに、薙野は宝箱に近づいた。

「俺の国にもこんな遊具があってね」

　薙野は宝箱の蓋に空いた隙間に剣を突きたてた。ガチンと剣が突き刺さる音がする。

「あっ」

　アイカとシルビアは顔を見合わせる。

　宝箱に異変はない。この宝箱はミミックではないようだ。

「そこの剣と宝箱の数が同じってことに気づいたんだ」

　魔法使いは沈ちん黙もくしている。そんな彼女をよそに、薙野たちは次々と宝箱に剣を突き刺す。すべての宝箱に剣が刺さり、ミミックが存在しないことが判明した。

「あった！」

　宝箱を開けたアイカが鍵を見せた。彼女は扉とびらに向かう前に薙野を向く。

「ありがとう、これで一いつ矢し報むくいた」

　アイカは薙野にウインクすると、左足の怪我も忘れて扉に走る。鍵を差し込もうとするアイカを見て、薙野は嫌な予感がした。

　──ミミックはどこかにいます。

　魔法使いの言葉だった。

　まだミミックは出現していない。だが、すべての宝箱は開けたはずだ。

　他に開けてない箱など……。

　薙なぎ野のは鍵を差し込んだアイカを見てはっとする。

「待て、アイカ！」

　必死で駆かけ寄ったが遅かった。アイカは扉とびらを開けた。

　扉の向こうは出口ではなく巨大な口だった。ギラリと並んだ牙きばがアイカに襲おそい掛かかる。

　爆発音がして、耳をつんざく咆ほう哮こうが響いた。尻しり餅もちをつくアイカの前でバタンと扉が閉まる。魔法使いの魔法でミミックは撃げき退たいされた。

「二連敗ですね」

　杖つえを振りながら魔法使いが笑った。
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「私のせいで……」

　アイカは「うぐぅ」と、呻うめいている。

「いや、意地が悪いシステムがいけないんだ」

　薙野はアイカを慰なぐさめながら歩いていた。結局あの扉は偽物でミミックだった。本物の扉はその横の壁かべに隠されていた。

「それにしても厳重な守備ですね。まさか本当に魔王が……」

　シルビアは先を歩く魔法使いたちを見ている。

「あれは伝説だよ。魔王が現実にいるはずがないもの」

　アイカはそう言うが、薙野にとってはガーゴイルもミミックも魔王と同じだった。動く石像と宝箱に潜ひそむモンスター。自分はやはり別の世界にいるのだ。

　通路を進み、薙野たち七人は広間のような場所に出た。

　闇の中で何かが動いているような気がする。目を凝らしたがよくわからない。その時、魔法使いの放った光の蝶ちようが光量を上げた。

「あ……」

　薙野の目に映ったのは水だった。いや、ゼラチンで固めたようなそれは……。

「スライムよ」

　アイカが耳打ちした。巨大なゼリーのような物体が三つ、広間の中央で波打つようにして動いている。大きさに違いがあり、小さいスライムは両手で抱えられる大きさだが、巨大なそれは人間を飲み込めるほどもある。平原で見たものとはまったく違う。ただし薙野たちに襲い掛かってくる様子はない。

「魔法で強化した特別なスライムです。そしてこの部屋に入った瞬間に試練が始まります」

　魔法使いが周囲に視線を投げる。石柱のような台がいくつもあり、その上に丸い球が置かれている。球はぼんやりと光を放っていた。

「この石は魔力が込められた爆発石です。すでに作動しており一定時間が経たつと爆発します。この広間から持ち出しても爆発します」

　薙なぎ野のは光る球を確認する。数は……九個。

「スライムに爆発石を飲み込ませることで、爆発の被害を防ぎます」

　薙野は平原のスライムを思い出した。スライムの外皮は衝しよう撃げきを防ぐようになっているため、内部で爆発するのだ。さらにこのスライムは魔法で強化されている。

「一応法則がありまして、スライムの内部に爆発石を奇数セットすることで正しく爆発させられます。正しければ封印の間への扉とびらが開きますが、偶数だと暴発します」

　ということは、九個の石を三つに分ける。１と３と５だ。大きさにも違いがあるので、一番小さいスライムに一個、中くらいのスライムに三個、巨大なスライムに五個、となるのだろう。

「これはその法則を知っている者だけが先へと進める、というだけなので、今回はあなた方の力を借りずにすみそうです」

　魔法使いの皮肉に、アイカが頰ほおを膨らませた。

　とりあえず薙野たちは魔法使いの指示のもと、爆発石をスライムに飲み込ませる。徐々に石の光が強くなっている。爆発が近づいていた。

「この先は封印の間なので、あなたたちはここで待っていてください」

　魔法使いが、スライムに石がセットされたのを確認してうなずいた。

「あの……」

　広間の隅を調べていたアイカが、恐る恐る魔法使いに声をかける。

「なんでしょう？」

「本当に、これで爆発石の配置は終わったんですか？」

「はい、これで間違いありません」

　スライムはしっかりと爆発石を飲み込んでいる。

「じゃあ、これは何……」

　アイカが両手に載のせた爆発石を見せた。柱の陰にもう一つ石があったのだ。

　それを見た魔法使いが後ずさる。周囲のフードたちに視線をやるが、明らかに困こん惑わくした雰囲気が漂ただよっている。石は合計十個あったということか。だとしたら奇数を三セット作るという条件は満たせない。

「もう一個あるんじゃないか？」

　薙野は言った。この難題は侵入者撃げき退たいと同時に扉を開けるキーでもある。必ず正解は存在するはずだ。しかし、皆で石を探したがもう一個は見つからない。爆発石が放つ光はさらに強まっていく。それを見た魔法使いは首を振った。

「別の魔法使いが介入したとしか思えません。爆発石を一つ足したのです」

「……わかった。そうやって俺たちを驚かせてるんだろ」

　魔法使いは沈ちん黙もくしている。本当のトラブルのようだ。

「止める方法は？」

「ありません。爆発石でこの広間を破壊されれば、遺跡ごと崩くずれます。悪意ある者が介入し、解けない難題を設定したのです」

　本当にそうだろうか。悪意ある介入が本当でも、扉とびらを開けるキーは残しておくものではないかと思う。つまりこの問題の答えは存在するのではないか？　いや、そんなことよりもこの爆発石だ。この難題は魔法使いたちが処理する問題だ。

「ねえ、とりあえずこれをなんとかしてくださ──」

　薙なぎ野のは絶句し目を丸くした。見たのは魔法使いが部屋から出ていく光景だった。彼女たちはあっさりと退却を選択した。

「私たちも逃げますよ」

　シルビアが薙野とアイカを促うながす。しかしアイカは爆発石を持ったままだ。

「でも、遺跡が破壊されたら、遺跡の近くにいる冒険者たちも危ないんじゃ……」

「中にいる私たちのほうが危ないです」

　すでに魔法使いたちの姿は消えている。

　怪け我がしたアイカの足で逃げ切れるのか。しかし考えている暇ひまはない。逃げるなら少しでも早いほうがいい。

「じゃあ、この石はどこに──」

「どっかに捨てよう。……わっ、わっ」

　アイカから石を奪い取った薙野は焦あせる。このまま爆発したらバラバラだ。

「投げちゃ駄目。部屋の端のほうに置きましょう。そーっとですよ」

　光量を上げる爆発石を前にシルビアも混乱している。とにかくどこかに爆発石を置いて、怪我したアイカを抱えて走るしかない。

「ねえ、さっきの宝箱に入れるとか。そうすれば少しは爆発が防げる」

　アイカはまだ遺跡を守る方法を考えている。

「石の爆発はそんなものでは防げません。魔法には魔法で解決せねばならないのです」

　薙野はふと思った。シルビアの言うとおりだ。魔法には魔法、そしてゲームはゲームの中で解決するべきだ。たとえ別の世界であってもそれは共通するべきルールのはずだ。

「石をこっちに！　早く！」

　シルビアが柱の陰を指さしている。彼女に促されながらも、薙野は石を持ったまま立ち尽くす。頭の中で何かが光った──。

「どうしたの、ナギノ？」

　汗だくのアイカが青ざめた顔をこちらに向ける。

「慌てる必要はないんじゃないか？」

　薙野ははっきりと言った。悪意ある介入というが、それにしては迂う遠えんなものだった。爆発の恐怖で見えにくくなっていたが、これは解答のあるゲームだ。

「恐らく、これは元から設定された難題なのだと思う」

「でも全部のスライムに奇数は無理です」

　シルビアは冷静に言うが、額ひたいには汗が光っている。

「九個で三つの奇数を作るのは明らかに簡単すぎる。でも、総数が十個だったらパズルとして成立する」

　これはよくあるパズルだ。ガーゴイルの時に気づいたが、難題には論理パズルが使われている。ガーゴイルの矛盾は、約束と義務を利用した有名なジレンマなのだが「履り行こう不可能な約束において義務の成立は生じない」という論理的解決が用いられている。

　あの場合は、約束を無効化する矛盾を生じさせた薙なぎ野のに責任があり、ガーゴイルの攻撃には正当性があったのだ。

　つまりこの難題にはルールがあり、今回の謎なぞも攻略できる。

　薙野は光る石を持って巨大なスライムに近づく。そして石を飲み込ませた。巨大なスライムは六個の石を飲み込んでいることになる。

「そしてキーとなるのはこのスライム」

　薙野は一番小さなスライムに近づいた。小さいスライムは爆発石を一個飲み込んでいる状態だ。それを抱えようとして薙野は少しためらう。

「時間がありませんよ」

　シルビアは逃げるか留とどまるか迷っている様子だ。

「素手で触っていいのか……」

　薙野が戸と惑まどっていると、そのスライムがいきなり持ち上げられた。フードをかぶった者がスライムを両手ですくうようにして抱え上げている。魔法使いと一緒にいた、銀色の盾を背負った人物だ。まだ逃げていなかったらしい。

　魔法を使っているのか、スライムを抱える手の平が青白く光っている。フードの人物は薙野に顔を向ける。フードからさらりと金髪が垂れた。

「……あ、それをあそこに」

　薙野は巨大なスライムに誘ゆう導どうした。

「小さなスライムを、巨大なスライムに飲み込ませる」

　フードの人物が薙野の指示のもと小さなスライムを落とした。爆発石を飲み込んだ小さいスライムは、大きなスライムの中に……。

「どういうこと？」

　状況の吞のみ込こめないアイカが歩み寄ってくる。

「これで条件は満たしている。小さいスライムには一個。中くらいのスライムには三個。そして大きいスライムには六個と小さいスライムの一個で、合計七個」

　アイカとシルビアは顔を見合わせた。

「あなたは難題を解決したわ」

　フードが足元に落ちる。金色の髪が揺ゆらめき、思わず眩まぶしさに目を閉じる。再び目を開けて薙なぎ野のはただ呆ぼう然ぜんとした。

「……エルフ？」

　キラキラと光る金色の髪と宝石のような青い瞳ひとみ、白い肌と尖とがった耳。思わず見とれてしまった。空想上のものだと思っていた存在が目の前にいる。

「そんなに珍しい？　あなたの国にはエルフはいなかったの？」

　彼女は冷たい瞳をこちらに向けた。手足は露ろ出しゆつしているが、胸と腰に銀色のプレートをつけ、腰には剣を下げている。彼女はエルフの剣士だ……。

「エルフはいなかった」

「辺へん境きようなのね」

「クロエ・モレッツやジェマ・ワードはいたんだけどね」

「あなたは何を言ってるの？」

　爆発石が眩しく光り──爆発した。
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　封印の間への扉とびらは開いた。

　薙野はアイカとエルフと共に通路を歩いていた。魔法の力なのか、彼女の持った丸い盾が光り通路を照らしている。埃ほこりっぽさに鼻がむずむずとした。












「入っていいのか？　魔王が封印されているのに」

「さっきも言ったように、それはあくまで伝説だから」

　暗がりが苦手らしいアイカは薙なぎ野のの腕にしがみつくようにして歩いている。シルビアは爆発石の処理の成功を知らせに遺跡の外に走っていった。

「でも、もしも魔王が出たら、またお願いね」

　アイカの声は耳にふわりとくすぐったい。

「いきなり言われてもなあ。情報収集する時間が必要だよ」

「君はすごいんだね。私たちだけじゃなく街の尊厳も守ってくれた。魔法使いは逃げちゃったのに、君は諦あきらめなかった。あ……彼女は残ってくれたけどね」

「エオリア」

　金髪のエルフがアイカに振り向いた。

「ありがとう、エオリア」

　アイカに笑みを向けられ、エオリアは驚いたように瞬まばたきをした。

「三つの難題の答えのすべてを教えられるわけではないの。あの魔法使いは見習いだから、弱い心に負けてしまった」

　やはり悪意が介入したわけではなかったのだ。

　しかし王都がこの遺跡を立ち入り禁止としていたのはどうしてか。通路の奥から冷たい風が流れてくる気がした。アイカがぶるっと体を震わせ薙野の腕にしがみつく。こんな時だが、アイカの胸の感触にどぎまぎしてしまう。

「しかし、魔法ってのはすごいもんだね。ガーゴイルも爆発させたりして」

　薙野は意識を逸そらそうと話題を変える。

「爆発させたのではないわ。ガーゴイルもあのミミックも魔法で作られているため、魔法で簡単に破壊できるだけ」

「でも、火を飛ばしたり凍らせたりできるんだろ？」

「力の強い魔法にはそれなりに対価が必要。人間たちが思うような単純なものではないの」

　エオリアは冷たく返答する。エルフという種族は不ぶ愛あい想そうなのだろうか。

　そのとき、エオリアの持つ盾の光が揺ゆらめいた気がした。さらに薙野はひんやりとした風を感じた。すでにエオリアが通路を走りだしている。

「あっ、ちょっと」

　光源がなくなりアイカが慌てる。

「そこで待っていて」

　エオリアは二人を残して走り去った。何かあったのだろうか。

「どうしよう」

　遺跡の奥を人間に見せたくなかったのだろうか。しかし、こんな何も見えない暗闇に置いていかれるとは。

「とにかく動こう。壁かべはどこだ……」

　薙なぎ野のの手にぽにょんと柔らかいものが触れた。

「そこ、違う！」

　アイカは怒りつつも、不安なのか薙野にしがみついてきた。

「ここは本当はどんな場所なんだ？」

　薙野は腕にしがみつくアイカに聞いた。

「二十年ぐらい前に戦争があったの。あの街もオークの軍団に襲おそわれた」

　アイカの体が微かすかに震えている。それは暗闇の恐怖だけが理由ではなさそうだ。

「大きな犠ぎ牲せいを出したけど、人間やエルフたちなど色々な種族が共闘して戦争は終結したの。遺跡はその記念碑として王都が作ったみたい」

「記念碑、か」

「そのうちに魔王が封印されているとか、色々な伝承とか噂うわさが付け加えられたの」

「……魔王、ですか」

　声に二人ははっと振り向く。背後に光る蝶ちようが見えた。暗がりの通路に立っていたのは、ローブのような衣服を着たエルフだった。

「あ、戻ってきてくれたんだ」

　銀髪のエルフが目の前にいた。暗がりの中でぼやっと全身が浮かび上がっているように見える。

「よく、難題を解決しましたね」

　エルフはにこりと笑った。まるで光の粒が散ったかのような笑顔だった。

「いや、元の世界──いや、国のパズルに似ていたから」

　エルフはエオリアのように不ぶ愛あい想そうなタイプばかりではないようだ。それでも何な故ぜか薙野の背筋に冷たい汗が流れる。

「……パズル。論理パズルですか？」

「よく知ってるね」

　この世界にも論理パズルというジャンルはあるのだろうか。

「それより、俺たち、ちょっとはぐれちゃって」

「案内しますよ」

　エルフが指を立てると、蝶の光量が上がった。薄暗い通路が照らされ、ほっとしたアイカの顔も見えた。ずっと薙野に抱きついていたことに気づいて、彼女は慌てたように距離を取った。

　先導してくれるらしくエルフは通路を進んでいく。

「あそこが封印の間です」

　エルフが指さした通路の、突き当たりの壁かべは崩くずれていた。ブロックなどの瓦が礫れきがこちら側に落ちているということは、向こう側から崩したのだろうか。

「案内してくれてありがとう」

「あなたは、別の世界から来たのですね」

　彼女ははっきりと別の世界と言った。薙なぎ野のがうなずくとエルフはくすっと笑った。

「……では、この世界を楽しんでください」

　薙野が質問しようとすると、背後でアイカが呼びかけてきた。

「ここから入れるよ」

　アイカが崩くずれた穴をくぐり抜ける。薙野は一瞬だけ迷ってから、彼女に続いてその穴を抜けた。

　中にはエオリアが立っていた。彼女の盾が発する光で、狭い空間が照らされている。エオリアは二人に気づかないように、ただ呆ぼう然ぜんと立っていた。

　すえた臭いが漂ただよう空間に、わずかな光に照らされる台座が見えた。台座の上には何もいない。それだけの光景だった。

「いない」

　エオリアの声は少しだけ震えていた。

　薙野は空っぽの台座を見て、魔王という言葉を思い出した。まさかそんなものが存在するわけないと思いつつも台座から目が逸そらせられない。

　いつの間にか薙野の全身に鳥肌が立っていた。

　まさかあり得ない、などという常識はここでは通用しない。一週間前、薙野がいきなり東とう京きようからこの世界に飛ばされてきたように、何が起こるかはわからない。

　薙野の目の前にはエルフがいる。スライムにも魔法にも、そして妖よう精せいにも遭そう遇ぐうした。だとしたらたとえ魔王だって……。

　振り返ると、ここに案内してくれた銀髪のエルフの姿は消えていた。









２　コロッセオの巨大甲虫×ギャンブル






　むやみに落とし物を拾ってはいけない、と、祖母に聞かされたことがある。落とし主は災いと共に物を捨てることがあるからだと。

　一週間前の薙なぎ野のはその忠告を忘れ、ある物を拾ってしまった。現代日本の普通の高校生だった自分がこんなファンタジー世界にいるのは、確実にそれが理由だ。

《でも、私がいるからどうにか生活できてるんでしょ》

「お前がいなければ、こんな世界に来なかっただろ」

《どちらの世界が本物かっていうのは議論がわかれるよね》

　出窓に置かれた植木鉢には真っ赤なキノコが生えている。そのキノコに座っているのは妖よう精せいだった。まだ元の世界にいた一週間前の夜、ゴミ捨て場で妖精を拾ったのだ。壊れた電子レンジの上にぽつんと座っている光る物体に思わず手を伸ばしてしまった。異変はそれからだった。妙なことばかりが起こり始め、最終的に別の世界に飛ばされることになる。

「まさか妖精が落ちてるとは思わなかった」

《私はたとえるなら情報の結晶体みたいなものよ。妖精として見えているのは、あなたが一番受け入れやすいイメージがそれだから》

　キノコに座る彼女は、妖精としか表現できない。手の平大の体、背中には蝶ちようのような羽がついてる。顔も体も女性的でシースルーのワンピースのようなものを着ている。

《なんにしろ、あなたがこの世界で生活できるのは私のおかげなのよ。私がいなかったら言葉だって通じない。消えろというならどっかに行くけど？》

　そう言われると反論できない。この異世界の住人と会話できるのも、妖精の通訳があるからだ。通訳というより、言葉のイメージを伝えるといった方法らしい。

　会話もできたため、いきなりこの世界に飛ばされてもなんとか生活できた。ただし生活できたといっても、所持品などを売ってやりくりしてきただけだ。まだ一週間程度しか経たっていないので、この世界のことはほとんどわからない。

　薙野は溜ため息いきを吐ついて部屋を見る。この部屋は下層市民に貸し出される住居だ。三畳じようほどのスペースに簡素なベッドが置いてあり、その他には出窓ぐらいしかない。こんな住居も一週間経った今、そろそろ出ていかねばならなかった。

《元気出して、できるだけ協力するから》

「やっぱり俺以外には見えないんだなあ」

　アイカたちも妖精に気づいた様子はなかった。

《エルフにはちょっと見えたみたいだけどね。魔法を使える存在とは接点があるのかも》

「スライムといいエルフといい、ファンタジーっぽい存在がいるのはなんでだろう」

《すべての世界は情報で繫つながっているということ。私たちのような存在が、世界を行き来して情報を伝達しているため共時性シンクロニシテイが起こる》

　元の世界とこの世界で共通する事項は多々ある。数字は十進法を使い、曜日は七曜、さらに一年は三百六十五日で十二か月に区切られている。現在は六月らしいが気温はすでに夏のようだ。

「元の世界には戻れるんだよな」

《さあ。私は情報の結晶体であって、ＪＡＬでものぞみでもないからねえ》

　薙なぎ野のはふてくされてベッドに寝っ転がった。グリフィンに乗って飛んできたというのはもちろん噓うそだ。薙野が倒れていた近くにグリフィンがいたらしく、勝手に噂うわさが立ってしまったのだ。

《まあまあ、とりあえず生活基盤を整えようよ。なんていうかこの部屋はあまり好きじゃないのよねえ》

　生活。それは異世界に来ても同じだった。たとえばこの街ではモンスターを狩って生計を立てている人間もいるようだが、剣の使えない薙野はそれを選択できなかった。

　だが、ちょっとしたきっかけで『攻略サイト』の名前が売れてしまった。遺跡の爆発を防いだとアイカとシルビアが冒険者たちに伝えたのだ。今後はそれを利用して生計を立てるべきか……。

　もともと『攻略サイト』とは高校での薙野の同好会の名前だ。学校で行われるイベントやゲームの攻略法を売って活動していた。目まぐるしく過ぎていた学校生活。そんな時間も遥はるか昔のことのように思えてしまう。

　とにかく目もつ下かの目的は生活だ。この異世界で生き抜くこと。

《一昨日の仕事でも名声を上げたじゃない。街の貴族に名前を憶おぼえられた》

　遺跡のガイドを成功させた報酬代わりに次の仕事をもらったのだ。

《誰か来たよ》

　妖よう精せいが言うと同時にドアがノックされた。

　ドアを軋きしませながら開けると、そこには少女が立っていた。思わず立ち尽くしてから、やっと彼女がアイカだと気づいた。一昨日と違ってラフなワンピース姿で、表情も森の中とは違いやわらかい。

「おはよう」

　アイカは肩にかかった三つ編みを払いながら微笑ほほえんだ。こうしてみると普通の女の子だ。ただし腰には剣を下げている。宝石などでデコレーションされたミドルソードは、アクセサリーの意味合いもあるのかもしれない。

「えっと……」

「案内してくれって言ったじゃない」

　とまどう薙野に、アイカは頰ほおをぷくっと膨らませてみせた。薙野はすぐに思い出す。今日、アイカに街を案内してもらう約束だった。そこは次の仕事の場所だ。

「あと、これありがとね」

　アイカがたたまれた薙野の服を差し出した。それを何気なく羽は織おると、目の前のアイカが赤面して目を逸そらした。












　すぐに気づく。これはアイカに着せていたのだ。それも裸のアイカが直じかにだ。

「えっと、洗ってくれたんだね」

　ごまかすようにシャツに鼻を近づけると、石せつ鹼けんに混じってふわりとアイカの匂いがした。背負ったときの感触までも思い出してしまい体が熱くなる。

「と、とにかくすぐに用意するから待ってて」

　薙なぎ野のは慌てて向き直る。といっても部屋には何もない。

「あ、えっと、可愛かわいいキノコがあるね」

　妙な雰囲気をごまかそうと、アイカが窓際のキノコの鉢を指先で突いている。

「もうすぐ出ていかなきゃいけないんだ。でも……」

「次の住居探し、手伝ってあげようか」

「助かるよ。安いところがあればいいんだけど」

　この世界でも家賃はある。貨か幣へいは違うが経済が回っているのだ。

「行くぞ」

　妖よう精せいに声をかけたが、見えないアイカは「誰に言ってるの？」ときょとんとしている。

《はいはい》

　妖精はキノコから飛ぶと、薙野の肩に座った。

　薙野とアイカは集合住宅の階段を降りる。薙野が借りていたのは集合住宅の七階の部屋であり、東とう京きようと違って高層ほど家賃が低いらしい。その理由はエレベーターがないからだ。集合住宅の一階は店舗となっており、商店街が形成されている。

　朝の街は活気づいている。石いし畳だたみの道の両面には店舗が並び、様々なものが売られている。クルミやナツメヤシなどの食料品、塩や胡こ椒しようなどの香こう辛しん料りよう、医療品を売る店、朝から激しい音を立てる鍛か冶じ屋やもある。剣と魔法の世界だが、ちゃんとした文化が確立されているのだ。

　目の前では太った女性が乾燥したフルーツを選んでいる。そんな光景は現代と変わらない。だが、そんな人間に交じって小さな人影を見かける。それは人間の半分ぐらいのサイズだが、子供のようにも見えない。彼らは人々の間をすり抜けるように荷物を運んでいる。

「彼らはさあ、小人？」

「ハーフマンっていう種族だけど、見たことないの？　私たちはハーフって呼んでるけど」

　この世界に来て初めて見たものがハーフマンの少女だったことを思い出す。倒れていたところを彼女に助けられたのだ。

「ちょうど朝ご飯前の時間だから混んでるね。何か食べていく？」

「いや、とりあえずあそこに行ってみたい」

「そっか、じゃああっちで食べよう」

　アイカは店でフォカッチャと乾燥イチジクなどを買っている。街の人間であるアイカがいると、落ち着いて街を歩ける。

　商店街を抜けると広い遊歩道があり、両サイドには街がい路ろ樹じゆが植えられている。石畳の道は緩ゆるいアーチを描くように中央部分が盛り上がっており、雨水などを排水溝に流すよう造られていた。

　周囲は花が咲く芝しば生ふのスペースが設置されているなど、清潔で整えられた場所だった。そんな風景を見て思う。どうやってこのような整った街を維持しているのだろうか。文化的にいえば現代より下だが、ゴミひとつ落ちていない綺き麗れいさは東京の比ではない。

　視線を上げると、街は白いベールに包まれたかのように錯さつ覚かくする。周囲の森から流れてきただろう湿気が霧となって街を包んでいる。

「……霧の街だ」

　しばらく歩くと、霧の中から巨大な輪りん郭かくが出現した。それは朝日を浴びて金色に輝く、超ド級の建造物の遠景だった。

「あれがコロッセオよ」

　薙なぎ野のは絶句した。これほど大きな建物は東京にもない。東京ドームよりも二回り以上はあるだろう、石造りの円えん筒とう形けいの闘技場だった。石の外壁には戦う剣闘士の姿など、様々な彫刻が施ほどこされている。この世界にはクレーンもブルドーザーもない。どうやってあれほどの建造物を造ったのだ？

　さらに周囲には剣士たちの巨大な像が設置されている。長剣を振り上げる剣士、鎧よろいに身を固めた戦士、細身の剣を持つ女性剣士の石像。薙野は石像が並ぶ道を歩いてコロッセオに向かう。

「王都にもあれほどの大きさのコロッセオはないのよ。君の国にはある？」

「こんなにでかいのはないよ。見たことない」

「でしょー、この街は王都からの援助で文化的にも発展してるのよ」

　アイカは自じ慢まんげだ。コロッセオ。剣闘士などが戦う闘技場アリーナだ。王都の調査隊の手伝いをした報酬として、ここでの仕事を依頼されたのだ。依頼内容はコロッセオでの集客を促そく進しんすることだった。

　コロッセオに近づくと、その巨大さに圧倒される。野球場のようにいくつもの出入り口があり、人々が吸い込まれていく。この街最大の娯楽施設がここなのだ。

「チケット、持ってきた？」

　アイカに言われて、ポケットから入場券を出す。仕事のために貴族からもらっていた。コロッセオはすべて指定席となっている。並びで二席のチケットなので、コロッセオの案内をアイカに頼んだのだ。この街に来て十日ほどで、気軽に頼みごとをできるのはアイカぐらいしかいない。

《よかったねえ、友達ができて》

　肩に座る妖よう精せいが軽口を叩たたいたが、無視してコロッセオに入場する。

「コロッセオ関係者の座席ね。雑ざつ然ぜんとしているけど、見やすい場所よ」

　入場口は他の観客と違って、搬はん入にゆう口ぐちのような場所だった。台車で食べ物や武器などの類たぐいが運ばれている。トンネルのような道を歩いていると、空いたスペースで武器を磨いているハーフたちの姿があった。何気なくそちらに視線をやった薙なぎ野のは動きを止める。

「あっ」

「え、何、どうしたの？」

　驚くアイカをよそに、薙野はハーフたちに駆かけ寄った。

「君は……」

　薙野の視線が捉とらえたのは一人のハーフの女の子だった。ツーテールの長い髪を、緑の葉がついたままの植物の蔓つるで縛しばっている。瞳ひとみの色はブラウン、どことなく怯おびえた表情。そして首には重々しい鉄の輪が嵌はめられていた。

　やはりそうだ。目の前の彼女は……。

「助けてくれた子だよね。ほら、その髪を縛る葉っぱを憶おぼえてる」

　一週間前、倒れていた薙野を助けてくれた少女だった。

「ほら、一週間前。ずっとお礼を言いたかったんだ」

　彼女は剣を磨きながら困ったような表情を浮かべていたが、回想するかのように大きな瞳を瞬まばたいた。そして口を開こうとした瞬間──怒声が響いた。

「いつまでやってる！」

　同時に床がバシッと音を立てる。振り返ると鞭むちを持った男が立っていた。彼は再び鞭を振るってハーフたちを叩いた。

「何をする！」

　薙なぎ野のは男と向かい合う。革で作った鎧よろいを着ている大柄な人間だ。若く見えるが、顔に大きな傷があり表情はとても険しい。男は嚙かみタバコをべっと吐いた。

「お前には関係ないだろうが。奴ど隷れいをどうしようと勝手だ」

　ハーフたちは鞭むちに怯おびえて必死に武器を磨いている。

「奴隷？　彼女たちは奴隷なのか？」

「この街にいるハーフのほとんどが奴隷だろうが」

　男はハーフの首を指さした。小さな女の子に頑丈すぎる鉄の首輪が嵌はめられている。

「彼女に助けられたから話がしたかった」

「安心しろ、奴隷が人間を助けるのは当然だ」

　冷静に言ったつもりだが、男は聞く耳を持たない。

「おいお前、次は中だ、急げ！」

　男は再び鞭を振るう。「あっ」と彼女は呻うめいて床に倒れる。服がめくれ露あらわになった太ももに血が滲にじんでいく。それを見て薙野は激高した。

「やめろ、これ以上するなら俺が相手だ」

「なんだと？」

　薙野と男が睨にらみ合あっていると、そのハーフが叫んだ。

「やめてください！」

　はっと見ると、彼女は磨いていた剣を薙野に向けていた。初めて彼女が薙野に見せた感情は怒りだった。

「俺は、ただ……」

　彼女の敵意が込められた視線に、薙野は言葉を失う。怒りの視線の裏側に諦あきらめの感情が見えた。彼女はこの小さい体に絶望を詰め込んでいる。薙野はあざと傷だらけの彼女から目を逸そらしてしまった。

「おら、行くぞ」

　男が鎖の先を彼女に投げる。ハーフの彼女は跪ひざまずいて小さな手でそれを拾い、自ら首輪と太い鎖を繫つないだ。彼女は奴隷を受け入れているのだ……。

「来週もう一度来いよ。こいつらの登場は来週だ」

　男がにやりと笑って鎖を引っ張った。彼女は小さく呻くと、コロッセオの奥へと引っ張られていく。薙野はその場に立ち尽くして彼女の小さな背中を見送った。

「あれは奴隷商人で、このコロッセオの演出もしている」

　隣となりのアイカは沈んだ顔をしていた。

「彼女たちは……」

「ここで働いているハーフ。剣闘士の世話をしたり、剣けん奴どとして戦ったりもする。コロッセオは戦いの場だから」

「でも」

「仕方ないの。彼女たちも仕事が必要だから。それより、行こう」

　質問の間を与えずに、アイカが薙なぎ野のの手を取った。薙野は手を引っ張られるまま薄暗い通路を走った。通路の先に出口が見え、そこから光が差し込んでいる。

　トンネルを抜けると人々の熱気と風に包まれた。目の前にはコロッセオ内部の全景が広がっていた。

「すごい……」

　壮そう観かんな眺めだった。円えん筒とう状じようのコロッセオは吹き抜けになっており、すり鉢状に観客席が設置されている。人工的に造られた巨大な谷だ。

　一番上の席は七階ぐらいだろうか。大理石の階段が日差しを受けてキラキラと光っている。カラフルな布が張り巡らされているが、それは日よけのひさしだった。

　まだ競技は始まっていないが、席の半分以上が埋まっていた。座席はゆったりとスペースに余裕を持って造られているが、それでもすべての席が埋まれば六、七万人は入るだろうか。

「席はこっちね。二等席ぐらいの場所」

　アイカがチケットを見ながら歩いていく。席に座った人々はワインなどを飲みながら競技の開始を待っている。薙野たちの席は石のベンチだったが、しっかりと背もたれもついていた。周囲を窺うかがうと、いたるところに露店があり、飲み物や食べ物を売っている。

　闘技場も近く見やすくいい席だ。戦う場は高い壁かべに囲まれた円形のスペースだ。今はハーフたちが道具を使って地面を均ならしている。

「王都の調査隊も観みに来てる」

　アイカが指さした方向に、確かにきらびやかな服装の集団がいた。闘技場の一番前の貴き賓ひん席せきはビロードのマントを羽は織おった警護の戦士たちに囲まれている。そんな中であのエルフの姿も見つけた。エルフのエオリアはシックなワンピース姿で座っている。

「この街には人間の他に、エルフとハーフの種族がいるんだな」

「エルフのほとんどは王都だけどね。それにハーフとは立場が違う」

　アイカは少しだけ口ごもったあと、強引に笑顔を作った。

「コロッセオは初めてなんだから楽しみなよ。ほら、食べて」

　乾燥イチジクは酸味と甘みが強く美お味いしかった。

「なんかいいな、こういうの。友達と格闘技を観に行ったのを思い出す」

　コロッセオの雰囲気を楽しんでいるうちに徐々に座席が埋まっていく。

　いきなり歓声が沸わき起おこった。

　歓声の方向を見ると、女性たちが花を投げている。そこは剣闘士の入場通路であることがわかった。鎧よろい姿すがたの剣闘士が歓声を浴びながらゲートをくぐる。

　続いて長剣を持った軽装の男が姿を見せると、さらに歓声が大きくなった。

「人気剣闘士のガラテナよ」

　ガラテナと呼ばれた剣闘士は筋肉を誇こ示じするかのごとく手足をむき出しにしている。女性たちが長剣の男に花びらを投げていた。兜かぶとをしていない男の顔はなかなかの美形だった。この世界の剣闘士は女性にとってセックスシンボルなのかもしれない。

「最初はガラテナと重装戦士との戦いね」

　整備をしていたハーフは下がり、アリーナには二人の戦士だけが残された。レフリーなども存在しない。そして戦いはいきなり始まった。

　剣が盾を打つ鈍にぶい音に、薙なぎ野のは身を凍らせる。それは初めて聞く音だった。相手を殺すための音、そのたった一撃でここは人が簡単に死ぬ世界だと認識した。

　鎧よろいの戦士は大きな盾とハンマーのような武器を持っている。フルフェイスの兜をかぶっているため表情は窺うかがえない。力強くハンマーが振り下ろされたが、ガラテナは機敏に飛びのきそれをかわす。ハンマーは地面を陥かん没ぼつさせ、その震動が薙野の席まで伝わった。

　ガラテナはハンマーをかわした動きで長剣をフルスイングする。重戦士は防御を固めて盾で防ぐ。甲かん高だかい音と火花が散った。

「ああ……」

　薙野はただそんなシーンを凝ぎよう視しした。東とう京きようでスクリーン越しにそんなシーンをいくつも見た。しかし、それらは所しよ詮せん噓うそっぱちの映像だった。どんなにリアルな映像を作ろうとも、目の前のシンプルな命のやり取りには及ばない。

　ハンマーを長剣で受け止めたガラテナだが、バランスを崩くずして地面に倒れる。すぐに立ち上がったが地面に血が滴したたった。盾についた棘とげで腕を切ったのだ。

　血を見た群集はさらに過熱する。「殺せ！」「兜を叩たたき潰つぶせ！」と怒ど号ごうが飛ぶ。観客の足踏みでアリーナが揺ゆれる。あまりの熱気に頭がくらくらとした。

　ここで攻勢に出たのはガラテナだった。リーチを生かして剣を振るう。盾にはじき返されるが、あまりの攻撃に重戦士は防戦に回った。強烈な一撃が盾にぶつかり、ぐらりと重戦士がよろめく。疲労し始めたガラテナと、守るだけの重戦士の戦いは均衡している。

　熱狂するアリーナでしびれを切らしたのは重戦士だった。盾を放ほうり投げ両手でハンマーを持ちガラテナに襲おそい掛かかる。ガラテナはその瞬間を待っていた。ハンマーをかわすと横殴りの一撃を重戦士の腹に撃ち込んだ。

　重戦士の鉄の鎧がぱかりと割れた。もんどりを打つように倒れた重戦士にガラテナが歩み寄り、とどめを刺さそうと長剣を振り上げる……。

　そこには本物の死がある。これこそ究極のエンターテインメントだ。薙野はアリーナのその光景から目が離せない。と、その時、ガラテナが意外な行動を取った。剣を下ろして貴き賓ひん席せきに向かって親指を立てたのだ。

　貴賓席で立ち上がった貴族が親指を立てるのが見えた。その瞬間、歓声と共に花びらが舞う。ガラテナの勝利が確定したのだ。

「……死なないんだ」

　薙野は呟つぶやいた。アリーナでは怪け我がを負った重戦士が運ばれていくのが見えた。薙野は死を期待していたのではないが、その光景は意外だった。

「めったに死ぬことないよ」と、アイカは当然のように言う。

「あんなに本気で戦ってたのに？」

　唇がぱりぱりに乾いていた。未いまだに鼓動が乱れている。

「剣闘士に死者が出たら主催者が補償金を払わなきゃいけないからね。剣闘士もむやみに死者を出すと、他の剣闘士に復ふく讐しゆうされる。普通の怪け我がなら治療師が治せるから、だいたいあんな結末になるのよ」

「なるほど。意外に健全なんだ」

「たまに事故もあって死者も出るけどね。それでも剣闘士が死ぬことはほとんどない」

　アリーナでは勝利した剣士が称賛を集めながら引き揚げていく。

「すごいよ。本当にすごい」

「なんだか子供みたいね」と、アイカは嬉うれしそうに笑う。「剣闘士は人間の男性にとって花形職業だからね。人気の出た剣闘士は王都のコロッセオに引き抜かれることもあるんだ」

　職業として剣闘士があるようだ。この世界は平和が維持され、兵隊という戦力が必要なくなっているのだろう。モンスターを狩ったり街周辺を探索する仕事もあるようだが、その場合、あのような鎧よろいや長剣は使えない。山岳部や森で使うには重すぎる。

「アイカも剣闘士が好きなのか？」

「うーん、強い人は好きかな」

　さらに剣闘士の試合は続く。

　女性同士の剣闘士の戦いもあった。基本的にこの世界では男が戦う、という固定概念はないようだ。アイカたちのような、少女たちによる冒険家のパーティが編成されていることからもそれが窺うかがえる。それらの試合に目を奪われていた薙なぎ野のだが、アイカがそわそわしていることにふと気づいた。

「えっとさあ、そろそろ帰らない？」

「いや、でもまだプログラムがあるみたいだけど」

　まだアリーナは活気づいている。

「そろそろ剣闘士の試合は終わりだから」

「剣闘士以外の試合もあるんだ。モンスターが出てくるとか？」

　目を輝かせた薙野を見て、アイカはしまったといった表情になる。

「モンスターは出るけど……」

「じゃあ、もう少しいるよ。モンスターの戦いを見られるなんてすごいじゃないか」

「じゃあ、私は帰るね」と、アイカは立ち上がった。

「アイカ？」

　何かまずいことをしたのだろうかと周囲を見ると、アイカと同じように観客席から退場していく人の姿があった。それらのほとんどは女性や子供だ。

「昼ご飯かな」

　太陽が高い。ちょうど昼の時間だ。昼にご飯を食べるのは、たぶんこの世界でも同じなのだろう。アリーナに目を向けると、アイカが言ったように剣闘士の試合は終わり、音楽隊が演奏を始めていた。昼の休きゆう憩けい時間といった様子だった。

　薙なぎ野のはアイカからもらったフォカッチャと、コロッセオの水道で汲くんだ水を飲みながら次のプログラムを待った。水はへこんだペットボトルに詰めている。ペットボトルは元の世界から持ってこれた数少ない財産だ。

　さらに依頼を思い出す。このコロッセオの集客、というぼやっとしたものだったが、差し迫ったものではないのだろう。依頼ではなく難題を解決した薙野への報酬だったのかもしれない。だとしたら簡単なアイデアを出せばこの依頼は終わる。

　そんなことを考えていると、アリーナの雰囲気が変化した。剣闘士に投げる花も黄色い歓声もない。ただ静まり返っている。

　ずしんと音がした。それは巨大な鉄の扉とびらが開く音だった。

　震動を感じた。わずかな揺ゆれがここまで伝わってくる。その震源が何かはわからない。ただ全身に汗をかいていた。何な故ぜかべたつく汗がとめどなく流れる。鼓動が速まり気づくと震えていた。

　薙野の喉から悲鳴が漏れた。コロッセオに入場したのは巨大な獣だった。ライオンかと思ったが違う。そんなおしとやかな獣ではなかった。

　らんらんと赤く光る両眼、ライオンの数倍はあるだろう巨体、その体には蝙こう蝠もりのような形の巨大な翼、そして尾はサソリのような毒針が……。

「……マンティコア」

　想像上のモンスターとされたそれが眼前にいる。闘技場に姿を見せたマンティコアは不機嫌そうに地面を引っかくといきなり咆ほう哮こうした。

　甲かん高だかい悲鳴のような咆哮に心臓が凍りついた。逃げねばと思ったが体が動かない。このまま食い殺されると、そう思った。

　金かな縛しばりは観客の拍手によって解ける。我に返った薙野はここが観客席であると気づく。安あん堵どしたものの全身の震えは止まらない。ふと思った。あの狂った獣と戦うのは誰だ？　勇気ある剣闘士が立ち向かうというのか？

　それともモンスター同士の戦いだろうか。古代ローマではライオンとトラを戦わせたこともあるらしい。ではあのマンティコアと戦う獣はなんだ？　薙野は対等に戦えるだろう動物を思いつかなかった。ライオンでも狼おおかみでも無理だ。薙野の世界での地上最強はホッキョクグマやグリズリーとされているが、一撃で首をへし折られるだろう。

　だとしたらモンスターにはやはりモンスターだ。マンティコアに対抗できそうな獰どう猛もうなモンスターを用意するしかない。

　反対側の出入り口から入場した彼らを見て、薙野は愕がく然ぜんとした。まさか彼らがマンティコアと戦おうというのか……。

　入場してきたのは小さな人影たち、あのハーフマンという種族だった。武器を持ったハーフたちが五人。

　ガチャンと闘技場の扉とびらが閉まる。

「噓うそだろ……」

　闘技場にはマンティコアと五人のハーフだけが残された。

　観客席から歓声が上がる。それは剣闘士に向けられるものとは違った。彼らが望んでいるものは……。

　低い唸うなり声ごえを上げていたマンティコアがいきなり動いた。巨きよ軀くを躍らせて一気にハーフたちに飛びかかり、前脚のかぎ爪づめをハーフに振り下ろす。持っていた盾で防ごうとしたが、あっけなくハーフはべちょっと潰つぶされた。その時マンティコアは、すでにもう一人のハーフに喰くらいついていた。

　がりがりと骨を砕く音が聞こえた。これは戦いではない。そして虐ぎやく殺さつでもない。単なるマンティコアの餌えさの時間だ……。

　熱狂するコロッセオの中で薙なぎ野のは一人だけ凍りついていた。生き残っているハーフたちはすでに戦意を喪そう失しつしている。マンティコアを触発するよりも、少しでも楽に死にたい。もしかしたら満腹になったマンティコアが興味を失うかもしれないと、そんな儚はかない希望にかけているかのようだ。

　しかし、残りの三人が死ぬのにあと三分とかからなかった。生臭い血の臭いが漂ただよっている気がして必死に首を振る。

　──こいつらの登場は来週だ。

　そんな声が聞こえた。では、自分を助けてくれたあのハーフの少女も……。
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「さっきのハーフの子に会わせてくれ」

「お前みたいな怪しげなの、入れられるわけねえだろ」

　薙野の前に立ちはだかっているのは、コロッセオ入場時に会った奴ど隷れい商人の男だった。薙野はあのハーフを探してここに来たのだ。コロッセオ内にハーフたちの収容施設があることを知ったが、その扉の前にはこの奴隷商人がいた。

「助けてくれた彼女にお礼がしたい」

「おい、さっさとしろ！」

　男は薙野を無視して通路を走るハーフたちに怒声を上げる。ハーフたちは台車で仲間の死体を運んでいるのだった。

「おい、待て」

　男が箱を運ぶハーフを呼び止めた。鎖を引っ張ると、箱型の檻おりの中からのそりと犬が顔を出した。双そう頭とうの犬がうなりを上げている。男はにやっと笑うと、その犬を薙野にけしかける。二つの犬の頭に吠ほえかかられ薙野は後ずさった。そんな怯おびえを察した犬はこちらに向かって飛びかかる仕草を見せ、思わず薙野は目を閉じてしまう。

　ふと犬の吠ほえ声ごえが止まった。恐る恐る目を開けると、犬は尻尾しつぽを丸めてうずくまっている。鎖を持つ男の視線も怯おびえていた。

　薙なぎ野のは背中に冷気を感じて振り向いた。するとそこにはあのエルフがいた。エオリアは威い嚇かくするわけでもなく、ただ静かに立っている。

「彼は、この街の議員の依頼を受けているらしいわ。入れてあげれば？」

　男は舌打ちをすると犬を引っ張って通路の奥に逃げていく。薙野は男の背中とエオリアの顔を交互に見やった。

「入りたいんじゃなかったの？」

「そ、そうだった」

　エオリアに言われ通路の扉とびらに向き直る。この向こうがハーフたちの収容エリアとなっているらしい。

　異い臭しゆうに顔をしかめる。扉の向こうは薄暗く空気が淀よどんでいる。大きな箱や樽たるが置かれ見とおしが悪く、妙な雑音が聞こえて足を踏み出すのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「びびるな」と、自分に言い聞かせ歩を進めた。

　気配を感じて振り返ると、エオリアが平然とした様子でついてきていた。

「さっきは助かったよ」

「別に……他種族を奴ど隷れいにするような人間が嫌いなだけ」

　壁かべ際ぎわに檻おりが見えた。そこにハーフたちがいることを確認して駆かけ寄る。

「やっぱりここに」

　石造りの牢ろう獄ごくにハーフたちが座っている。薙野が駆け寄ると一斉に怯えた表情を作った。

「乱暴はしない。さっきの女の子に会いに来たんだ」

　ハーフたちは顔を見合わせ、一人に視線を向けた。壁際で膝ひざを抱えて座り込んでいたのはあの少女だった。腕の傷から流れる血を舌で舐なめとっている。

「ただお礼が言いたかった。俺を助けてくれてありがとう」

　薙野は膝をついて彼女に言った。

「……奴隷ですから当然です」

　小さな声だった。視線はずっと床に向いている。

　一週間前に街の外で倒れていた薙野は彼女に助けられた。聞くところによると、ハーフを使ってモンスターを生け捕りしようとしていたらしい。生け捕りしたモンスターはコロッセオで使われるようだ。

　檻の中にいるのは少女ばかりだった。ハーフは女性ばかりの種族なのだろうか。

「ハーフマンはもともとオークの奴隷だった。奴隷というよりも家畜」

　エオリアが檻の中を冷たく見つめている。

「オークに立ち向かう力がないハーフマンが選んだのは、人間の奴隷になること。労働力を差し出すことで種族として庇ひ護ごを受ける。生まれた子供たちを差し出す代わりに、ハーフマンの郷さとを守ってもらう。人間に取り入った種族」

「エルフこそ、魔法というものをつかって人間に取り入った種族だ」

　少女が睨にらみつけたが、エオリアは平然と視線を受け止めている。

「自由にはなれないのか？」

「この首輪が外れることはありません」

　少女は再び床に視線を向けた。代わりにエオリアが口を開く。

「解放されるには働き続けて自分を買い取ること。たとえばここにいるハーフマンは剣けん奴どだけど、勝ち続ければいつかは解放される」

「勝ち続けるって……」

　薙なぎ野のはあのマンティコアを思い出した。あんなのが戦いといえようか。

「来週って言ってたけど、何と戦うんだ？　まさか……」

「パイオン甲虫です」

「甲虫っていうと……あの角つののあるやつ？」

「ハサミがある虫です。この奥にいます」

　薙野は安あん堵どした。甲虫とはクワガタのことだ。マンティコアのような猛獣ばかり出てくるわけではないのだ。とにかく彼女はそれで死ぬことはないだろう。

「俺は君を助けたい。君が知らない土地で俺を助けてくれたように、救ってあげたい」

「エルフも嫌いですが、人間も嫌いです」

　少女は視線を逸そらしてうずくまる。それでも声をかけ続けたが、彼女の返答はすべて沈ちん黙もくだった。彼女の心は閉ざされた。

「その優しさは残ざん酷こくなだけよ」

　それはエオリアの忠告だった。確かに剣も魔法も使えない人間が、他人を助けるなんておこがましいことかもしれない。しかし自分を助けてくれた恩人を見捨てて、この世界で生きていけようか。

　薙野は少女に優しく微笑ほほえみかけた。

「それでも俺を信じてほしい。攻略できないゲームがないように、どんな問題にも必ず攻略法はある」

　彼女は一瞬、ほんのわずかだけ表情を緩ゆるめたような気がした。

　立ち上がった薙野は牢ろう獄ごくを後にする。助けると言ったものの、まったく何も考えていない。まずハーフマンという種族を調べてみるべきか……。

　ガシャンという音に薙野は身を震わせる。何かがぶつかったような衝しよう撃げき音だ。

　──この奥にいます。

　少女の言葉を思い出して薙野は暗がりへと進んだ。

　いつの間にか鳥肌が立っている。床をガサガサを這はいずるような不快な音がする。その雑音は異様に大きい……。

　見えたのは巨大な鉄の籠かごだった。

　そして中には何かいる。熊くまか、それともライオンか……いや違う。

　中にいたのは虫だった。全長三メートル以上もある黒光りするクワガタ。

　薙なぎ野のに反応した甲虫がハサミを鉄の格子にぶつける。鈍にぶい音を立てて鉄の棒が歪ゆがんだ。こんな虫を殺せるのか。全身は尖とがった鎧よろいのようなワニのような皮膚に守られ、クワガタのようなハサミが二組。それものこぎりのような刃つきだ。攻撃に特化した、まるで殺人マシーンだ。こんなのと戦えというのか……。

　怒った甲虫が口から液体を吐いた。

　その瞬間、誰かに引っ張られる。薙野の襟元をつかんでいたのはエオリアだった。薙野が立っていた場所には甲虫が吐いた液体がかかっており、鼻がひん曲がるような臭いを発生させていた。バランスを崩くずした薙野はその液体を踏んでしまう。

　スニーカーの底がどろりと溶けた。
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　平原を歩くと森の入り口が見えた。

《一応伝えとくけど、誰かがついてきてるよ》

　妖よう精せいに言われ振り向いたが誰もいない。大きなブナの木があるだけだ。

「ん？」

　木の陰にちらりと何かが見えた。薙野は引き返してブナの木陰を覗のぞき込こむ。

「わっ、何してんの？」

　薙野は驚いた。木に寄りかかるようにしてアイカが立っていたのだ。アイカは、まるで怒られた子供のような上目遣いの視線を向けた。

「危ないから、一緒に行こうと思って」

「それは助かるけど」

　薙野は、妙な雰囲気のアイカと並んで歩き始めた。今日のアイカはラフなワンピース姿で、まるで日本の女の子がポーチをぶら下げて歩くように剣を下げている。しばらく歩いて彼女が口を開いた。

「だから見せたくなかったの」

　アイカは昨日のコロッセオの演目を気にしているのだと気づいた。

「でも仕方ないのよ。コロッセオがなくなったら戦いもなくなる。武器だって剣士だっていなくなっちゃう。何かが起こった時になにもできなくなる」

「この国の文化に文句を言う気はないよ」

　薙野は森の中に入った。

「でも、俺には俺の正義がある。甲虫に彼女が殺されるのを見過ごせない」

　薙野は森の木を慎重に探していく。まずは来週に迫った甲虫との対決が問題だった。それを何とかしなければ、彼女を奴ど隷れいから救い出すどころではない。

「でも、もしも甲虫に勝てたとしても、彼女の運命は変わらない。勝てば次の戦いに、そしてさらに次。終わりはなかなか来ないのよ」

「ハーフはそんな扱いに甘んじているのか」

「ハーフはもともと家畜の世話などに長たけた種族で多産なの。でも強さはないから、昔はオークの奴ど隷れいだった。でもね、昔のオーク戦争で人間が解放した。それからハーフはずっと人間の庇ひ護ごを受けている」

　薙なぎ野のはこの街の美しさが維持されている理由を知った。電気もガスもないこの世界で、どうやって街を保つかという問題。それはハーフという種族が解決したのだ。

　街でよく見かけるハーフは公共奴隷というらしい。それぞれの持ち場が決まっており、工事をしたり道を清潔に保つ。さらに街中の物資の流通にもハーフが使われる。小さく小回りの利くハーフにぴったりの仕事なのだ。その他、郊こう外がいの牧場での家畜の世話、個人の奴隷、そしてコロシアムの剣けん奴どなど……。

「ねえ、なんで森に来たの？」

「甲虫対策で思うことがあって」

「虫よけハーブとかあるけど、甲虫には効かないよ。そもそもあの甲虫はパイオン砂漠に潜ひそんでて森にはいない」

「あれは雄なんだよな」

「大きな顎あごがあるのは全部雄よ。弱点は背中の甲羅の継ぎ目と言われてるけど、当然のように簡単に背中に乗せてくれないし、そこを刺さして勝ったなんて聞いたことない」

「やってみるだけやってみる」

「手伝うよ。君に助けられたお礼もしてないから」

「そんなのいいよ。結構いい思いもしたし」

　そう言うと、アイカは顔を赤くして薙野の足を蹴け飛とばす。

「その話はしないで。……でも、せっかくグリフィンに乗ってまで飛んで来たんだから、この街を嫌いになってほしくないって理由もあるんだ」

「じゃあさ、一緒にあるものを探してほしい」

　薙野がそれを伝えると、アイカは怪け訝げんな表情になった。

「たぶん見つかるけど……」

　それはこの世界にもいるらしく安あん堵どする。

　とにかくあの少女を巨大甲虫に勝たせること。そして彼女の解放を……。

　いきなりアイカに手を握にぎられ薙野はどきりとする。彼女の顔を見ると、先ほどまでの穏やかな表情が消えていた。

「動かないで」

　低い声を出したので、彼女に倣ならって身を屈かがめる。視線の先を追うと森の木々が動いている。だが何がいるのかわからない。アイカは息を潜めながら剣に手を添そえる。チャンネルを替えたかのように、彼女は戦闘モードに切り替わった。

　しばらくしてアイカが立ち上がる。

「……もう大丈夫」

　それでもアイカは周囲を警戒してる。

「おかしいな。ここは人間側のエリアなのに」

「何がいたんだ？」

「森ゴブリン。普段は森の奥で暮らしていて、ここまで出てこないはずなのに」

　ふと思い出したのは、あの遺跡だった。

「あの魔王が封印された遺跡とか関係あるのかな？」

「あれはあくまでも伝承だから心配ないよ。でも……」

　アイカは暗い顔をしている。やはりここは死と隣となり合あわせの異世界なのだと思う。しかし、たとえこの世界に魔王がいたとしても、まずはこの世界で暮らしていくことが重要だった。そのためには目の前の問題を一つずつ攻略していくほかない。
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　この世界にも曜日の概念がある。一週間は七日サイクルになっており、日曜日のような休日もあった。

　コロッセオはその一週間のうち、五日間開催されている。

　薙なぎ野のはコロッセオの一角にて出店を出していた。この出店は、コロッセオの情報収集をすると同時に、依頼を遂すい行こうするためでもあった。

　コロッセオのプログラムは多種多様だった。まず花形の剣闘士の戦い、モンスター同士の戦い、犯罪人の公開処刑、モンスターとハーフマンの戦いなど。現在のアリーナでは曲芸師が芸を披ひ露ろうしているが、ほとんどの観客が視線を向けていない。それは戦いの合間の余よ興きようにすぎないのだ。

　剣闘士の戦いが花形であり、その他の戦いは残虐度が増している。一方的な虐ぎやく殺さつを見たくない観客が減っていることもわかった。そしてコロッセオには多くの出店があるが、一つだけないものがあることに気づいていた。

　それはブックメーカーだ。

　コロッセオは基本的に観戦の場であり、賭かけ事の場ではないのだ。

　コロッセオにギャンブル要素を組み入れることを躊ちゆう躇ちよしたが、やるしかなかった。自分がこの世界で生きていくため、そして助けてくれたあの少女のためにも……。

　まずはコロッセオのプログラムを調査し、勝率などの計算をした。ハーフマンとモンスターの戦いにおいて、ハーフマンが勝つことはほとんどなかった。そこで砂時計を置いて、モンスターの勝利までの時間などを賭けに組み入れることにした。

　本当なら残虐な戦いは見たくなかった。しかし目を逸そらすわけにはいかない。自分はこれからもこの世界で生きていくしかないのだ。

　薙野はまず小規模なブックメーカーを始めた。宣伝などはしない。残虐なコロッセオとギャンブル。相性が悪かろうはずがない。放ほうっておいても客は増えるはずだ。

　そして薙なぎ野のの予想は当たった。

　客の入りは上々だった。最初は半信半疑だった客だが、金が増えることがわかると熱狂した。さらに金を賭かけた試合は観客も観戦に熱が入る。まだ試し行こう錯さく誤ごの導入段階だが、はっきりとした手ごたえを感じだ。

　三日ほど経たつと客が増えてきたので、薙野はブックメーカーで稼いだ資金でアルバイトを雇やとった。行きつけのバル『金きん羊よう亭てい』のウエイトレスのカトレアだ。賭けを始めるのはバルのランチタイム過ぎなので快く引き受けてくれた。

　──あの時の君は死にそうな顔をしてたのよ。

　仕事を手伝ってくれと言うと、一週間前の出会いのことをカトレアは笑いながら口にした。どことなく嬉うれしそうだったのは、仕事のない薙野を心配してくれていたからか。

「コロッセオに来たのは久しぶり」

　カトレアがにこりと笑う。あの時、飯代の代わりにあげたキャラクターストラップは気に入ってくれたようで、未いまだに腰のベルトにつけている。彼女が投票券を配り、薙野は勝率計算に没頭する。

　噂うわさが噂を呼び、薙野のブックメーカーは三日ほどで広まった。だが、あまり大きくはしなかった。大げさにするには莫ばく大だいな資金がいる。元手がない薙野の資金繰りは自転車操業であり、慎重にやらねばならなかったからだ。

「もっとくじを売ってくれって言ってますよ」

　倍率計算中の薙野にカトレアが声をかける。見ると出店の周囲に客が集まっている。くじが売り切れフラストレーションが溜たまっている様子だ。

「これ以上は売れない。終わりにしてくれ」

　カトレアがそれを伝えると、客の男たちが怒りを露あらわにする。怒ど号ごうや罵ば声せいが飛んだが、すぐにコロッセオの衛兵が寄ってくる。もともとコロッセオの客の観戦態度が悪いため、多くの衛兵が配置されているのだ。

「売れるときに売ったほうがいいと思うけど」

　バルで働きビジネスにシビアなカトレアは不満そうだ。

「ギャンブルには慎重さが求められる」

「でも、こういう商売は一気に広げないと……」

　そんなカトレアの憂ゆう慮りよは当たった。

　次の日、薙野のブックメーカーの出店には人ひと気けがなくなった。

　他のブックメーカーが出現したのだ。それも莫大な資金を持った胴どう元もとであり、客は一気にそちら側に流れてしまった。

「残念だったな」

　薙野の出店に近づいてきたのは、あの奴ど隷れい商人の男だった。

「お前のおかげで儲もうけさせてもらった代金だ」

　男が数枚の硬貨を石の台に放ほうり投げた。この奴ど隷れい商人が大がかりなブックメーカーを始めたのだ。彼はコロッセオのイベンターの一人であり、戦いの演目から出店の商売まで手広くやっているのだ。

　笑っている男を見て「嫌な奴やつ」と、カトレアが吐き捨てた。

「まいったよ。もうブックメーカーはやめる」

　薙なぎ野のの態度を見て男はさらに笑い声を上げた。

「そのほうがいい。賭かけたいんなら、俺の店を使え」

「わかった。あとこの金はいらないから、頼みがある」

　薙野の言葉に男が身構える。

「一回だけ、戦いの演出をさせてもらえないか？」

「はあ？」

「俺はこの街の議員から依頼を受けている。この賭けのシステムを作ったが、それだけじゃ足りない。だから一回だけ演出して言い訳をしておきたいんだ」

　男は険しい顔をして考え込んでいる。

「議員の依頼を受けた俺の仕事を邪魔した、みたいになったら余計なトラブルが発生するかもしれない」

「何をやりたい？」

「二日後の甲虫対ハーフの演目を」

　薙野の意図を察した男が手をひらひらと振った。

「観客はハーフが殺されるのを見たがっている。小さい甲虫に変えるとかも駄目だし、ハーフを増やすことは許さねえ」

「違う。俺が増やしたいのは甲虫のほうだ。甲虫を二匹にする」

　男が驚き、カトレアも目を丸くした。





　　　　　　　　　　＊






「カトレア、怒ってたよ」

　二日後のコロッセオにてアイカが言った。カトレアは薙野の言動を聞いて、ブックメーカーのアルバイトを辞めていた。彼女は残虐なコロッセオの演目が元から好きではなかったようで、薙野の言動はハーフを無意味に殺さつ戮りくするものだと思ったようだ。

　視線をアリーナから戻して薙野はびくっとする。すぐ横にアイカの顔があった。

「そして私も怒っているという説がある」

　アイカの冷たい視線に薙野は動どう揺ようした。

「じゃあなんでアイカはここにいるんだ？」

「君の攻略法で私が助けられたのは確かだから。でも、その攻略法を利己的に使うのなら、私はもう利用しないし、関係も友人から単なる知り合いに格下げする」

　アイカはぷいっと横を向いた。彼女は薙なぎ野のを助けた少女の結末を見に来たのだ。今日、ついに巨大甲虫と戦わねばならない。

　アリーナでは剣闘士の戦いが始まっている。槍やりを持った戦士に対し、動きを封じようと相手は投網を投げるタイミングを計っていた。それが終われば、休きゆう憩けいを挟んでハーフの虐ぎやく殺さつのショータイムが始まる。

「とにかく彼女のところに行かないと」

　薙野はコロッセオの急な階段を降りて、剣けん奴どの準備スペースへと向かう。コロッセオは観客席がすり鉢状になっているために、観客席の下に空間がある。その場所が武器庫や待機場所となっているのだ。

　薄暗い通路を抜けて、薙野は彼女のいる場所へと走った。重い鉄の扉とびらを開けると、そこには四人のハーフの少女がいた。薙野を見て四人は怯おびえた表情を浮かべる。

「まだ始まらない。その前に準備だけしておきたい」

　あの少女が壁かべ際ぎわに座り込んでいる。四人の装備は悲しいくらいに軽装だった。サンダルと粗末な布の服。持たされた武器は錆さびた短剣だけだ。

「これを体に塗ぬるんだ」

　薙野はどろりとした液体の入ったペットボトルを取り出した。塗りやすいように改良してある。しかしハーフたちは怯え、あの少女は視線すら向けてくれない。胸の痛みを感じた。この子たちはどれほど人間にひどい目に遭わされてきたのだ……。

「効果があるかはわからない。でも、もしかしたらうまくいくかもしれない」

　もしかしたら。そんな薄っぺらい希望に生死をかけるのだ。だが他に方法は見つからなかった。こんな時、この世界ではどんな言葉をかけてやればいいのだ？

「人間でなく俺を信じてくれ」

　少女がわずかに顔を上げ、その視線が薙野のものと重なった。薙野は彼女を見つめながら願う。頼む、一度だけでも信じてくれ……。

　壁際の少女が立ち上がった。そして薙野の前に歩み寄る。薙野が膝ひざをついてやっと同じ目線だ。こんな小さな少女があの狂暴な甲虫と戦わなければいけない。それも二匹。

　薙野はペットボトルの液体を彼女の体に塗りたくる。華きや奢しやな体は甲虫のハサミの一撃で簡単に折れてしまうだろう。

「……他の子にも塗ってあげて」

　薙野は彼女にペットボトルを渡して立ち上がった。

「どこに行くの？　ついていてあげないの？」

　扉から出ようとした薙野に、アイカが不満そうにしている。これが言葉を交わす最後なのだと、アイカの表情は語っていた。

「やるべきことが他にある」

　戦い方のアドバイスは薙野はできなかった。これ以上ここにいても仕方がない。

　薙野は扉を出て、来た道を引き返す。観客席に戻ってアリーナを見ると、すでに剣闘士の戦いは終わり、曲芸師が巨大な牛を乗り回している。

　そんな休きゆう憩けい時間に活気づいている一角がある。それはあのブックメーカーだ。

「甲虫二匹対ハーフ四匹。どの砂時計が落ちているうちに勝負がつくか！」

　奴ど隷れい商人の男が声を張り上げている。

　賭かけの対象は、どれだけ早く甲虫がハーフを殺すかとなっていた。ハーフの勝利に賭ける人間はいない。それ故に倍率は恐ろしいことになっている。少しでも金を回収しようと大きな倍率を設定している。

「馬鹿め……」

　当然のことながらオッズ設定理論はこの世界で確立されていない。微分積分も関数も存在しない世界だ。

「ハーフ側の勝利に全額」

　薙なぎ野のはブックメーカーで稼いだ全額を台に置いた。持ち金すべてだ。

「おいおい、本気かよ」

　奴隷商人が目を丸くする。周囲の客も笑い声を上げた。

「賭けのやり方知らないのかよ。金は戻ってこないんだぜ」

「だからギャンブルなのさ」

　薙野は発行された券を受け取った。やはりハーフの勝利に賭けているのは薙野だけらしい。そんな薙野を周囲の客が馬鹿にしはやし立てる。……いいぞ、こうしてハーフ勝利の券を買ったということを周囲にアピールすることが必要だ。

「そんなの買ってる時間なんてあるの？」

　出店を離れると、アイカが不満を露あらわにしていた。

「あの子を助けてくれるとは思ってない。コロシアムのシステムを変えることは誰にもできないから。でも、君を助けた恩人に最後に優しくしてあげてもよかった。私は君をそんな人だと思ってた」

　薙野は思う。もしかしたらこの行動で、アイカという友人を失うかもしれない。しかし、それでもやらねばならない。それがギャンブルというものだ。

「俺はあの子を助けたい、ただそれだけだ」

　世界は違う。しかし結果がすべてであることはこの世界でも同じだ。何もしなければ、アイカは友人のままで自分の心も守れるだろう。しかし、少しでも可能性があるのならやるべきだ。すべてを失うリスクがあったとしても、ハイリスクローリターンであっても、可能性があるのならば……。

　薙野は奴隷商人の賭けの出店を見た。新しいシステムが生まれた瞬間に隙すきは生まれる。

　観客席から歓声が沸わき起おこり、次の演目が始まる──。

　薙野は出店から離れアリーナに目を向ける。ハーフ側が勝てる可能性は少ない。それでも今の自分は勝ち目の薄いギャンブルにすがるしかなかった。

　入場ゲートから四人のハーフが登場した。あの子もその中にいる。すでに覚悟を決めたのか怯おびえている様子もない。彼女は運命を受け入れている。

　四人は周囲を警戒するように散らばった。ここから見ても小さな体たい軀く、そして頼りない短剣だ。

　アリーナに砂煙が上がる。次の瞬間、二匹の巨大甲虫が出現した。地下のリフトからの登場だった。怒ど号ごうのような歓声が轟とどろき、薙なぎ野のの頭からスーッと血が引いていく。

「でかい……」

　足が震えてしまう。改めて甲虫の大きさに驚きよう愕がくする。あれを虫とくくっていいのか。軽トラックぐらいはあるだろうクワガタだ。歓声に反応して甲虫がハサミをがちがちと鳴らす。刺激を受けて怒っているのだ。

　コロッセオが振動している。四人のハーフの死を見るため観客たちが足を踏み鳴らしている。その振動で甲虫がさらに興奮し、口からあの酸を吐いた。

　酸は距離を取っていた四人のハーフには当たらない。力がない代わりにハーフたちの動きは素早い。だが逃げ回っているわけにはいかない。この戦いはどちらかが死ぬまでだ。逃げようとしたハーフを見たことがあるが、衛兵の弓矢によって殺されていた。

　四人は散らばり甲虫の背後を狙ねらう。しかし、甲虫が二匹いるために動きが乱されている。

「なんで二匹にしたの？」

　アイカは悲しみを露あらわにしていた。興奮する観客の中で彼女だけは苦しんでいる。

　アリーナの二匹の甲虫は四人のハーフを敵と認識したようだ。ハサミを打ち鳴らしながらハーフを威い嚇かくしている。ハーフの一人が距離を詰めようとしたが、タイミングを誤り転倒した。仲間が助け起こしてなんとか距離を取る。

　薙野はべっとりとかいた額ひたいの汗をぬぐう。やはり無理か……。この世界のモンスターには現代の常識は通用しない。

　──だが目を逸そらすな。あれは自分が介入した光景であり、自らの戦いでもある。たとえどんな残ざん酷こくな結末が待っていようとも、目を逸らしてはいけない。

　あの少女を含む三人が短剣を振り上げている。大げさな動きに二匹が反応する。その隙すきに背後に回った一人のハーフがいた。

　彼女が一気に甲虫の背中に飛び乗ると、継ぎ目の弱点めがけて短剣を突き立てる。

　ボキンとあっけなく短剣が折れた。ハーフは怒った甲虫に振り落とされ、アリーナの地面に体を激しく打ちつけられた。そのハーフめがけて甲虫が襲おそい掛かかる。

　そんなハーフの前に立ちはだかったのは、あの少女だった。甲虫は構わずにその少女に突進する……。

「ああ……」

　アイカが顔を両手で覆おおう。

　歓声がどよめきに変わった。異変を察したアイカが目を開け、息を吞のむ。

　アリーナの少女はまだ生きていた。甲虫のハサミの距離にいながらも殺されていない。二匹の甲虫の動きが止まっていた。大きな触覚を動かし少女と対たい峙じしている。

　観客が怒ど号ごうを上げた。虐ぎやく殺さつの瞬間を見たがっている彼らは、足を踏み鳴らして甲虫を刺激する。薙なぎ野のがごくりと唾つばを飲み込んだ瞬間、二匹の甲虫が動く。

　二匹の甲虫は大きくハサミを広げ──襲おそい掛かかった。

「え？」

　アイカは目を丸くしている。観客の反応も同じだった。

　甲虫が襲い掛かったのは、もう一匹の甲虫だった。二匹の甲虫がハサミでお互いを攻撃している。それは砂煙を上げながらの激しい戦いだった。がっちりとハサミでお互いの体を挟んで揺ゆすっている。まるで力比べをするクワガタだ。

「効いたのか」

　薙野は天を仰ぎ見る。この世界でも現代の常識が通じた……。

　力比べをしていた二匹の甲虫がバランスを崩くずして転倒した。砂煙を立てて二匹とも裏返しになる。呆ぼう然ぜんとしていたハーフたちだったが、さすがにその隙すきは逃さなかった。飛びかかると甲殻に覆おおわれていない無防備な腹に短剣を突き立てた。

　甲虫の腹が裂けて黄色い液体が噴き出す。それでもハーフたちは短剣を突き刺さし続けた。裏返しになりながら必死に足を動かす甲虫だが、その動きは少しずつ弱まっていく。

　甲虫が最後の力を振り絞り激しく暴れた。弾はじき飛とばされたハーフの中で必死にしがみついているのはあの少女だ。彼女は両手で握にぎった短剣を振り下ろす。

　ビクンと大きく顫せん動どうし甲虫の動きが止まる。ついに二匹の甲虫は力尽きた……。

　我に返った観客が歓声を上げる。それは怒りと不満もあったが、甲虫の死に興奮した声も混じっていた。

「やった……やった！」

　アイカが思わず薙野の手をぎゅっと握る。

「一緒に集めてくれたクワガタの雌のおかげだよ」

　ペットボトルの液体には、森で採ったクワガタの雌のフェロモンが混じっていた。巨大甲虫はすべて雄だ。つまり雌を争って二匹の甲虫が戦った。その行動は昆虫の絶対的な本能なのだ。

「それより──」

　薙野は走った。急がなければ逃げられる可能性がある。

「おい！」

　薙野が向かったのは、あの奴ど隷れい商人の出店だった。

「この券の払い戻しをしろ！」

　ざわつく客に囲まれながら薙野は叫んだ。出店には啞あ然ぜんとしている奴隷商人がいる。

「払い戻し金額は──」

　薙野はその金額を叫ぶ。周囲にいる客がどよめいた。それほどの金額になっていた。ハーフたちが勝てない戦いだった故に、オッズはとんでもないことになっていたからだ。少額の賭かけ金が一気に莫ばく大だいな財産となった。

「馬鹿な、そんなの払えねえ！」

　奴ど隷れい商人は開き直った。払えない金額ではないだろうが、あまりに金額が莫ばく大だいすぎる。

「こんな大金になるのはおかしいだろうが！」

「お前が設定したオッズだろ？」

「騒ぎを起こすと叩たたきだすぞ！」

　奴隷商人が衛兵に視線を向ける。賄わい賂ろを払っている衛兵がいるのだろう。問答無用で賭かけをなかったことにするつもりだ。

　目の前の男はギャンブルをわかっていない。発行したチケットは単なる商品ではない。形がないものゆえにルールと信用が重要だ。そして、それは力では変えられない。

「賭けに勝っても払ってくれないんだ」

　薙なぎ野のがアピールしたのは周囲の客にだった。

「じゃあこんな券に意味ないよな。いざとなったら逃げられる」

　客がざわついた。どちらに味方するか迷っていたようだったが、徐々に奴隷商人を責める客も現れた。

「この金を払わなければギャンブルは終わる」

「ギャンブルなんて今日で終わりだ！」

「いいのか？」薙野が聞くと奴隷商人は一瞬だけ沈ちん黙もくした。「やめていいのか？　これほどに稼げるシステムはない。それはわかっているだろ？　そしてブックメーカーにとって一番大切なのは信用だ。約束を破ったブックメーカーは二度とギャンブルをできない」

　不利な空気を察知した奴隷商人は顔面蒼そう白はくだ。そんな彼に薙野は近寄り耳打ちした。

「話し合いで解決してもいい」

　客に責められる奴隷商人は固まっている。

「だからって、こんな金をどうしろってんだ」

「さすがにこの金額は大きすぎる。素人が設定した馬鹿げたオッズだから。──だから払わなくてもいい」

「……いいのか？」

「払ったという結果が重要だ。だから別のものでいい」

　奴隷商人が薙野の話を聞きだした。もうひと押しだ……。

「あのハーフだ。俺の友人のハーフの子を解放してやってくれ。そうすれば金を受け取ったことにしてやる」

「馬鹿な、お前が買い取ろうにも、貴族でないと奴隷を買えやしないんだ」

「解放するだけでいい。自由にはできるんだろ」

「無理だ、俺が勝手にできることじゃない」

「俺は知ってるぞ。そういったことは融ゆう通ずうが利く。お前が奴隷を管理しているのなら、裏の帳簿があるはずだ。それを書き替えることぐらい容易たやすい。管理にはそんな遊びを作っているはずだ」

「しかし……」

　反応を見て薙なぎ野のは行けると踏んだ。なんの後ろ盾もない薙野は、男に意見できる立場ではない。だが、奴ど隷れい商人がギャンブルに手を出したことで同じ場所に立った。彼は薙野からギャンブルを奪ったと思っていたようだが、薙野によってギャンブルに引きずり込まれたのだ。

「ここで俺と握手をしなければ、信用を失ってこのビジネスは終わる。もしも握手をすれば、今後失敗しないように俺がオッズ計算の基本を教えて軌道に乗せてやる。誠実にやれば莫ばく大だいな金を生む商売だぞ。それを手放すのか？」

　ギャンブルには人々を中毒にする魅力がある。いったん知れば無視することはできない。そして、そんなギャンブルの魔力を奴隷商人は知ったはずだ。

　奴隷商人は騒ぐ周囲の客に視線を向ける。

「迷っている振りをするのはやめろ。お前にとって最善の選択のはずだ。そして俺は恩人のハーフを助けたように約束は守る。このブックメーカーの商売の権利は譲ってやるし、もっとおいしい話を持ってきてもいい。あのハーフ一人で済むなら安いもんだろう？」

　奴隷商人は薙野と客を交互に見やる。衛兵に命じて薙野を排除するか、それとも握手をするか迷っている。

「……お前は何者だ？」

　さらにしばらく迷い、奴隷商人は決断した。
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　三日後、薙野は街の辺へん境きようにいた。

《廃はい墟きよね》

「廃墟だな」

　薙野の目の前には崩くずれかけた建物がある。妖よう精せいが中を調べに飛んで行った。すぐに窓から飛び出し《やっぱり廃墟！》と騒いでいる。

「まあ、手を入れればなんとかなると思うよ」

　薙野の横でアイカが苦笑いをしている。仮の住居を明け渡すことになり、見つかった代わりの住居がここだった。

　コロッセオでブックメーカーのビジネスを始めたことで、集客向上に繫つながったと評価され、攻略サイトの仕事は成功したのだ。報酬は微々たるものだったが、その資金でここを借りたのだった。

　ブックメーカーのビジネスは順調なようだ。観衆の興味は残ざん酷こくなショーを観みるよりも勝敗の結果に少しだけ移った。そこで薙野が提案したのは、ハーフの出場する演目で、少しでもハーフに勝てる要素を与えるということだ。ちゃんとした武器などを与え、強いモンスターにはハンデをつけるなど。

「ごめんね、君はちゃんと考えてくれてたんだね」

「ん？」

「君はとっても優しい行動をしたんだと思う」

　横に立つアイカとの距離は、少しだけ、ほんの数センチだけ近くなった気がした。

「でも、大したことはできなかった。結局ハーフという種族を救うことはできない」

　コロッセオでは相変わらずハーフの死者が続出している。そのすべてのハーフを助けるほどの力は薙なぎ野のにはない。それでも、自らの力で勝ち残り、いつか解放されるハーフが現れることを薙野は願う……。

「優しい人だと思う。そして、剣も魔法も使えないけどとても強い人だと思う。君の攻略法はすごいよ」

　アイカはお下げ髪を指先でもてあそびながら、はにかんだように微笑ほほえむ。彼女の笑顔を見るとこちらまでうれしくなる。とりあえず大切な友人の笑顔だけは確実に守ることができた。友人からの降格は免れたのだ。向けられる笑顔を勝ち取った。

　音に振り向くと荷馬車がこちらに来ていた。馬車といっても馬ではなく、大きなダチョウのような鳥が運んでいる。

「とりあえず、道具とか必要なものを集めたから」

　アイカがにこにこと荷物に駆かけ寄っていく。

「ここで一人暮らしか」

　剣も魔法も使えずにこの世界で生き残れるのだろうか。そしていつか元の世界に戻れるのか。とにかくここを拠きよ点てんに『攻略サイト』の仕事を始め、生活するしかない。

　アイカが樽たるを運んできた。中にはアイカが集めてくれた中古の食器などが入っている。

「助かるよ、ありがとう」

　荷物は少ないぐらいでちょうどいい。

「それと、もう一つ」

　アイカに隠れるようにしていた人影に気づいた。彼女は薙野に歩み寄ると、遠慮がちな視線を向けた。

　変わらずの格好だった。布の服に髪を縛しばる植物の蔓つる。だが彼女の首輪は外れていた。

「……フレアです」

　少女は口ごもりながら言った。

「え？」

「ハーフマンの言語で才能っていう意味らしいです」

「ああ、いい名前だね」

　薙野は小さく笑った。すべてを助けることはできなかった。しかし、確実に自分が救い出した存在が目の前にいる。剣の扱い方も知らない自分が、知らない世界でやるべきことをやった結果がこれだ。少しだけこの世界で生きぬく自信がついた気がする。

「ハーフの郷さとに戻るのかい？」

「いいえ、戻りません。郷さとでの記憶はなく、あそこは私の帰る場所じゃないと思いました。ですから……私はここに来たんです」

　フレアは恥ずかしそうに視線を向ける。

「え？」

　困こん惑わくしてアイカを見ると、彼女はくすっと笑った。

「ということ、だって」

「いや、まずいんじゃないか？　もう奴ど隷れいでもないんだし」

「そうよ。自由になったんだから、彼女の意思を尊重してあげれば？」

　アイカはフレアの背中をそっと押す。彼女はしばらくうつむいていたが、上目遣いに薙なぎ野のの目を見た。

「私はあなたに……『攻略サイト』に助けられました。だから私も恩を返したい。ですから、助手などはいりませんか？」

「住み込みってこと？　いや、たとえ種族が違っても女の子だし、色々な問題があると思うよ」

　焦あせる薙野の前で、フレアは初めて笑顔を見せた。

「心配いりません。攻略できないゲームがないように、どんな問題にも必ず攻略法はあると思うのです……」
















３　森のゴブリン×ウォーゲーム






「うまい！」

　バルで昼ご飯を食べていた薙なぎ野のは呻うめく。穀物のプレートはそれぞれの味が濃い。とろりとしたスープに入っているのはひよこ豆だろうか。から揚げのような食べ物もあり、久々の脂に頭がくらくらとした。

「このソースをかけるとおいしいですよ」

　ソースを舐なめてみて驚きよう愕がくする。──醬しよう油ゆだ。独特の匂いがあり魚ぎよ醬しように近いだろうか。

「このふりかけも香りが強くていいね」

「それはハーブの粉末です」

　テーブルの向かいにはフレアがちょこんと座っていた。椅い子すが高いので足をプラプラとさせている。フレアはすべてのパーツが小さく、なんだか人形のようだ。もっと表情を見せてくれればさらに可愛かわいいと思うのだが……。

「いっぱい食べてくださいね」

『金きん羊よう亭てい』のカトレアが飲み物を運んでくる。昼下がりにバルの前を歩いていたら、お金のことは心配いらないからと、彼女に呼び止められたのだった。

「飲み物は基本的にワインなんだよな」

　薙野はワインを陶とう器きのカップに注ぐ。この世界では飲酒の年齢制限は存在しない。まあ元の世界でも飲んでみたことはあるのだが。

「このワインは濃いので、発はつ泡ぽう水すいを入れるとおいしく飲めますよ」

　フレアが壺つぼから自然発泡の炭酸水を注いで割ってくれた。

　植物の蔓つるで髪を縛しばり、粗末な布の服装のハーフ。そんな彼女をコロッセオにて助けてから二人の暮らしが始まっていた。ぎこちない状態のまま生活が続いていたが、フレアは薙野の世話を献けん身しん的てきに焼いてくれる。

「あれ、フレアは食べないのか？」

　フレアはじっと薙野の食事を見ている。

「ご主人様と一緒に食事をするなんて……」

　ずっとこんな感じだった。恩義を感じているようだが、まだ距離を感じてしまう。

「いや、俺はフレアの主人とかじゃないから。いいから食べな」

　しかしフレアは食べようとせずもじもじとしている。薙野はから揚げをフォークに刺さすと、フレアの口に運んだ。

「じゃあ、ほら。あーん」

「え？」

「だから口を開けろって」

「や、やめ……やめてくださいよぉ……」

　薙なぎ野のはフレアの口に強引にから揚げをねじ込んだ。

　フレアが両手で頰ほおを押さえ「わあっ」と、思わず可愛かわいらしい声を出した。しばらくうっとりとしていたが、はっとしたように我に返る。

「ほら、次」

「わ、わかりました！　自分で食べますから、やめてください！」

　怒ったフレアは、ぶすっとした顔で料理に手を伸ばす。だが食事を口に運ぶたびに、フレアの表情が緩ゆるんでしまう。コロッセオではろくな食事を与えられなかったようだ。

「……あ、失礼しました」

　フレアはすぐにすました表情になる。

「うまいよな。俺も一人で飯食ってたときよりもおいしいよ」

　そう言うと、フレアは恥ずかしそうに顔を赤らめた。

「このから揚げもすごくうまいよな。鶏とり肉にくかな？」

「これは化けネズミですね」

　フレアが平然と言ったので、薙野は手を止めた。

「ネズミ……。この世界ではポピュラーな食べ物なのか」

「はい。壺つぼにどんぐりと一緒に入れて太らせます」

　ここは東とう京きようではないのだ。生き残るためにはこの世界の文化を受け入れる必要がある。

　薙野は炭酸割りのワインを飲んで一息つく。この世界の文明は現代に比べて低水準であるが、食べ物の文化は発展していた。

　たぶんこの世界は植物によって支えられている。食しよく物もつ連れん鎖さの最下層の基盤がしっかりしているがゆえに莫ばく大だいな食料が生み出される。人間同士の争い、他種族の争いが起こっていないのは供きよう給きゆう過か剰じようともいえる食糧事情にあるのだろう。街の市場を見ても、大量の穀物や木の実、スパイスの類たぐいなどが所狭しと並んでいた。

　だが、ずっと平和な時代が続いていたわけでないようだ。二十年ほど前にはモンスターとの大きな戦争があり、この街は最前線の基地として利用されたらしい。街を歩いていると、確かに防壁など当時の戦争の面影が残っている。

　あの時の遺跡のことを思い出す。アイカは心配いらないと言っていたが、王都の調査隊は未いまだにこの街に残っている。何か不穏なことが起こらなければいいのだが。

「今日はアイカたちは来ないの？」

　薙野は閑かん散さんとしたバルを見回し、カトレアに聞いた。

「アイカたちは、エオリアさんと一緒に街の外に調査に出かけてるよ。ギルドを通して雇やとわれたらしいけど、気に入られてるみたいね」

「へえ、あんな気難しそうなエルフとね。アイカはすぐに誰とでも友達になるな」

　こうして薙野がぼんやりしている間に、彼女は働いているのだ。そう考えると少しだけ焦あせってしまう。

「ごちそうさま」薙野は立ち上がってお礼を言った。「こんなにしっかりした食事は久しぶりだった」

「ツケとくから、気にしないでください」

　カトレアは無邪気に笑う。
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「おごりじゃなかったんだな……」

　薙なぎ野のは頭をかきながら、フレアと並んで街を歩く。

「でも、普通はツケなんて利きませんよ。信用されているんですね」

　フレアが小首をかしげるように薙野を見た。……いや、カトレアが信用しているのは薙野の攻略サイトだ。その仕事が金を稼げるものだとの信頼を勝ち得たのかもしれない。

「でも、そろそろ金を稼がないといけないよな」

　手持ちの資金はほとんどなかった。これから生活費は自らの力で稼がねばならない。

「ギルドに行ってみましょうか」

「ギルド？　さっきもちらっと聞いたような」

「仕事の依頼と斡あつ旋せんなどをしてくれる場所です。冒険者が集って、情報交換などもなされます」

　フレアと歩いていると、街の人間から好奇の視線を向けられる。奴ど隷れいでないハーフが珍しいのだと気づいた。視線を感じているだろうフレアだが、気にしない振りをしている。

「ナギ様の攻略サイトも積極的に売りださなきゃいけませんし」

　フレアは薙野のことをナギ様と呼んでいる。呼びつけにしてほしかったのだが、フレアがそれを頑かたくなに固辞したからだ。

「やっぱり、食べ物がすごいな」

　商店街に入って薙野は溜ため息いきを吐つく。道の両脇はすべて店で、様々な食料品が並んでいる。巨大なカボチャのようなもの、どう食べるかわからない草、カラフルな木の実に生きたままの小動物など。

「果物や野菜などはノームが売りに来ています」

「ノームって種族がいるのか」

「聖霊と共に森で暮らす種族で、植物の育成が得意です」

「ドワーフとかは？」

「ドワーフは鉱山や洞どう窟くつに住み、石炭や切った石、鉄製品などを人間に売ります」

　ノームやドワーフもこの世界に存在し、人間と交流があるのだ。

「人間と売買するのは敵対しないとの意思表示です。昔にあったオーク戦争で、人間を中心に他種族が協力して戦いました。そして今でも交流は続いているのです」

　物資の流通は、関係を維持するためでもあるのだ。ちなみにモンスターというくくりは王都の独断で決められ、人間と友好的な関係を築ける種族以外は、モンスターとしているらしい。

「そしてハーフは労働力です」

　薙なぎ野のはハーフについて考えた。街で見かけるハーフのほとんどは女性だ。ハーフマンは生物学的にいえば多産のｒ戦略（大量に子供を産み、自然淘とう汰たの中で少数の子孫を残す戦略を示す。対するのが「Ｋ戦略」である）を取っている。数を増やすには種族として雌が多いほうがいいはずだ。よって生まれる性別の偏かたよりが発生しているのかもしれない。

「私たちハーフは家畜の世話が得意なので、郊こう外がいの牧場でも働いています。それは公共奴ど隷れいですが、牧場で働くハーフは幸せです」

　フレアが少しだけ寂しげな表情をした。今もコロッセオで戦っているだろう仲間を思い出しているのかもしれない。しかし薙野は何もしてやれない。せめてもう少し自分に力があったなら……。

「ありました」

　石造りの建物がギルドだった。扉とびらのないアーチ状の入り口をくぐると喧けん噪そうに包まれた。木製の高いテーブルが並べられ、そこで立ち飲みしている男女たちの姿がある。ギルドというよりも飲み屋だった。

　店の奥に向かうと、薙野はいきなり怒鳴られた。

「さっさと次持ってこい！」

　空の瓶びんを持ち叫んだのは中年の男だった。しかし、その視線は薙野ではなくフレアに向いていた。

「この子は店員じゃない」

　薙野は怯おびえるフレアを自分の体で隠した。店内を見るとテーブルの間をハーフが走り回っている。ここではハーフが店員なのだ。酔っぱらった男を薙野があしらっていると、すぐにハーフの少女がワインの瓶を持って走ってきた。

「遅おせえぞ」と、男に蹴け飛とばされハーフは床に倒れたが、すぐに立ち上がり戻っていく。

「行きましょう」

　フレアに誘ゆう導どうされギルドの奥へと行く。

「ギルドは街の施設なので、公共奴隷が働いているのです」

　公共奴隷とは、街の管理下に置かれている奴隷のことらしい。

「酔っぱらいはどこの世界でも同じだな」

　ほとんどの男女は酒を飲みながらも静かに情報交換を行っているが、悪酔いしている人間もちらほらといた。

「いろんな依頼がありますよ」

　フレアが取り繕つくろうように明るい声を出した。店の奥の壁かべには大量のメモが貼はられている。文字はもちろん現代のものと違ったが、薙野は妖よう精せいを介して読むことができた。

『地下ダンジョン攻略メンバー募集』

『コロッセオ使用の森ゴブリンの捕獲』

『鎧よろい豚ぶたを一匹。調理用なので毒の使用禁止』

『標本用のフレイムバタフライ。良好な状態を希望』

『運動公園跡地の利用者募集』

『東の森の古代遺跡の地図作製』

　依頼が所狭しと並んでいる。

「剣を使えないとつらいな」

　わかっていたことだが、依頼にはモンスター討とう伐ばつなどが多い。採集などの依頼にしても、危険な場所に行くにはそれなりの装備がいる。

「攻略サイトの広告も出しておきましょう。宣伝が大事ですから」

　フレアに言われ、薙なぎ野のはカウンターの職員から紙を買った。金を払うことで一定期間、壁かべに貼はってくれるらしい。料金は銅貨一枚と安かった。文字を書けないので、フレアに代筆してもらう。

『モンスターなど困ったことがあれば攻略サイトへ。どんな問題もすべて解決します』

「こんなもんで依頼が来るのかな」

　薙野は仕事募集の壁にその紙を貼った。

「まずは名前を広めることが重要ですから」

　たぶん仕事の依頼は来ないだろう。だとしたらこちらから積極的に仕事を取るしかない。しかし、薙野がこなせそうな依頼は見つからない。

　フレアも「いいクエストがありませんね」と、溜ため息いきを吐ついている。

「森ゴブリン討伐の依頼が多いけど無理だな」

　戦う系統は薙野には無理だ。

「あれはどうです？」

「中古武器の在庫の処理の依頼か。売れない武器屋なんてどうにもならないよな」

「そうですよね。ただでさえ武器はだぶついてますから」

　基本的に平和な街なのだ。しかし、ドワーフとの交流により鉄製の武器などは街に流入してくる。さらに街の方針により鍛か冶じ屋やなどが保護されているので、街でも武器は作られ続けているらしい。

「戻りましょうか」

　ついにフレアも諦あきらめた。ギルドから出るとき、先ほどの酔っぱらいが罵ば声せいを浴びせてきた。

「大丈夫、無視しな」

　薙野はフレアの手を握にぎってやった。驚いたフレアだったが手を放すことはしなかった。フレアは公共奴ど隷れいのハーフから視線を向けられ、少しだけ気まずそうな表情になった。

「配給のパンをもらって帰りましょうか」

　ギルドから出たフレアが薙野を見上げる。

「配給のパンって硬いよな。まるで石みたいだ」

　この街は下層市民のためのセーフティネットが確立されており、無一文だった頃の薙なぎ野のも配給などで生活していた。

「贅ぜい沢たくを言ってはいけません」

「このまま金が入らなかったらどうしよう。ずっと石のようなパンをかじって、あのボロい家からも追い出される」

「大丈夫です。私はナギ様を信じています。私を助けてくれた『攻略サイト』は素晴らしいものですから」

　フレアは薙野から視線を逸そらしてから呟つぶやく。

「……もしも駄目でも、私はついていきます」

　フレアが繫つないだ手を握にぎり返した。二人はそのまま家に向かって歩いた。
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　次の日、薙野はフレアと共に街の外に出ていた。

「おい、お前の仲間がいるぞ」

　藪やぶを搔かき分わけると、そこにはカラフルな花が咲き乱れていた。その花の上を妖よう精せいたちが飛んでいる。

《仲間じゃないと思うけど》

　妖精は薙野の肩に座って首を傾かしげている。

「これは、フェアリー虫ですよ。妖精に擬ぎ態たいしています」

　フレアがその虫を捕まえた。

「実は上下が逆で、足に見えるのが触覚、頭に見えるのが尻尾しつぽなんです」

　そう説明してフレアは虫を放してやる。

「ナギ様のそばには妖精がいるのですか？」

「なんでわかるの？」

「家の窓際にキノコの植木鉢がありました。あれって妖精の椅い子すって言われるキノコですから。あと、たまに何かに話しかけてます」

「俺にだけしか見えない何かがいるんだよな」

「私には見えませんが、妖精は幸運を運んでくると言われて縁起がいいですよ」

「運んできたのは不幸だったけどな」

　薙野とフレアは野草を採りに来ていた。それは依頼ではなく生活のためだった。食べられる野草や木の実、そして虫よけのハーブなど。郊こう外がいにある薙野の家はやぶ蚊などが多いのだが、虫よけハーブを置くだけでそれが防げる。他にも水がめに入れておくと水が傷まないハーブもあるらしい。

「フレアが野草に詳しくて助かるよ」

「森で暮らしたこともありましたから」

　正直、フレアの存在はかなり助かっていた。街の構造や生活風習など、フレアから教えられることは多々あった。

「これはなんの草？」

　薙なぎ野のはフレアの髪を縛しばる植物に触れた。

「ただの植物の蔓つるです。空気中から水を吸収するので、水をやらなくても枯れないんです」

　フレアは恥ずかしそうに髪を押さえた。髪止めを買えないから自然素材を利用しているのだと考え、薙野は自分を恥じた。金がないのでフレアの服装は粗末なままだ。ボロ布に紐ひもを通しただけの服に使い古しのサンダル。この世界でも金がいる。どうにかして稼がなければ……。

「あ、ウサギ！」

　いきなりフレアが走りだした。ウサギは飛び跳ねながら逃げている。薙野はフレアを見失ってしまった。この草原の草はフレアよりも背が高いのだ。

「おい、フレア」

　薙野は藪やぶを搔かき分わけてフレアを探す。時折、ガサガサと草が動いており、そちらへと向かった。フレアを見つけたのは森の中だった。

「捕まえた？」

「いえ、穴に逃げ込まれて……」

　フレアは木の下の穴に手を突っ込んでいる。

　薙野はフレアから目を逸そらした。布の服は丈が短いため、フレアの下着が露あらわになっている。他種族でいて子供のフレアに妙な視線を向けることはないが、それでも女の子の下着を見るのは罪悪感がある。ふと思った。フレアは何歳なのだろう。種族によって寿命が違うとしたら、意外にフレアが妙みよう齢れいである可能性もあった。子供だと思って同居していたが、ハーフはすべて子供のような体形をしているではないか。

「なあフレア、ウサギは諦あきらめよう」

「残念です」

　ウサギを諦め立ち上がったフレアは、薙野の視線に気づいて首を傾かしげる。

「ん、なんでしょう？」

　年齢を聞こうとして薙野はやめた。知らないほうが幸せな情報は存在する。

「ナギ様」と、フレアが薙野の手を握にぎった。

「ど、どうした？」

「逃げます！」

　フレアがいきなり走った。ほぼ同時に、森の木の上から何者かが飛び降りてくる。

「なんだ？」

　驚きながらも薙野は走る。

「ゴブリンです！」

　がさがさと木々の葉が騒ざわめいている。森に身を隠しながらも何かが追いかけてくる。

「森の外へ逃げます」

　薙なぎ野のはフレアと必死に走った。のんきに野草探しをしていた自分を呪のろった。ここは異世界なのだ。ピクニックに来ているわけではなかった。

　薙野は走りながら振り返ってしまった。棍こん棒ぼうを持った緑色のモンスターたちが視界に入り動どう揺ようする。もつれた足が木の根に引っかかり薙野は転んだ。

　慌ててフレアが駆かけ寄るが、棍棒を振り上げたゴブリンはすぐそこだ。

　薙野は頭を抱えて突っ伏す。あんな棍棒で殴られたら──ずしんと鈍にぶい音がした。

　見えたのは吹っ飛ばされるゴブリンの姿だった。フレアに抱き起こされ、薙野は目を見張る。ゴブリンを弾はじき飛とばしたのは盾を持ったエオリアだった。

「陣形を！」

　さらにアイカたち四人の姿も見えた。

　薙野が呆ぼう然ぜんとする中で戦いが始まった。アイカたちはお互いの死角を消すように並び、襲おそってくるゴブリンに剣を振るう。一人が攻撃を受け止める瞬間に、他が回り込んで攻撃するというコンビネーションプレイだった。

　目を見張ったのはエオリアの動きだった。あまりに異常な速度だ。盾が青白く発光しているのが見えた。──魔法だ。彼女は魔法を使って身体能力を向上させている。エオリアは単独でゴブリンに突っ込み、剣を一いつ閃せんさせる。血しぶきが舞い、ゴブリンの頭部がごろんと転がった。

「うわああ……」

　薙野はフレアに抱きつきながらへたり込んでいた。コロッセオでの戦いは安全圏から観みる単なるショーだった。しかし目の前の光景は、自らの生死が関係する殺し合いだ。映画でもゲームでもない、殺すか殺されるかのシンプルな状況。

　いつも穏やかな笑みを浮かべているアイカも別人だった。猫のような身のこなしで、ゴブリンの棍棒をかわす。アイカの体が回転しふわりとスカートが舞う。その瞬間にはゴブリンに一撃を撃ち込んでいた。地面に倒れたゴブリンに、容よう赦しやなくとどめの一撃、さらにもう一度剣を突き立てる。あまりに激しい攻撃にアイカの持つ長剣がバキンと音を立てて折れた。

　彼女は折れた剣を投げ捨てると、いつも腰に下げていたミドルソードを抜き、その剣をそばの木に突き立てる。それは木ではなく、森に擬ぎ態たいしたゴブリンだったことに薙野は遅れて気づいた。緑の葉をまとったゴブリンが崩くずれ落おちた。

　戦況は一瞬でアイカ側に傾いた。パニックになったゴブリンは森の中に逃げていく。

「追わないで」

　アイカが剣を構えたまま他の三人に言う。

　薙野は恐る恐る立ち上がって息を吞のむ。背後で傷ついたゴブリンが立ち上がり、棍棒を振り上げた。──と、次の瞬間ゴブリンの首が飛んだ。

　木に円盤が突き刺ささっている。エオリアが自らの盾をフリスビーのように投げたのだ。

「…………」

　しばらく様子を窺うかがったが、他に動いているゴブリンはいない。

「怪け我がはない？」

　安あん堵どした様子のアイカが薙なぎ野のに手を伸ばした。

　薙野はアイカの手を握にぎって立ち上がる。返り血を浴びた彼女を見て、薙野は別の世界に来ているのだと再確認する。それでも血に汚れた彼女の姿は美しくも思えた。これが、この世界の彼女の姿なのだ。

「ん、何？」

「あ、いや、助けられたよ。ありがとう」

「いいよ、そんなの。あっ……」

　未いまだに手を握られていることに気づいたアイカは、恥ずかしそうにそっと手を放した。

「ここで、何をしていたの？」

　盾を回収したエオリアが冷たい視線を向けた。

「ここは誰もが入っていい森の採集場所ですから」

　むっとした様子でフレアが返答する。

「気をつけたほうがいいですよ。最近は人間サイドの森に出没しているらしいです」

　シルビアは体についた血を拭ぬぐいながらゴブリンの死体を確認している。仲間がゴブリンの角つのを切り落としているのは、ギルドへと持っていき報酬を得るためだろう。

「それにしてもゴブリンはこんなにも狂暴なのか」

「本当は大人しい種族なんだけどね」

　アイカが言う。大人しい種族なのに、何な故ぜ襲おそってきたのだろうか。

「人間サイドの森って、境界線みたいなのがあるんだっけ？」

「一応協定があるからね。こっち側には入ってこないって。協定自体は十年以上前に結ばれたらしいのだけど」

「ゴブリンと？」

「森とよ」

　意味がわからず薙野は首を傾かしげる。

「言葉を話す神木と協定を結んだの」

　森で一番力を持った存在は植物であり、その頂点に立つのが神木といわれる存在らしい。そして神木同士でもテリトリーが決まっており対立もある。ゴブリンなどは神木と共存して森で暮らしているようだ。

　薙野は死んだゴブリンを観察する。たとえるなら大きな蝙こう蝠もりのような感じだ。武器は木を削った棍こん棒ぼう。その程度を作る知能はあるということだ。草で作ったような服と帽ぼう子しは森の中での迷彩の役目なのだろう。

　対してアイカたち四人は赤いカラーの戦闘服姿だ。金属プレートは動きやすいように最小限にとどめ、スカートと膝ひざ上うえまでのソックス、赤く塗ぬった革のブーツといった装備だ。












「四人は衣装をそろえてるんだね」

　カラーは同じだが、微妙にデザインは変えている。四人の中で一番身長の高いベロニカは重装備で、対して小こ柄がらなリリスは軽装だ。

「同士討ちが一番危険だから赤にしたの。この前なくしたけど、シルビアがまた作ってくれたんだ」

　アイカがくるっと回って、新調した鎧よろいをアピールした。

「スカートになってるんだ。なんか理由はあるの？」

「だって、そっちのほうが可愛かわいいでしょ」

「可愛いとかの理由なんだ」

「そうよ。男なんかは軽装ほど勇ゆう敢かんだみたいなノリがあるけど、女の子はできるだけ可愛い格好をするの」

　この世界では戦闘が生活と共にある。だからこそ戦闘服もファッションの一部となっており、文化として根づいているのだろう。

「こんなのを自作するなんて、シルビアは器用なんだな」

「私の生まれた街は、武器と防具を作ってましたからね。興味があるなら、なんでも聞いてください」

「ふーん、こことかどうなってるんだ？」薙なぎ野のはシルビアの鎧を指さした。

「この隙すき間まにプレートを差し込めるようになってます」

「なるほど……この裏は？」

「綿を入れてます、ほら」

　シルビアはいちいち説明して見せてくれる。

「……じゃあ、この中はどうなってるの？」

　薙なぎ野のがシルビアのスカートを指さすと、横でにこにこと笑っていたアイカが「ん？」っと表情を変えた。そのまま他のメンバーの二人とひそひそ話してから向き直る。

「外国の人だから一回だけは見逃してあげる。次はないからね」

　シルビア以外の三人は冷めた視線を向けている。

「いや、アイカとシルビアの反応は、どっちがスタンダードなのかなって思って……」

「シルビアは戦闘の街から来たから、そっち系には疎うといの。でも、調子に乗ったら斬きられるからね」

　アイカが眉まゆ根ねを寄せて忠告する。やはり、そういう文化は元の国と同じなのか……。シルビアの反応が薄いので、もしかしたらそういった羞しゆう恥ち心しんがない文化なのかと思い、つい魔まが差してしまった。

「あの、アイカさんたちは、ここで何をしてたんです？」

　不穏な空気を察したフレアが口を挟んだ。

「エオリアと一緒にゴブリン狩りをしていたの。さっきは人間側に出現したゴブリンを追い回してたのよ」

「じゃあ、もしかしたらゴブリンはそれから逃げてたんじゃないのか？」

　薙野はちらっとエオリアを見た。冷静に考えると何かがおかしかった。薙野やフレアを襲おそうメリットはゴブリンにはない。ゴブリンがただ逃げだしていたのだとすれば……。

「あの集団は森の奥から来ていたわ。私たちが追っていたゴブリンとは違う」

　エオリアは首を振る。

「ナギノはしばらく来ないほうがいいよ。ゴブリンの動きがおかしいし」

　それはずっとアイカたちが言っていたことだった。街の外でのモンスターの異変だ。

「アイカ、まだ生きてる」

　仲間のベロニカがアイカを呼ぶ。見ると木の下で瀕ひん死しのゴブリンが倒れていた。

「……何か言いたいんじゃないのか？」

　ゴブリンに近づこうとすると、シルビアがそれを制した。

「ゴブリンにそんな知能はありません。単なる粗暴なモンスターです。森から殲せん滅めつしないといけません」

「殲滅する計画があるのかい？」

　そんなことをして森のバランスが崩くずれないだろうか。たとえば世界からダニが消えれば、すべての森が消滅するとされている。どんな生物も必要だから存在しているのだ。

「すべてのゴブリンを倒すのは不可能よ」アイカが言う。「このエリアの森は整備されてるからいいけど、森はゴブリンのテリトリーだからね。姿を探しているうちに殺される。森の中では最強のモンスターなの。森でゴブリンを倒せるのはゴブリンだけ、と、言われているほど」

　そんなゴブリンが何な故ぜ、人間の森や森の外に出てくるのだろうか。

「何か俺にできることがあれば……」

「必要ないわ」

　薙なぎ野のの言葉を遮さえぎったのはエオリアだった。

「あなたは剣も魔法も使えないのだから」

　先ほどの戦いで腰を抜かしていただけの薙野には、何も反論できなかった。

　すぐそばではフレアが瀕ひん死しのゴブリンの前に立っている。彼女は死ぬ間際に呻うめくゴブリンをじっと見つめている。苦し気な表情は、まるで何かを訴えているような……。

「楽にしてあげよう」

　アイカが心臓に剣を突き立てた。
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　ギルドは騒然としていた。街からの依頼がギルドに出現し、剣士たちが活気づいている。依頼内容は森ゴブリン討とう伐ばつだ。

「街の依頼だけあって、金払いがいいな」

　個人ではなく街の依頼なので相場の三倍はある。よって、ギルドに集う剣士たちはその依頼を狙ねらい、個人の依頼は隅に追いやられている。

「ゴブリン討伐は私たちにはどうにもできませんね。協定も破られ、しばらく混乱が続きそうです」

　フレアが溜ため息いきを吐ついているが、薙野は反対のことを考えていた。協定が破られたということは、これまでは結んでいたということだ。戦う以外に解決方法はないのだろうか。

「もっとゴブリンのことについて知りたいところだな」

　薙野はふと壁かべの依頼に目を留めた。中古武器の在庫の処分の依頼だ。戦いが始まって、武器の需じゆ要ようは高まっているのではないだろうか。

　薙野はしばらく考えて、ギルドのカウンターでその依頼主について聞いた。

「依頼を受けるんですか？」

「情報収集を兼ねて、ちょっと思うことがあるんだ」

　薙野はフレアと共に街の中古武器屋に向かう。途中武器屋を見かけたが、やはり冒険者たちでにぎわっている。

「ゴブリン狩りはおいしい依頼ですからね」

「どうして？」

「森の奥で戦わない限り確実に勝てますから。相手の武器といったら棍こん棒ぼう程度、体も人間より小さく非力です」

　それでもゴブリンの集団が街を襲おそったら大混乱になるだろう。それを恐れて、街が積極的に依頼を出しているのだ。

　目当ての中古武器屋を見つけたが、店内は閑かん散さんとしていた。乱雑に剣や槍やりなどが置かれており、店の奥で老人が本を読んでいた。しばらく店内を見ていると、「武器が必要かい？」と、声をかけてきた。

「依頼を見て」と返すと、しばらくして店主は思い出したように手を叩たたいた。

「ああ、藁わらにも縋すがる思いで依頼したやつか」

「ゴブリン狩りが流は行やっているのに、こんな感じですか」

「冒険者が欲しがるのは新しい武器だからねえ……」

　詳しく聞くと、平和ゆえに武器の必要がないが、ドワーフなどとの交流を維持しているために、高品質の武器が街に流入してくる。よって、安価で新しい武器が手に入るのだ。さらに武器にも流行があり、この店の中古の武器は見向きもされないようだ。

「品質はいいんだがねえ」

　店主は寂しげに言う。確かにここにある武器は、戦いを潜くぐり抜ぬけた信頼あるブランドであるともいえる。

「最近の武器は、宝石を埋め込んだり奇抜なデザインにしたりと、実戦向きじゃないのばかりが作られている」

　なげかわしいとばかりに店主が溜ため息いきを吐ついている。確かにアイカたちもファッション重視の剣を持ち歩いていた。

「たとえば、森で使うにはどんな武器が？」

「長い槍や剣は使えないから、ショートソードになるかねえ」

　店主が指さす店の一角には、乱雑にショートソードが積み上げられている。他にも体の一部をガードするプレートなども大量に余っている。これは売るよりも融とかして別の武器を作ったほうが効率的だろう。

「ゴブリンについて何か知ってます？」

　聞かれた店主は顎あごひげを触りながら、過去の記憶を口にする。

「あの時もじじいだったから、戦争には参加していないんだが……」

　オークに支配されたゴブリンが、人間の街を襲ってきたことがあったようだ。

「あのオーク戦争後、ゴブリンは二つの種族に分かれたのだよ」

　戦争で人間が勝利しゴブリンは森に帰った。ただ、この街を境に二つの森へと分かれたようだ。現在は一本角づののゴブリンと二本角のゴブリンの二種類がいる。

　基本的にその角と引き換えに報酬を受け取るのだが、二本角を狩れば二倍もらえるということだ。ただし二本角のゴブリンのほうが強いらしい。

「なるほど、ゴブリンは二種類いるのか……」

　もしかしたら、この混乱は薙なぎ野のの予想したものである可能性がある。

「それで、この在庫はなんとかなるのかい？」

　店主に聞かれ薙なぎ野のは考える。

「何かアピールポイントがあればいいんですが」

「この防具なんて頑丈なんだがな。すでに持ち主が四人も死んでるのに、このとおり鎧よろいは残ってる」

　……なんて不吉なんだ。薙野は首を振り「もう少し時間をください」と、フレアと共に店を出た。

「何か作戦があるのでしょうか？」

　後ろに手を組みながらフレアが歩いている。

「方法はあるかもしれないけど、どうだろう……」

「無理にやる必要はありませんよ。私は今の生活のままで十分です。それに、心配しなくても大丈夫です。ゴブリンは人間を襲おそいに森を出ているわけじゃありませんから」

「ん、なんでわかる？」

「あの瀕ひん死しのゴブリンが、言ってました」

「なんだって？」

　薙野は目を丸くしてフレアを向く。その時、騒然としている路地の一角が目に入った。荷車から負傷者が建物に運び込まれていく。

「あそこは治療所です」

「あんなに負傷者が……あ！」

　見覚えのある顔があった。治療所に走り込んでいった彼女はシルビアだった。







　バタンと扉とびらを開くと、部屋のベッドにアイカが横になっていた。

　ゴブリンとの戦いで怪け我がを負い、アイカはこの治療所に運び込まれたのだ。

「……大したことないよ。だからそんな顔しないで」

　ベッドに横たわるアイカが笑う。シンプルな部屋にはベッドが一つ、脇のテーブルには薬草を煎せんじたお茶が置かれている。

「深追いしすぎちゃったの。それで、ゴブリンの領域に入っちゃった」

　アイカの左腕に包帯が巻かれている。ゴブリンの棍こん棒ぼうの一撃を受け骨折したらしい。

　聞くところによると、冒険者たちで編成された討とう伐ばつチームが、ゴブリンを森の中まで追撃してしまったようだ。そこで反撃を受け冒険者たちに被害が出た。

「仲間の三人が助けてくれたから」

　死者も出た中、骨折ですんだのは幸運だった。このようなトラブルがあるから、冒険者たちはチームを組んでいるのだ。

「そもそもゴブリンを狩る必要はあるのか？」

「ゴブリンは人間の領域を侵している。放ほうっておいたらこの街まで来るかも。街には武器を持たない子供や老人だっているのに」

「でも、死んだら元も子もないっていうか」

「私が街を守らなきゃいけないの」

　アイカの表情は強い決意を感じさせた。

「私が育ったこの街を守りたい」

「とにかく怪け我がを治さないと」

　この世界で初めてできた友人を失いたくはなかった。ゴブリンを殺すということは、殺される可能性もあるのだ。あのゴブリンの死体がアイカだったら……。そんな思考を必死で振り払う。それでも血まみれのアイカのイメージが頭を離れない。

「片手でも剣を使えるから、すぐに復帰しようと思って──」

「馬鹿！」

　薙なぎ野のの怒声にアイカは固まる。そしてぎこちなく笑みを作ると、ベットの脇に置かれたリンゴを手に取った。

「な、なんで怒ってるの？　ほら、リンゴあげる。おいしいよ」

「リンゴはいらない。いいか、まずその怪我を治すんだ」

　アイカはリンゴを握にぎったまま大きな目をぱちくりとさせ、ぽろぽろと涙を流した。

「あー、泣かせちゃいました！」

　フレアが薙野を非難する。

　唇を嚙かむアイカの体が震え、手からリンゴが転がり落ちた。

「あんな大声出すことないですよね」

　フレアがハンカチを差し出す横で、薙野は気まずく突っ立っていた。

「頭を撫なでてあげてください」

　シルビアがいつの間にか部屋に入ってきていた。

「ごめん、ちょっと大きな声を出しすぎちゃった」

　薙野がアイカの頭を撫でようとすると、彼女はその手を振り払ってタオルケットを頭からかぶった。

「……許さん」

　タオルケットの中から、ふてくされた声が聞こえた。

「そろそろ着替えさせて寝かせます」

　シルビアに言われ、薙野はフレアと出口に向かう。

「アイカのことを心配してただけなんだ。この街での初めての友達だったから」

　出る間際に声をかけると、タオルケットがピクリと動いた。

　治療所の廊下を歩いていると、シルビアが「ナギノさん」と、追ってきた。

「アイカはオーク戦争で父親を失っているのです」

　シルビアはアイカの過去を説明した。父親はアイカが生まれる前に戦争で死んだらしい。その後、戦争が終わってから、母親はこの土地を立ち去った。アイカは叔母の家で育てられ、現在は寄宿舎で生活している。

　この街はアイカにとって呪のろわれた場所ともいえるが、彼女は受け入れた。自分を育て、父や母の思い出の残る場所として大切にしている。彼女にとってこの街は両親の代だい替たいなのだ。だからこそ、この街を守ることに必死になっている。

「そしてそれは私も同じです。戦争で親を失いこの街に来たんです。ですからアイカも私も街を守るためなら、たとえ傷ついても剣を持って戦うのです」

　この異世界で初めてできた友人が傷つくのを見たくなかった。運が悪ければゴブリンに殺されることだってある。そんな世界で薙なぎ野のにできることはないものか。女の子ひとり守れないようでは、どの世界でも生きている価値がない。アイカが街を守りたいように、自分も彼女を守ってやりたい。

「だったら俺がなんとかする」

　薙野はシルビアの目を見つめた。剣が使えなくとも助けたい。そのためにはなんだってしてやる。たとえ汚いやり方でも──。
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　次の日、薙野は街の外の森の近くに足を運んでいた。ゴブリンの問題を解決するためには、もう少しゴブリンという存在を知る必要があると思ったからだ。しかし、思った以上の凄せい惨さんな光景に少しだけ後悔する。

　森の中は大量のゴブリンの死体が転がっている。首が切り取られた死体、獣の類たぐいに食べられ荒らされたもの、植物の蔓つるに絡まれた死体と様々だった。

「あれは人食い植物です」

　ゴブリンに絡んだ蔓をフレアが指さす。彼女は薙野の金にもならないこの行動を許容してくれていた。

「そんなのが本当にあるのか」

「といっても、動物の死体を養分にするだけの穏やかな植物ですけど」

「こんなときこそ、コロッセオとかの剣闘士たちが出向くべきじゃないのか？」

　戦闘のプロが先頭に立つべきだと思うのだが。

「長い剣は森で使いにくいですから。平原に出たゴブリンを追うにしても、あの重い鎧よろいは邪魔になります。つまりコロッセオの武装は、コロッセオでしか使えないのです」

「街の人間は危機感がないよな」

　コロッセオは普段どおりに開催され、市場もいつもの賑にぎわいだ。しかし、街から出ればこのような光景がある。

「たかがゴブリン、ですから。それにこの街は戦争において防衛の最前線でしたが、戦争を経験した人間はこの街から離れています。ほとんどは移住してきた人間なのです」

「たかがゴブリンか」

　ゴブリンの異変が、別のモンスターの異変に繫つながっている可能性もある。薙野はあの壊された遺跡のことを思い出した。あれに何の意味があるかはわからない。しかし、王都の調査隊たちが何かを隠していることだけはわかる。

「冒険者が連れん携けいすればいいんだけどな」

　冒険者同士でゴブリン討とう伐ばつをすれば、数で圧倒できるはずだ。

「冒険者同士はライバルのようなものですからね。軍隊とは違います」

　フレアの言うとおりだった。利益を食い合う者同士なのだ。

「何をしてる！」

　声に振り返ると、四人の武装した男が剣を向けていた。

「様子を見に来ただけだ」

　薙なぎ野のは交戦の意思がないことをアピールする。ここは戦場だ。冒険者たちがピリピリしているのは仕方がない。

「奴ど隷れいを連れて死体漁あさりか？」

「彼女は奴隷じゃない」薙野は冒険者の男たちと向かい合う。「俺たちはゴブリンと戦うだけじゃなく、ゴブリンを調べようとここに──」

　言い終わらないうちに、森の中から爆ばく竹ちくが爆はぜたような音が響いた。

「出たぞ！」

　四人の冒険者が音源へと走っていく。

「ゴブリン出現の合図です」

　薙野は迷ったが、冒険者を追って走る。冒険者を呼び集めるということは、ゴブリン討伐の利益が減るということだ。それでもあの音を鳴らした理由は、戦況が不利であるからに違いない。

　すぐに冒険者を見失ったがフレアが足跡を追つい跡せきする。しばらく走ると、剣と棍こん棒ぼうが交こう錯さくする戦闘の音が聞こえた。

「ああ……」

　薙野は激しい戦闘を前に立ちすくむ。足場と見通しの悪い森の中での戦いは凄すさまじかった。猿のように木々を飛び移りながら人間を翻ほん弄ろうするゴブリン。それでも体格と武器の利は人間側にあり、ゴブリンは次々に斬きられていく。逃げるゴブリンを追うが、待ち伏せしたゴブリンが冒険者の頭に棍棒を振り下ろす……。

　周辺はゴブリンの金切り声と血が飛び散り混乱している。

「あ、あそこを」

　フレアが何かに気づいた。視線の先を見ると、そこにはエオリアたちがいた。怪け我がしたアイカを除く三人のメンバーもいる。

「危ない！」

　薙野はつい叫んでしまう。彼女たちの頭上からゴブリンが襲おそい掛かかる──。







「ありがとうございます」と、シルビアがお礼を言った。

「このくらいしかできないけど、街までは歩けると思う」

　包帯を持っていたので、足を怪け我がしたシルビアにテーピングを施ほどこした。周囲の冒険者たちも怪我をしており、応急処置をして早々に立ち去っていく。ゴブリンの追撃を恐れているようだ。対してエオリアは落ち着き払っている。自分の強さに自信をもっているのだろう。

「ゴブリンと戦う以外に方法はないのか？」

「知能のないゴブリンは排除するしかありません」

　知能がないわけではない。棍こん棒ぼうなどの武器も扱え、草で作った帽ぼう子しや服も着ている。粗暴で不潔なモンスターかもしれないが、戦う以外のコミュニケーションはないものか。

「結局戦うの。どのような理由があるにしろ、戦いが早いか遅いかの違いだけ」

　エオリアが血を拭ぬぐった剣を鞘さやにしまった。

「たとえば、ゴブリンがどうして人間のエリアに出てくるか。その理由を見つけて、対処するとか」

「それは剣を持たない人間の意見だわ。理屈だけを言って結局戦いは他人任せ。いつでも戦い傷つくのは剣士たち」

　薙なぎ野のは言葉に詰まった。しかしここで食い下がらないわけにはいかなかった。

「では、なんで本当の理由を話さない？」

　エオリアがこちらを向いた。

「俺はこの国のことを何も知らないけど、王都が何かを隠していることはわかる。いつでもそうだ。密室で会議が行われ、傷つくのは末端の兵隊だった」

　それは薙野の世界の歴史が物語っている。

「遺跡が関係してるのか？　未いまだに調査隊が帰らないのはそれが理由だ」

「あなたには関係ない」

「関係あるね。短い期間だとしても俺はこの街の人間だ。そしてアイカたちを友人だと思っている」

　チームのメンバー三人が顔を見合わせている。

「何が起ころうとも王都には魔法があるから問題ないわ。神聖なる魔法のすべては王都が管理して、平和のためにすべての悪を打ち倒す」

　この世界で魔法は莫ばく大だいな力を持っているようだ。王都の力が絶対なのは、その魔法という要素にある。そしてエオリアは魔法に絶対的な服従を誓っている。

「だったら、魔法というシステムを公開したらどうだ？」

「なんですって？」

　エオリアの目が冷たく光る。

「王都が魔法を管理してるのは独占したいがためじゃないか？　俺の国では魔法はなかったけど、そういった利権は存在する。独占することで利益をかき集める」

「取り消しなさい。魔法はあなたが考えるよりも神聖なものよ」

　エオリアの髪がゆらゆらと揺ゆれている。

「王都は何かを隠している。たとえば二十年ほど前に始まったとされる戦争。俺は少し調べてみたが、知っている人間は少なかった。そして俺は思った。王都が恣し意い的てきに戦争後にこの街から移動させたのではと」

「これ以上侮ぶ辱じよくするのなら……」

　髪を揺らめかせながらエオリアが剣に手をかける。薙なぎ野のはエオリアの表情に背筋を凍らせたが、ここまで来たら引き返せない。

「暴力で解決するのが王都流なのか？　剣も魔法も使えない無抵抗の人間を、力で従わせるんだ？　エルフはディベートとかしないの？」

　エオリアがぐっと唇を嚙かむ。

「そのへんにしておいたほうが……」

　シルビアが薙野の横っ腹を突っついたが続ける。

「お前たち王都には歴史も魔法も公開する義務がある。一部の人間とエルフが魔法利権で手を繫つなぎ、その歪ゆがみをこの街に押しつけた──」

　びゅんと薙野の顔をかすめて何かが飛んだ。どすっという音に振り返ると、大木の幹に盾が突き刺ささっていた。エオリアが盾をぶん投げたのだ。

「手が滑ってしまったわ」

　薙野が「わわっ」と固まる横で、フレアは怒っていた。

「力で威い嚇かくするとは、エルフらしいですね」

「この程度の間違いを責めるのなら、このような戦地に顔を出さないほうがいいのでは？　剣も使えない人間が解決できない問題だわ」

　薙野は怒るフレアを抑えながら続ける。

「俺なら──『攻略サイト』なら解決できる」

「あなたがいた国は相当に平和だったようね」

　エオリアの言葉に、薙野は皮肉げに笑った。

「この世界と比べ物にならないぐらいの戦争があったさ」

　エオリアはゴブリンの死体を避さけながら、盾の刺さる木に歩いていく。盾を引き抜いてから彼女は薙野と向かい合った。

「わかったわ。では私がその『攻略サイト』に問題解決を依頼する」
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　薄暗く不衛生な空間は、異い臭しゆうに混じって死が漂ただよっている。

「大丈夫？」

　フレアが真っ青な顔をしているので背中をさすってやる。

「平気です」

　薙なぎ野のはコロシアムの倉庫に来ていた。この場所はコロッセオで使われるモンスターの保管場所だ。すでに死を受け入れているのか、ほとんどのモンスターは静かにしている。

「やはり多いな」

　小型の鉄製の檻おりが大量にあり、ほとんどにゴブリンが押し込められている。供給があるため、コロッセオの演目もゴブリンが多用されているようだ。

「この中にいるか？」

「……調べてみます」

　フレアは檻のゴブリンに近づいていく。できれば来たくなかった場所だった。未いまだにフレアはコロッセオのトラウマが回復していない。しかし、生きたゴブリンと接触できる場所はここしかなかった。

　フレアがゴブリンを調べているが時間がかかっている。

「おい」

　声に振り向くと、奴ど隷れい商人の男が立っていた。男は薙野を見てにやっと笑った。

「お前のおかげで順調だ」

「それはよかったな」

　倍率計算を無償で手伝っており、彼との関係は最低限だが維持していた。名前はヴォルグといい、奴隷の売買の他、コロッセオのイベンター、バルの経営など、金を稼ぐことなら幅広く手を広げている人間なのだ。












「だが、俺の真ま似ねをする連中が現れて稼ぎが減ってる。汚ねえ連中だ」

　もともと薙なぎ野ののブックメーカーを真似したことを忘れているようだ。

「それは仕方ない。独占するなら、最初からルール作りをするしかない。たとえばコロッセオのようなイベントを独自に立ち上げるとか」

「何かいい話はあるのか？」

「いくつか目をつけているのはある。でもこの仕事が終わってからだ」

「それを信じて、今回は手を貸してやる」

　ヴォルグを介して頼んだのは、ゴブリンの買い取りだった。

「いいか、特別に許可してやってやるから慎重にやれよ」

　勿もつ体たいをつけて言うヴォルグに薙野は金を握にぎらせた。エオリアから仕事依頼の前金をもらっているので資金はあった。

「……フレア？」

　ヴォルグが出ていったのを確認してから声をかける。

「いました」

　フレアは小さな檻おりの前で立ち止まっている。檻の中にいるのは小さなゴブリンだ。足に怪け我がをしており怯おびえている。

「ちょっとなまりがありますが、なんとか簡単な言葉なら。恐怖とか災いとか……やはり戦いから逃げてきたようです」

　フレアはゴブリンとコミュニケーションを取っている。森で暮らしたことのあるフレアは、ゴブリンの言語を少しだけ知っていたのだ。

「複雑な会話は無理です」

　ゴブリンにも言語があったのだ。神木を介したとはいえ、協定が結ばれていたならば言語は必須だ。

「よし、じゃあこれを持っていこう」

　薙野はそばにいた奴ど隷れいのハーフたちに頼んで、ゴブリンを箱に移し替えてもらう。昔の仲間に会ったフレアが「私だけ、ごめん」と、謝っている光景があった。薙野はそれから視線を逸そらし、その箱をコロッセオから運び出す。

　コロッセオの外で台車を借りて、今度はあの中古武器屋に向かう。

「とりあえず、この金で買えるだけ」

　薙野は中古の小型の剣や鎧よろいなどを購入した。

「これだけでも、ありがたいな」

　店主がお礼を言うが、少しばかり買ったところで山積みの在庫は減っていない。

「うまくいけば、順調にさばけますよ」

　薙野は武器を台車に積んで武器屋を後にする。向かったのは街の外だった。

　今度はアイカを除くシルビアたち三人と合流する。彼女たちには金を払って護ご衛えいと荷物を運んでもらう手はずになっている。

「ゴブリンと人間の森の境界線あたり、ですか」

　シルビアたちは中古の武器が入った革袋を運ぶ。

「詳しい事情は聞かないでくれ」

　薙なぎ野のはゴブリンの入った箱を背負いながら森を歩く。

「ゴブリンを探せっていう依頼は困難だけど、避さけて歩けというのは簡単よね」

「狂暴になったっていっても、あっちからは襲おそってこないような……」

「でも、冒険者に死人も出ているから、街側も引けない」

　彼女たちもゴブリン襲しゆう撃げきに疑問を感じているようだった。

「そろそろ境界線です」

　シルビアが立ち止まる。けもの道が途切れ、先はうっそうと茂る植物で見通しが悪い。このようなジャングルでゴブリンと戦えば、人間は手も足も出ないだろう。

「じゃあ、ここに荷物を置いて」

　武器を置いてから葉っぱなどで隠しておく。シルビアは薙野の目的を薄々ながら感づいている様子があった。

「私は、ナギノさんを信じますから」

　シルビアはそう言って作業を続ける。

　フレアが「そっちはどうします？」と薙野に耳打ちする。

「このまま置いていこう。後に仲間が助けに来るだろうし、そのほうが都合がいい」

　薙野はゴブリンの入った箱をその場に置く。

「あとは、どう転がるかだ」
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　それから一週間後、ゴブリンの襲撃はなくなった。

　人間の領域に出てくるゴブリンの数はがくんと減り、街からのゴブリン討とう伐ばつの依頼もなくなった。だが『ゴブリンの捕獲』という依頼は残り続けていた。また、誰も気にしていなかったが、壁かべの隅に貼はられていた『中古武器の在庫の処理』の依頼は剝はがされていた。




　薙野とフレアは相変わらず森に武器を運んでいた。

　いつもの場所にたどり着くと、無造作に置かれた葉をどかす。そこには木片や妙な色の草などが置いてある。

「香木と薬草ですね。森の奥地でしか手に入らず、街で高値で取引されているものです」

　フレアが興奮気味に言う。木片を鼻に当ててみるとトイレの芳香剤のような香りがした。

「へえ、こんなのがね」

　薙野はそれらを無造作に布袋にしまうと、代わりに持ってきた中古の武器をそこに置く。剣の他にも扱いやすく短くした槍やり、小さな盾など。そして葉っぱなどでそれを隠す。そんな作業をしていると、フレアがはっと振り返った。

「そういうことだったのね」

　背後にエオリアが立っていた。気づかなかったが森の外からつけてきたようだ。

「醜悪なゴブリンと通じていた」

　鋭い視線で薙なぎ野のを睨にらむ。

「違います！」

　叫ぶフレアを制して薙野はエオリアと向かい合った。

「醜悪だとか知能が低いだとか、そんな曲がった常識があるから戦うしかなかった。でも、俺は別の方法を見つけ出した」

「それがこの取引？」

「そうだ。ゴブリンは人間を襲おそいに森から出てきたんじゃなかった。逃げてきていたんだ」

　ゴブリンは一本角づのと二本角の二つの群れがいる。だが、何らかの理由で戦いが始まった。そして劣勢になった一本角のゴブリンの群れが人間の領域に逃げてきたのだ。それを襲いに来たと勘違いした人間が撃げき退たいする。

　両サイドから追い詰められたゴブリンは戦うしかなかった。追い詰められたネズミが思わぬ力を発揮するように、戦闘には向かないゴブリンも人間に牙きばをむいた。

「何な故ぜ、それを言わなかったの？」

「言っても信じなかっただろう。信じてもらえたとしても根本的な問題は解決しない。ゴブリンを排除しようとの結論は動かない」

　薙野が取った行動は、人間の森にまで逃げてきたゴブリンの群れに力を与えることだ。もともと戦闘に不向きな種族であるゴブリンは棍こん棒ぼう程度の武器しか持っていない。そこで、中古武器を横流しした。

　弱い群れはそれによって戦線を押し返した。人間にとっては中古でも、ゴブリンにとっては最新鋭の兵器なのだ。その証拠に、ここ最近は人間の領域にゴブリンはほとんど出現していない。

　武器を購入し続ける資金は、ゴブリンとのトレードだった。語ご彙いの少ないゴブリンの言語にトレードを意味するものがあったのは幸いだった。彼らは武器を取っていったあと、森で採れた希少な薬草などを置いて帰るようになった。薙野はそれらを売って、中古の武器を仕入れるという繰り返しだった。

「片方の群れに力を与えたら、同じことの繰り返しになるのでは？」

　今度はもう片方の群れが森から逃げてくるのではと危き惧ぐしているのだ。

「もう逃げてきていた。そしてコミュニケーションを取れるゴブリンと接触を果たした」

　余った資金でゴブリンの捕獲をギルドに依頼したのだ。そしてフレアとコミュニケーションを取れた二本角のゴブリンをすでに森に返してある。

「二つの群れに武器を流しているということ？」

「ああ」

　これは戦力の調整だ。ゴブリンの捕獲を継続し、捕獲数の多いゴブリンに多くの武器を流す。そして群れ同士で激しい戦いが起これば、ゴブリン自体の総数も減っていくはずだ。

「そうすればアイカのような犠ぎ牲せい者は出なくてすむ」

　しかし、ほんとうにこれでよかったのか。目の前の女の子を助けたいがために、取り返しのつかないことをしてしまったのでは、という恐れはずっと背後にあった。

　そして目の前のエルフは、はっきりと判決を下した。

「間違ってる。あなたはゴブリンに武器を与え、大きな災いの火種を残したの。自らの利益のために」

「違う！　ナギ様は──」

「いいんだ」薙なぎ野のはフレアに首を振った。「確かにそんな行動だ。俺の世界でも最も汚いやり方なんだ」

　薙野は元いた世界の歴史を思い出す。戦争の勝者は、戦争に参加せず武器を売りつけ利益を上げた国だ。たとえばイランイラク戦争では、血を流して戦う二国の背後に死の商人と呼ばれる国が存在した。

「それでも剣も魔法も使えない俺が選んだ方法がこれだ」

　薙野の言葉に、エオリアはうなずく。

「いいわ、確かに私からの依頼を果たした。たとえ汚いやり方でも」

「汚いだなんで」

「自らは手を汚さず他人に武器を渡して戦わせる。そして自分は武器を運ぶだけで大金を手に入れる。それが汚くないって？」

「あなたは何もわかってない。手に入れたお金だって全部このために使ってる。ナギ様はお人よしだから捕獲されたゴブリンを買い取って逃がしてあげたりもした。だから私たちは配給の石のようなパンしか食べてない！」

「私はやり方を批判しているの。お金の使い方は自由だわ。……私はあなたのような人間を軽けい蔑べつする」

　エオリアはそう吐き捨てて立ち去った。

「馬鹿エルフめ、何も知らないで……」

　フレアは唇を嚙かみ必死に耐えているが、目からは涙が零こぼれ落おちる。

「いや、エオリアの言うとおり、これでよかったのかと思うよ」

　イランイラク戦争のその後はどうなったか。両国の人間に多くの死者を出し、さらにイラクに持ち込まれた兵器は、それを売ったアメリカに向けられた。たぶん、あの武器によって沢山のゴブリンが死ぬだろう。そしていつかその武器が人間に向けられる日が来るかもしれない。

　自分はもしかしたら、とんでもない行動をしたのではないか……。元の世界の闇をこの世界に持ち込んでしまった。そんな自分がこの世界で生きる資格があるのだろうか。

「俺はきっと間違ってる」

　正しい攻略法じゃなかった。誰かを助けるために別の誰かを犠ぎ牲せいにする、汚れた攻略法に手を染めてしまった……。

「そんなことありません！　ナギ様は、ナギ様は……」

　嗚咽おえつするフレアは言葉が出ない。

「わかってるよ」

　目の前にアイカが立っていた。折れた左腕には包帯を巻いている。彼女はフレアやエオリアに気づかれることなく、薙なぎ野のをつけてきたのだ。

「私はちゃんとわかってる」

　アイカはフレアの前に膝ひざをつくと指で涙をぬぐった。

「君のご主人様は、私を助けるために頑張ってくれたんだって」

　アイカはフレアをそっと抱きしめる。

「戦わない道を選んでくれた。たとえ問題の先延ばしだとしても、私は優しい人だと思う。だから君のご主人様に……ありがとうって伝えてほしい」

　フレアはアイカの胸の中で大声で泣いた。
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　深しん緑りよくの森の奥のある一帯は、木々が真っ赤に染まっていた。

　乱雑に転がる切り裂かれた体と頭はゴブリンのものだ。手足を切り落とされた瀕ひん死しのゴブリンが、いたるところでうめき声を上げながら蠢うごめいている。

　そんな凄せい惨さんな場所で火が焚たかれ、ゴブリンの肉が焼かれていた。

　肉を食べている彼らは、人間でも対立する群れのゴブリンでもなかった。

　湾わん曲きよくする剣を持ち、体たい軀くは人間よりも一回りも大きい。皮膚は石のように固く、悪臭を発する口には尖とがった牙きばが生えている。

　すべての種族に忌み嫌われるオークだった。

　フレアも薙野も知らなかった。ゴブリンの言語にはオークという単語がなく、大きな恐怖、深い災い、のような表現が使われることを……。









４　巨大鳥キューイ×ブラッドゲーム






　巨大なドラゴンの石像が、火を噴くかのように口からお湯を吐いている。

　その横で薙なぎ野のは腰布一枚の裸で立ち尽くしていた。

　建物の中が浸水したかのように湯で満たされている。広場の湯は回廊へと流れ、その脇は大理石の彫像で飾られていた。ドーム状の天井には、この国では珍しいガラスの窓がはめ込まれ、そこから入り込んだ太陽光が全体を照らしている。湯に反射した光が壁かべに映り美しい模様を形成していた。

　ここは街の共同浴場だった。銭湯があると知りここに来たのだ。しかし思った以上の設備に驚きを隠せない。風呂が文化として根付いていることを窺うかがわせる。さらに豪華な内装とは裏腹に料金も格安で小銭程度ですんだ。

「スーパー銭湯みたいだ」

　薙野は木製の椅い子すに腰を下ろす。裸の女神像が立つ円形のプールを囲むようにして椅子が並べられている。そこが洗い場のようだ。今は空すいている時間帯なのか、人ひと気けがなく真ま似ねをしようにもなかなか勝手がわからない。女神像を見上げると、彼女の持つ壺つぼからプールに綺き麗れいなお湯が注がれていた。

「すごい綺麗だな……」

「そうですね」

「文明が発達してるんだな……って、おい！」

　振り返るとフレアが立っている。一応胸と腰には布を巻いているが、ほとんど裸に近い格好だ。

「なんでここにいるの？」

「なんでって、ナギ様の体を流しにきたのですが」

　フレアがきょとんとしている。この世界の浴場も男女で分かれており、別々の入り口に入ったはずなのだが。

「ああ、ハーフはどちらでもいいんです。個人の奴ど隷れいを所有する貴族階級の人々も大衆浴場を使いますからね」

　主人の世話をするため、奴隷のハーフは行き来できるようになっているのだ。

「だから、別にフレアは……」

「私がお世話したいだけです。ナギ様は私がいないと何もできないじゃないですか」

　フレアは平然と木き桶おけでプールのお湯をすくうと薙野の体にかけた。

「固形の石せつ鹼けんもあるんだ」

「買うと高いんで、借りてきました。ちょうど知り合いに会ったので」

　ペロッとフレアが舌を出した。そんな表情にどきりとする。一緒に暮らし始めたころに比べて表情は自然になってきたが、やっと彼女にも笑顔が入荷された。心を許してくれたのだと思うと、フレアのことが愛いとおしく感じられる。だが、あくまでも保護者としての観点であり、ふしだらな感情はない。

「まあいいか」

　他種族の裸を意識するほうがおかしいのだ。この世界で生き残るためには文化を受け入れねばならない。それに目の前のフレアは子供のような体形ではないか。

「よし、まず俺が洗ってやろう」

「え、え？」

　薙なぎ野のは戸と惑まどうフレアを強引に座らせる。お湯を体にかけてやってから、両手で石せつ鹼けんを泡立てる。スパイシーな香りがして泡立ちもいい。

「えっと、タオル……布はある？」

「あ、どうぞ」

　フレアは自分の胸に巻いた布を渡して縮こまる。入浴料を払うともらえるこの使い捨ての布もしっかりしている。植物の葉を乾燥させ繊維だけを残すというシンプルな構造の布らしい。

「いいんでしょうか」

「俺とフレアは奴ど隷れいと主人の関係じゃないだろ。まあ、男女が一緒に風呂入っていいのかはあれだけど」

「私は平気です……」

　薙野はフレアの背中を洗おうとしてごくりと唾つばを飲み込む。髪をほどいたフレアを見るのは初めてだ。肩までの濡ぬれた髪をそっと払うと、うなじが見えてどきりとする。

「傷だらけで恥ずかしいです」

　背中を見ると、鞭むちで打たれた傷がまだ残っている。この傷が消えるころ、彼女の心の痛みも消えてくれるといいのだが……。指で背中に触れてみると、「ひゃっ」と、フレアが色っぽい声を出した。

「あ、ごめん」

　フレアの肌はつるつるで甘い匂いがする。子供のような小さな体だが、よく見ると意外に曲線的で女性っぽい。両手で隠す胸も膨らみがあるような……。

「……と思ったんですが、やっぱりやめます」

　フレアは薙野から布と石鹼を奪うと自分の体を隠す。

「なんかその目が怖いんで戻ります」

　フレアはたたっと壁かべへと走っていく。

「ちょ、待ってくれ。そんな目で見ていないって」

　我に返った薙野はフレアを追いかけた。

「あれ？」

　壁に向かって走っていたフレアはいきなり消えてしまった。首を傾かしげていると、壁に小さな穴が空いているのを発見した。ハーフ一人が通り抜けられそうな穴だった。薙野はその穴を覗のぞき込こんでみる。自分でもどうにか向こうに通り抜けられそうだと、薙なぎ野のは四よつん這ばいになってその穴を潜くぐり抜ぬけた。

「こっちにもあったのか」

　目の前には列柱が立ち並んでおり、薙野の膝ひざぐらいまで湯が満たされている。空間に満たされる湯気で全体を把は握あくできないが、この共同浴場の広さは認識できた。さらには浴場に大量にある石像や彫刻の数々。これを作るのにどれくらいの労力がかかったのか。

　と、薙野は女性の石像の隣となりに立つフレアを見つけた。

「フレア」

　フレアが驚いたように振り返る。

「なんていうか、変な気持ちがなかったことだけ伝えたくて」

　これからも一緒に生活していくのに、誤解を残したくはなかった。薙野は言い訳しながら、横の石像の腰に手を添そえる。

「ナギ様、それはいいんですが、あの……」

　……ん？　意外な感触に硬直する。それはとても柔らかかった。

　フレアの顔を見て、薙野は自分の大きな過ちを察した。

「アイカさんに石せつ鹼けんを借りたんです」

「ナギノ……」

　怒気を含んだアイカの声が聞こえた。

「フレア、どうしたらいい？」

　薙野はアイカの腰に手を添えたままフリーズしてしまった。怖くて視線を上げることもできない。

「私にもわかりませんが、たとえばモンスターに遭そう遇ぐうした場合は、できるだけ触発せずにゆっくりと動いたほうがいいです。決して目を合わせてはいけません」

　薙野は助言に従い、ゆっくりと添えた手を外す。だが忠告を忘れてつい視線を上げてしまう。湯で赤らんだ肌、濡ぬれた髪、吊つり上あがったアイカの目。……やはり怒っている。震える唇からは今にも悲鳴が漏れそうだ。

　アイカは腕とタオルを使って必死に体を隠している。怒るべきか、悲鳴を上げるべきか、体を隠すべきか迷っているようだ。

「こ、こ、この変態」

　意を決したアイカが、胸を隠しながらこぶしを振り上げる。

「ナギ様、逃げてください！」

　フレアががばっとアイカの腰に抱きつく。バランスを崩くずしたアイカは、つるっと滑って薙野に覆おおいかぶさるようにして転んだ。

　反射的に受け止めてしまった薙野は、アイカを抱きしめたまま固まる。

「あ、あ、あ……」

　今度こそ大衆浴場に悲鳴が響いた。





　　　　　　　　　　＊






「いやー、さすがですねー」

　薙なぎ野のはとぼとぼと道を歩いていた。

「さすが『攻略サイト』さんですよ。共同浴場の壁かべまでを攻略なさるとはね」

　歩きながらずっとアイカの嫌いや味みに耐えていた。

「構造がわからなかったというか……」

「構造がわからない！　遺跡の難題を攻略し、ゴブリン問題を解決した人間があの単純な構造を理解できなかった！」

「文化の違いっていうか……」

「おっと、またも文化の違いが言い訳に出ましたよ！」

　共同浴場の壁には奴ど隷れい用の穴が空いており、奴隷のハーフは穴を通じて男女の浴場を行き来できるシステムになっていたのだ。

「俺、あんな大浴場は初めてで、ちょっとはしゃいじゃったというか……」

「まあ、この街の浴場がすごいのは認めるけど」

　アイカの表情が少しだけ和やわらいだ。

「本当にすごいよ、驚いた」

「そお？」

　アイカは街を褒められるとうれしがる。

「あと、まるで周囲の石像と見まがうほどのスタイルだったし」

「忘れて！」

「あ、あの、言ってなかった私も悪かったんです」

　さすがにフレアが助け船を出した。

「今日もギルドに行ったんですが、私たちがこなせる依頼がなかったんです。暇ひまだし気分転換でもしようって。浴場があるって知ったらナギ様が子供のように喜んで」

「あー、この人ってコロッセオでもそうだったけど、すごい目をキラキラさせるんだよね」

「あの、今後私がナギ様をしっかりと教育するので今回は……」

「今回は許してあげる。その代わりことあるごとに嫌味を言うけどね。……ほら」

　アイカは大きく溜ため息いきを吐ついてから、陶とう器きでできた入れ物を薙野とフレアに渡した。ペットボトルのような形状だ。それを口にして薙野は驚く。

「……冷たい」

　中身は冷えた果汁だった。共同浴場でアイカが買ったのだろう。こんなところまで銭湯に似ている。サウナやマッサージまでもあった。

「なんでこんな冷たいんだ？」

「氷で冷やしてるからよ。森の洞どう窟くつから氷を街まで運んでくるから」

　夏のような気温なのに氷があるのが驚きだった。そして大量の氷が運べるということは、輸送網が発達しているということだ。

　アイカが階段を一段飛ばしで駆かけ上がっていく。ぴょこぴょことアイカのお下げが揺ゆれており、機嫌よく尻尾しつぽを振りながら走る犬みたいだ。

「アイカ、まだ怪け我がが治ってないんだから」

　アイカは上りきると「病人扱いしないで」と、しかめっ面をしてみせた。

「この街に階段が多いのは、あえて段差を作ってるからですよ。この街はオーク戦争時の防衛線でしたから、その名な残ごりなんですね」

　フレアが果汁を飲みながら説明する。

「オークは馬に乗って攻めてきたので、このようにでこぼこさせたり、馬うま止どめを作ったりとしています」

「なるほどね。だから今でもこの街では馬は使いにくいってことか」

「その分、別の乗り物が発達してますけどね」

「別の乗り物って……あの鳥か」

　薙なぎ野のは街でよく見かける鳥を思い出した。ダチョウのような大きな鳥が、人や荷物を運んでいた。

「キューイっていうんですよ。オーク戦争では、人間側はキューイに乗って戦ったらしいです。キューイは身が軽いですから障害物をものともしません。体の重いオークはキューイに乗れませんから、人間はキューイを量産したのです」

「キューイか。あの鳥を乗りこなせれば世界が広がるかもな。海にも行けるかも」

「仕事の幅も広がりますよね」

　ここから海までは歩いて四時間はかかるらしい。簡単に移動できれば、魚を釣ることだって可能だ。自由気ままにどこまでも走っていける。

「じゃあ、免許を取りに行こうよ」

　アイカが指をパチンと鳴らした。







　郊こう外がいの牧場に行くことになった薙野たちは駅で待機していた。駅といっても石造りの待合室があるだけで、客も駅員もいない。線路ではなく轍わだちのある道が伸びている。どんな列車が来るのだろうか。

「お付き合いいただいてすいません」

「いいよ、暇ひまだから」

　ベンチにアイカとフレアが並んで座っている。

「怪我は大丈夫なのか？」

　アイカが腕を折ってからまだ一週間ほどしか経たっていない。

「苦い薬草をいっぱい飲んだからね。まだギルドの活動はお休みしてるけど」

　アイカは左腕を動かしてみせた。チームの活動は控えており、いつもの剣は下げているものの、布のワンピースとラフな格好だ。共同浴場に来ていたのも治療が目的らしい。温泉に含まれる成分が自己治癒力を促そく進しんするようだ。

「来ましたよ」

　フレアがベンチから立ち上がる。見ると、こちらに走ってきたのは馬だった。列車ではなく馬車だったのだ。

　薙なぎ野のたちは座席が作られた荷台に乗り込む。三人の他には客はいない。御者が馬に鞭むちを入れると、荷馬車は轍わだちに沿って走りだす。

「馬は馬力があるけど整地された場所しか走れないし維持費がかかるから、この街では駅ぐらいでしか使われていないの」

　流れる景色を見ながらアイカが説明してくれる。

「あと、オーク戦争でのイメージもあるから、馬はあまり好かれてないのよね。騎兵で馬を使うのは王都ぐらいかな」

「それにくらべてキューイはエサ代もかからないし、性格も穏やかですからねえ」

　フレアは足をぷらぷらとさせながら微笑ほほえんでいる。薙野の視線に気づいて「牧場が好きなんです」と言った。

　石造りの建物が並ぶ街並みが流れていく。大きな川を越えると緑が目立つようになった。河川工事をするハーフたちの姿、郊こう外がいの教会、戦争の遺跡だろう防御壁跡、色とりどりの実をつける果樹園……。

「君の国もこんなに美しい？」

　アイカが独り言のように呟つぶやいた。

「こんなに綺き麗れいな景色はなかった」

「戻りたい？」

　自分は戻りたいのだろうか。この世界で目を覚まし、フレアに助けられアイカやシルビアと出会い、フレアを助け……目まぐるしく時間が過ぎていき、そんなことは考えていなかった。戻れるとしたら、戻るのだろうか……。

「わからない。でも、いい街で好きだったよ」

「……そっか」

　アイカが少しだけ寂しそうに顔を伏せ、再び流れる景色を見る。前髪が風になびき、彼女の額ひたいをくすぐっている。

　牧場の駅までは二時間ほどだった。広い草原が広がっており、薙野は大きく深呼吸する。穏やかな風景だ。御者に銅貨を渡して馬車を降りる。

「あっちが見晴らし台。昔は見張り台だった丘。こっちが牧場ね」

「あー、あれか。すごいな、いっぱいいるんだな」

　木製の柵さくが見え、その向こうにダチョウのような鳥が群れをなして走っている。

「ふふっ、あれです」

　フレアは薙なぎ野のの大げさな反応にくすくす笑っている。スキップを踏みながら牧場へ向かっていたのだが、ふと足を止めた。そして薙野の横について静かに歩く。

　薙野はフレアの視線の先を見て察した。そこには干し草などを運ぶハーフたちの姿があった。牧場で働く奴ど隷れいなのだ。フレアは仲間に対して、自由の身となった後ろめたさを感じているのだろう。

「コロッセオでの仲間もキューイに乗るのが得意だって、よく話してくれました。牧場のハーフは、まだ幸せです」

　フレアは察したように微笑ほほえむ。確かにキューイの世話をするハーフたちの表情はなんとなく生き生きとしているように見えた。

「あそこが免許取得所」と、アイカが牧場の一角を指さす。

「そういえばあえて聞かずに来たけどさ、キューイに乗るのに免許がいるの？」

「それはそうだよ。勝手に街でキューイに乗ったら危ないじゃん？」

「へえ、ちゃんと規則があるんだな」

　薙野は感心しながら免許取得所に近づく。障害物やでこぼこ道が設置され、コースのようになっている。ここでキューイに乗る練習をするということだ。

「簡単だから安心して、誰もが一日で取れるんだから」

　アイカが小屋の中に走っていく。

「なるほど、これがキューイか……」

　練習用だろうキューイが、狭めの柵さくの中に十羽ほどいる。ダチョウのようなフォルムだが顔つきはまったく違う。顔も首もふわふわとした羽毛に覆おおわれ、足は太い。くりくりとした目が穏やかそうな印象を与える。

「優しい子たちですよ。触ってみてください」

　フレアが柵越しにキューイを撫なでているので、薙野も近づいた。

「なんかふわふわして乗り心地がよさそうだな」

「そうですよね。このふわふわがいいんですよね。人間やハーフに従順ですし」

「なあフレア？」

「なんです？」

「こいつらって草食だよな」

「そうですけど」

「よかった……俺を食ってるわけじゃないんだ」

　薙野はキューイに群がられ体を齧かじられていた。それを見たフレアが「わー」と悲鳴を上げ、拾った棒きれでバシバシとキューイを叩たたく。

「あっちに行きなさい！」

　フレアに怒鳴られ、キューイが薙野から離れる。

「なんていうか、人を見てるんだな。俺が都会人だからって舐なめている」

　腕や首にくちばしの跡がつき、シャツもボロボロになってしまった。東とう京きようから持ってきた一いつ張ちよう羅らが台無しだ。

「ナギ様はキューイに好かれてるんですよ」

　フレアが気を使ってくれている。

「まあ乗りこなせばいいんだしな」

　薙なぎ野のはすぐに気を取り直す。高校では体育の成績は常に最高評価だった。運動神経には自信があり、ハンドボール部の助すけっ人とを頼まれたこともあるし、バイクも教習所で体験運転をしたことがある。鳥程度なら乗りこなせるはずだ。







　だが、薙野の思い通りにはいかなかった。キューイが背中に乗せてくれないのだ。優しく接すれば舐なめられ、厳しくすると逃げていく。キューイは扱いにくい鳥だった。

「うーん、まずはコミュニケーションを取ることから始めないといけませんね」

　横でフレアが薙野に忠告する。

「キューイは人の心を読み取ります。つまりナギ様は、キューイを心から可愛かわいいと思っていないのです」

「いや、実際そんなに可愛くないし」

「撫なでる練習から始めたほうがいいんじゃない？　別にキューイじゃなくてもさ」アイカが牧場を見回している。「大人しくて可愛いのがいればいいんだけど」

　薙野とアイカは周囲を探し、ふとフレアに視線を留めた。

「かわいーい」

　薙野はフレアの頭を撫でた。

「ちっちゃくって表情もくるくる変わってとってもチャーミングだ」

「べ、別に可愛くないし……」

　薙野にしつこく頭を撫でられ、フレアは顔を真っ赤にしている。

「も、もうっ、やめてください！」

　フレアは薙野の手を乱暴に払いのけると、近くのキューイに飛び乗って逃げる。

「……あいつ、乗るのうまいな」

　フレアは薙野にしかめっ面をしてから走り去っていく。それでも風のように走るフレアは楽しそうだ。

「困ったね、じゃあどうしようか」

　アイカが腕を組んで考え込み、ぽんと手を叩たたいた。

「じゃあ、一緒に乗ってみようか。本当はいけないんだけど牧場だし、パワー型のキューイなら大丈夫」

　アイカはそばにいたハーフに頼み、大きなキューイを連れてきてもらう。

「なあ、腕は大丈夫なのか？」

「へーきへーき。ちょっとだけ乗るの手伝って」

　薙なぎ野のは手を組んでアイカの足場を作ってやる。やはりまだ左手が不自由なのか、キューイに乗るのに苦労している。意外にキューイには高さがあり、薙野はアイカを見上げる格好で手伝った。アイカはワンピース姿だ……。

「ん？」

　キューイに乗ったアイカが、薙野の表情を見てはっとしたようにスカートを押さえた。

「見た？」

「えっと、いや……」

「なーんてね。いつもキューイに乗るときは見られてもいいやつを穿はいてるから大丈夫」

「あ、そうなんだ。ちょっと色っぽいやつだったけど見てよかったのか。それにしても、いきなり牧場に来たのに、そういうの用意してるんだな」

　薙野の言葉にアイカは目を丸くする。スカートの中を確認してじわっと目に涙を浮かべた。

「いや、噓うそついた。見てないから」

　焦あせった薙野は、とぼけてキューイに乗る。ハーフが手伝ってくれたのでどうにか騎き乗じようを果たした。キューイの背中はふわふわとしていて乗り心地がいいがバランスが悪い。

「さっき見たって言ったじゃん……」

「そ、それよりさ、俺はどこにつかまれば？」

　二人が乗るとやはり狭く、自然と密着してしまうがいいのだろうか。アイカはというと「乗るってわかってたら違うの穿いてきたのに……」などと呆ぼう然ぜんとしたままだ。

　ポジションをどうしようかともぞもぞ動いていると、いきなりキューイが走りだした。

　薙野は思わずアイカのお下げ髪をつかんだ。

「それは握にぎっちゃ駄目。私の体につかまって」

　落ちそうになり、薙野は必死にアイカの体に腕を回す。思った以上にアイカは華きや奢しやだった。できるだけそっとつかまっていると、いきなりキューイが跳ねた。

「もっとしっかりつかまって。……え？」

　思った以上の揺ゆれに、薙野は必死でアイカにしがみつく。キューイがふわふわしているので衝しよう撃げきは感じない。腰にも手にも柔らかい感触が……。

「……ちょ、ちょっと、手をどけて」

　アイカに言われ、無我夢中で手の位置を変え抱きつく。密着すると石せつ鹼けんの香りがした。先ほどの風呂の出来事を思い出してさらに慌ててしまう。

「わっわっ、そこはもっと駄目！」

　焦ったアイカが手綱の操作を誤り、キューイが大きくジャンプした。その衝撃で薙野はキューイから転落してしまった。

「いてて……」

　顔をしかめながら立ち上がると、キューイに乗ったアイカが胸を押さえて赤面していた。

「もう知らない！」

　何な故ぜか機嫌が悪くなったアイカが、薙なぎ野のを残して走り去っていく。

「あの……お手伝いをしましょうか？」

　牧場のハーフが遠巻きにこちらを窺うかがっている。

「いや、問題ないから」

　薙野は平静を装った。そんな憐あわれみのこもった目で見てほしくなかった。

　やはり隠していても、キューイのような動物には都会人だとばれてしまうのだろうか。染みついた都会の匂いが取れないのだ。いや、どんな問題にも攻略法はあるはずだ。キューイにも乗れないようだとこの世界で生きてはいけない。たとえ元の世界に戻ったとしても、キューイに乗れなかった汚名を一生晴らせない……。

「ちょっと休んでくるから」

　薙野はハーフに断ってその場を離れる。もしかしたら、乗り物だと見下した感情が漏れているのかもしれない。だとしたら、少しキューイを知ることから始めるべきでは？　そうだ、まずはキューイ攻略だ。

　薙野は練習コースから離れ牧場を歩く。

　そもそもこの鳥は乗り物として家畜化されたものなのだろうか。どのような歴史を経て、人間と共存するようになったのか。だが、日本の牧場と違い観光客向けではないので、キューイの歴史を知る施設はなさそうだ。

　それでもヒントを探しながら薙野は牧場を歩く。何気なく牧場に併設された厩きゆう舎しやへと足を運ぶと、そこには区切られた部屋ごとにキューイが繫つながれていた。

「あ……」

　薙野は息を吞のんだ。厩舎の中に知った顔がいたのだ。

　厩舎のキューイと、彼女が所有しているのだろうキューイが首を絡ませるようにしてスキンシップを取っている。それを穏やかな表情で見つめているのは、あのエルフだった。あの冷血エルフもこんな顔をするのだ……。

　薙野の視線に気づいたエオリアがはっとした様子でこちらを向く。そして、気まずそうに視線を逸そらした。

　戻るのも不自然だったので、薙野はそのまま厩舎の中を歩いた。

「ここで働いているの？」

　エオリアが視線を逸らしたまま言った。

「免許を取りに来たんだけど、仕事がないならそれも視野に入れてる」

　視線を向けると、未いまだに二羽のキューイは身を寄せあっている。一羽は厩舎に繫がれているキューイ、もう一羽は装飾の施ほどこされた鞍くらに、足に防具が装着されている。

「それは、エオリアの？」

　エオリアはうなずく。このキューイに乗って牧場に来たらしい。しばらく沈ちん黙もくが流れ、その場を離れようとしたとき、エオリアが口を開いた。

「この街に来たらここに来たかった。この子の親がここにいるから」

　目の前の二羽は親子なのだ。

「親は雌？」

「雄よ。雄でもキューイは自分の子供を憶おぼえている。匂いでわかるのね」

　この厩きゆう舎しやは繁殖牡ぼ馬ばのようなキューイを管理する場所といえよう。

「ゴブリンが出現しなくなって、少しだけ時間ができたから、ここに来ることができたの」

　エオリアはキューイを撫なでながら目を伏せる。

「……この前は言いすぎた、かも」

「俺も、この国の歴史背景も知らないのに勝手なことを言ったかも」

　沈ちん黙もくが流れ、キューイの鳴き声だけが厩舎に響く。

「まあ、とにかく親に会わせてあげられてよかったな。喜んでるようだし」

「ええ、殺処分される前に来られてよかった」

　薙なぎ野のはいきなりの台詞せりふに啞あ然ぜんとする。

「この血統は必要ないと判断されたの」

　エオリアは寂しげに種しゆ牡ぼ鳥ちようを見つめた。
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「残念だったねえ」

　帰りの馬車でアイカが慰なぐさめの言葉をかけてきた。

　結局キューイ免許は取れなかった。ついにキューイは薙野に心を許さなかった。家畜とはいえ野生の本能が残るキューイは、都会人を受け入れてくれなかったようだ。

「まあでも、私が代わりに取りましたから。基本的にキューイは二人乗りはできないんですが、ハーフとならいいんです。ハーフは体重が軽いですからね」

　完かん璧ぺきにキューイを乗りこなしたフレアは、あっさりと免許を取得していた。そんなフレアの横で、薙野はキューイに振り落とされ続けた。

「キューイの免許って原付みたいなものだろ。そんなのを取れないってなあ……」

「原付が何かはわかりませんが、たとえナギ様がキューイに乗れなかろうと、私からの尊敬の念は変わりません」

　フレアが必死に薙野を慰めてくれている。

「乗りこなしたかったな」

　最初は意地だったが、アイカとフレアを見ているうちに純粋に乗りたくなった。スカートをはためかせながらキューイに騎き乗じようするアイカは、なんというか綺き麗れいだった。

「また取りにくればいいよ。……はい」

　アイカが薙野の隣となりに座りなおす。差し出されたのは葉っぱに包まれたチキンだった。ハーブと脂の匂いに薙野の腹が音を立てる。

「もしかしてキューイの？」

　一瞬戸と惑まどったが。それは薙なぎ野のの世界でも同じだ。羊の牧場へ行ってジンギスカンを食べたこともある。そんなことを考えながらチキンにかぶりつく。

「ああ、うまい」

　久しぶりのチキンだ。丁てい寧ねいにローストされスパイスが効いている。フレアも「おいしいですねえ」と頰ほお張ばっている。

「君はなんでもうまいって言うから、おごりがいがあるよ」

　アイカがにこにこと笑っている。

「ちょっと硬いけど肉って感じがしてうまいよ」

「そうそう、硬いのよね。だから安いんだけど。処分される鳥のほうが硬くて食用に向かないから、なかなか難しいよねえ」

　薙野はローストチキンを手に、エオリアとのことを思い出す。キューイは生まれてすぐに殺処分される個体が多い。それは人間の都合によってだ。

　キューイのほとんどは運搬用だ。ゆえにパワーのあるキューイが重宝される。パワー型のキューイは頑丈でいて肉質が良いために食用にもなる。逆に需じゆ要ようが少ないのが、身軽なスピード系のキューイらしい。重い荷物を運ばせ続けると故障し、筋肉質な体つきなので食用にするにしても筋が多い。なので生まれた時点でほとんど処分される。

　ただしスピード系のキューイは騎馬としての利用価値があった。オーク戦争にて活躍したのはその系統のキューイだったようだ。しかし、平和な時代が訪れスピード系のキューイは必要とされなくなった。

　そして子供だけではなく、スピード系の種しゆ牡ぼキューイまで処分されることとなった。牧場は街が管理する公共のもので、パワー型キューイを量産せよとの街の方針に逆らえないらしい。

　──ルールなのだから仕方がないわ。キューイは家畜なのだから。

　エオリアの悲しげな顔が頭から離れない。あの冷血エルフもあんな表情をするのだ。だが気を許してはいけない。雨に濡ぬれる捨て猫を拾うシーンでも目撃しないかぎり、彼女の印象が変わることはないだろう。

「エオリア、来てたんでしょ」

「知ってたのか？」

「時間があるから、牧場に行くって言ってたからね。彼女の所有しているキューイの父親のことも話してくれた」

　アイカはエオリアが牧場に行くことを知って、薙野を誘ったのだろうか。

「キューイの飼育は管理されていて、牧場が所有できる種付け鳥の数も決まっているの。だから、必要のない種付け鳥は処分する必要がある」

　エオリアの所有キューイの父親のことだ。多くの種類の遺伝子を残すことは重要だ思うが、キューイの飼育もビジネスなのだ。

「それでも今まで守られてたほう。だって、あのキューイは英雄の子供なの。戦争でオークを撃げき退たいしたファンネルというキューイの血統を継いでる。ファンネルとその子供たちは素早い動きでオークたちをかく乱したのよ。でも、もうそんな時代じゃないんだね」

　戦争の最前線だった街。人間だけでなく様々な力を借りてこの街は守られた。アイカは朱色に暮れた空を向いている。憂いと優しさを混ぜた複雑な表情に見とれてしまった。

「私はこの街が好き。父親も母親もいない私を優しく包んで守ってくれたから。だから、これからは私がこの場所を守りたい……」

　馬車が揺ゆれ、アイカは薙なぎ野のに一瞬だけもたれかかった。

「この街を守ってくれたファンネルの血統を、本当は守ってあげたい」

　薙野は流れる景色に目をやる。教会の塔の周りをハトの群れが飛んでいる。

「勝手な願いだけど、私やフレアちゃんがもらった優しさを、あのキューイにも分けてあげられたら……」

　ちょうど教会の鐘が鳴り始めた。
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　次の日の昼下がり、薙野はいつもの『金きん羊よう亭てい』に一人でいた。

　先ほどコロッセオに行ってきたのだが、相変わらず残ざん酷こくな演目が続いている。演目が終わりに近づくと、酒が入った観客が血を求めるのだ。

　それにキューイも利用されていることがわかった。ただしそれは戦いではなく単なる殺さつ戮りくであり、逃げるキューイを馬に乗った剣闘士が追い回して殺すだけのものだ。数年前には、街の議員の誕生祭にて一度に百羽のキューイの首が斬きられたとの話もある。それはコロッセオの剣けん奴どが教えてくれたエピソードだった。

　フレアはコロッセオにトラウマを持っているため、今回は薙野一人で行ったのだ。そして、ここで待ち合わせをしているのだがなかなか来ない。思えばお互いに単独行動するのは久しぶりだ。フレアは大丈夫だろうか……。

　バルにフレアが入ってきたのが見えた。店内を不安そうに見回していたが、薙野を見つけるとぱあっと笑顔になった。

「お待たせしてすいません」

　彼女は目の前の椅い子すに座るとテーブルに紙を置いた。ギルドに行ってもらい、めぼしい依頼を書き写してもらってきたのだ。

「これで何をするんです？」

「まだわからない」

　アイデアはあるがはっきりと固まっていない。利用価値のないキューイをどうすれば守れるか。運搬として使うには弱く、さらに食用としても劣る。特徴は瞬発力とスピード。元々はこの街を守るための騎馬として利用された血統なのだ。

　だとしたら戦争が起これば利用価値が出る。たとえば街をゴブリンに襲おそわせる……。

　薙なぎ野のは首を振った。それでは本末転倒だ。この街に優しく平和なやり方はないものか。

　薙野は大きく溜ため息いきを吐ついた。コロッセオに情報収集に行ったとき、奴ど隷れい商人のヴォルグに会ってしまい、次のもうけ話をせっつかれてしまった。問題が解決しないうちに、さらなる問題が積み重なってしまう。

　薙野はアイカのことを思い浮かべる。ずっとこの街に来てから元の世界に戻ることばかり考えていた。しかしアイカに会ってからそれが変わった。この街の生活が少しずつ楽しくなり、さらに彼女を守りたいと思い始めた。だが、今回は難しい。

「元気出して。また私も手伝うからさ」

　顔を上げるとカトレアがいた。彼女はテーブルに料理の載のったプレートを置いて微笑ほほえむ。

　この店のツケも溜たまるばかりだ。周囲の人間に甘えていてはいけない。それでも、カトレアの笑顔を見ると少しだけ元気になった。プレートに載っているのはランチタイムの売れ残りだろう、揚げたジャガイモにソーセージなど。

「なんか懐かしいな」

　元の世界でも食べたような料理だ。ポテトやソーセージなどは調理が簡単なので、薙野が主催したイベントなどでも出していた。

「そういえば、ナギ様のほうはどうでした？」

「いつもどおりのコロッセオだった」

　フレアはわずかに視線を落とした。












「彼女たちも助けられたらいいんだけどな」

「すべてを助ければ、この街はハーフマンで埋め尽くされてしまいます。私はナギ様に出会えて運が良かったのです」

　フレアは薙なぎ野ののコップに発はつ泡ぽう水すいをつぎ、料理にハーブの粉末をかけている。

「いや、助けられたのは俺だよ、ありがとう」

　この世界で最初に会ったのがフレアだ。そして今でも献けん身しん的てきに薙野の世話を焼いてくれている。そんな彼女に少しでも恩返しすることができただろうか。

「お礼を言われると悲しくなります。私がナギ様を助けるのは当然です。だから、これからはお礼はいりません」

「そうだよな。俺たちは仲間だもんな」

　薙野は思った。自分には仲間がいるのだ。一人で背負い込む必要はないのでは？

　フレアが持ってきた紙に目をやった。そこには様々な依頼が書いてある。ないなら作ればいいのではないか？　そうだ、様々な問題を解決するには自分自身で……。

　その時、バルに入ってきた四人組がいた。そのうちの一人が薙野を見つけてテーブルに近づいてくる。

「ナギノ」と、遠慮がちに声をかけてきたのはアイカだった。彼女は三つ編みのお下げを指で触りながら口を開く。

「あの依頼を正式に受けてくれるかな？」

　キューイ救出の依頼だ。彼女はこの街が好きなのだ。そして現在街を守ってくれているエオリアに恩を返し、そして過去に街を守ったファンネルの血統を守りたい、と。

「仕事の依頼なら断るよ」

　アイカはうつむいた。三つ編みが力なく垂れ下がる。彼女が悲しんでいる姿を見ると胸が痛む。ファンネルの血統を守りたい気持ちよりも、彼女を笑顔にしてあげたい思いのほうが強かった。

「でも、友達としてなら協力する」

　驚いたようにアイカが顔を上げた。

「みんなでファンネル血統を助けるイベントを作る」
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　次の日から薙野はイベントの準備を始めた。

　薙野は昼下がりの広場の噴水で待っていた。フレアにはキューイの牧場へ行ってもらっているため今は一人だ。こうして一人で立っていると孤独を感じてしまう。見慣れない風景と人々。やはりここは異世界なのだ……。

「よっ」

　背中を押されて振り返ると、そこには二人の少女が立っていた。二人を前に薙野は既き視し感かんに襲おそわれる。

「ん、どうしたの？」

　麦わらの帽ぼう子しを取ると、三つ編みのお下げ髪がぴょこんと垂れる。

「あ、アイカか」

　目の前に現れたアイカとシルビアに、薙なぎ野のは目を丸くする。二人は妙な服装だった。プリーツスカートにハイソックス、ブラウスのようなボタン付きのシャツ。まるで……。

「ねえ、もしかして、私のことを髪形だけで判別してたの？」

　アイカが頰ほおをぷくっと膨らませる。

「あ、いや、違うんだ。確かに三つ編みはトレードマークだけど、服装に驚いちゃって」

「私の学校の制服よ」

「え、アイカたちは学生だったのか？」

「うん、みんなとは学校の仲間だし。冒険者は副業なの」

　こうして見ると彼女たちは高校生だ。制服は元の世界とデザインは違うが、それでも類似している部分が多い。これもシンクロニシティなのか。

「なんか、すごい見てるね」

「うん、すごい見ちゃった」

「もう、あんまりキラキラした目で見ないでよ。君も学生だったの？」

「うん。だから二人の服装がなんか懐かしくて」

「へー、君の国の女の子の制服と似てるんだね。……どう？」

　アイカがスカートの裾すそを持ち、くるっと回ってみせた。なんだか元の世界に戻ったかのようだ。一緒に過ごした同級生の女子たちの顔が頭に浮かんだ。

「可愛かわいいよ」

　薙野の素直な感想に、アイカは顔を赤らめてしまった。

「あ、いや、俺の高校はセーラー服だったんだ。セーラー服の健康さもいいけど、なんていうかこういうのも新鮮でいいなっていうか」

「意味がよくわからないけど、なんか気持ち悪い。……行こう」

　アイカはシルビアの手を引いて、すたすたと歩いていく。

「変な意味じゃないって」

　薙野は慌てて二人を追いかけた。

　向かったのは街の商店街だ。イベントのための買い物を手伝ってもらう約束をしていたのだ。アイカに先導され大通りから石いし畳だたみの路地に入る。

「布ならここだね」

　アイカが指さした店には、カラフルな布が売られている。色も豊富でこれならなんとかなりそうだ。

「裁さい縫ほうなら私がやりますよ」

　シルビアが言ったので、薙野は彼女に頼ることにした。

「次は印刷だな」

　もちろんこの世界にはコピー機などはない。その代わりに原版を使って印刷する方法があるようだ。次はその店へと向かう。

　墨汁の匂いが漂ただよう店に入り、薙なぎ野のは店主に薄い紙を渡す。すでに記入は終わっている。

「これを千枚、お願いします」

　手持ちの資金はほとんど尽きるが仕方ない。

　さらに店から出て薙野は商店街を歩く。アイカとシルビアが楽しそうに笑いながら商品を指さしている。こうしてのんびりと散策することがなかったので、今さらながら色々な店があることに気づく。屋台のような出店もあり、油で揚げたコロッケのようなものや、パンにチーズとベーコンを挟んだハンバーガーらしきものが売っている。さらに薙野は別の出店の前で足を止めた。まさかこれは……。

「ん、気になるの？　じゃあ奢おごってあげる」

　アイカが葉っぱに包まれたそれを薙野に差し出した。口をつけるとバニラビーンズの香りが鼻び孔こうから抜けた。まさにバニラアイスクリームだ。

「うまい……。アイスまであるのか」

　ヤギの乳を使っているらしく癖くせがあるが濃厚だ。フレアに食べさせたくなったが持って帰るのは無理だろう。フレアはおいしいものを食べると、とてもいい顔をするのに残念だ。……いや、別に今日でなくてもいいかもしれない。

　薙野は出店の店主らと交渉することにした。なんだか楽しかった。街を歩けば新しい発見がある。この街は王都への中継地点なので、物資が大量に入ってくるようだ。

　さらに他にもめぼしい出店はないものかと路地の奥へと進むと、ジューススタンドのようなものを発見した。ためらうことなく飲み物を買うと刺激的で妙な味がする。ハーブと香こう辛しん料りようの混合液らしい。

「頑張れよ」

　店主の中年男性が意味ありげに笑った。はっと周囲を見回すと、そこは薄暗い路地だった。出店を回っているうちに、いつの間にかこんな場所に来てしまった。

「ナギノ！」

　アイカとシルビアがはぐれた薙野を発見して走ってくる。そして薙野が手に持っているドリンクを見て顔をしかめた。

「もう！　何やってるの、そんなの持って」

　顔を赤らめたアイカは、薙野の手をつかむと強引に路地から引っ張り出す。

「え、何かまずいことした？　このジュースの残りはフレアにおみやげにって……」

　薙野が首を傾かしげるが、アイカはそっぽを向いている。

「それ、精力剤ですよ」

　シルビアに平然と説明され、やっと薙野は気づいた。あの薄暗い路地はそういった店がある場所なのだ。そういえば、窓から女性たちが顔を出していた。

「本当に知らなかったの？」

　アイカが顔を近づけてきたので、どきりとして目を逸そらした。

「し、知らないって。俺はただ、イベントのための店を探してただけだし。なあシルビア」

　シルビアに助けを求めると、彼女は顎あごに指を添そえて考える仕草をした。

「ナギノさんも男性ですから、たとえそういった店を使っても理解しますよ」

「いや、使ってないから」

「では、どうやって処理をしているのでしょう？」

　シルビアは真顔だ。この世界は性に対してオープンなのだろうか、と横を見ると、アイカは赤面していた。

「避さけることのできない生理現象です。私でよければ相談に乗りますよ」

「相談って言われても、いや、大丈夫だから」

「私も別の街から来て、勝手がわからない時にアイカたちに助けられました。ですから今度は私が街に来た人を助けます」

　シルビアのような可愛かわいい女の子に心配されると、妙な気分になってしまう。

「まだここに来て一か月ぐらいだし、我慢できるというか……」

　薙なぎ野のは精力剤を持ったまま口ごもる。

「我慢できなくなったらどうするのでしょうか。ここでは夜よ這ばいなどは犯罪行為です。つまり適切な処理が必要なのです。この街の風俗が安価なのは犯罪防止に繫つながっています」

「だ、だからって、そういった店に行ったら軽けい蔑べつするからね」

「アイカ、この街の治安のよさは彼女たちのおかげでもあるのですから。そして職業に貴き賤せんはありませんよ」

　シルビアがアイカをたしなめる。さすがシルビア、このままその話を終わらせて……。

「……あ、そういえば、薙野さんはフレアさんと一緒に住んでいますよね」

　なんで余計なことを言うのだと横を見ると、やはりアイカが目を吊つり上あげていた。

「まさか、フレアちゃんに──」

「そんなことしないって。いざとなったら自分でやるから大丈夫だから」

「自分で？」

　きょとんとするアイカに、シルビアが耳打ちする。一瞬にしてアイカは真っ赤になった。どう説明したのだと薙野は唇を嚙かむ。

「その場合、何を使用するのでしょう？　春画ですか、それともフレアさんですか？」

　この会話を終わらせたかったが、シルビアは冷静に突っ込んでくる。

「使用って？」と、首を傾かしげるアイカにシルビアが耳打ちし、再びアイカは悶もん絶ぜつした。

「フレアちゃんを使ったら怒るよ」

　アイカが両手で真っ赤な顔を覆おおいながら怒っている。ではどうしろというのだ……。

「……仕方ありません。私を使ってよろしいですよ」

　シルビアの言葉に薙野は驚きよう愕がくした。

「想像でいいのならば、私を自由に使ってください」

「駄目！」アイカが声を荒らげる。

「わかった、想像でも使わないから」

「学校の性学では、女性の裸を想像して処理すると習ったのですがねえ」

　シルビアがまたも余計なことを言う。この街ではどんな授業をしているのだ。

「だったら私でいい」

　アイカが薙なぎ野のの胸に指を突きつけた。彼女の唇は震えている。

「なんせ、君は私のを二回も見てるうえに、いっぱい触ったからねえ」

　薙野はアイカの視線に怯おびえた。なんでこうなっているのかわからなかった。

「その代わり見たものだけを使って。想像を膨らませたら許さない」

「わ、わかった約束する」

「あと、私を使うなら必ず報告して。勝手に使わないで」

「絶対に怒らない？」

「怒るけど言って。だから、そういった店にも行かず、シルビアやフレアちゃんやエオリアを絶対に使わないこと」

　なんか自分に不利なだけのルールではないか。と、薙野は自分の体が熱くなるのを感じた。あのドリンクが効いているのかもしれない。

「……なあ、アイカ」

「ん？」

「じゃあ今日の夜にアイカを──」

「最低！」

　アイカは薙野の頰ほおを思いきり引ひっ叩ぱたくと、逃げるように路地を走り去っていった。

「なかなか難しい問題なのですね」

　平然としているシルビアを見て、薙野は初めて彼女を恨んだ。
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　五日の準備期間を経て、それは開催された。

「第一回開催は入場料は無料だよ！」

　薙野は運動公園跡地でフリーペーパーを配っていた。ペーパーには『勝ちキューイ予想新聞』とのタイトルがついている。

「遅れてごめん」

　制服姿のアイカたち四人が走り寄ってくる。

「学校の子たちにも声をかけてきましたよ。あと頼まれたこれも」

　シルビアが薙野に染められた布を渡す。

「ありがとう。うまくできてるよ。あとはこのペーパーを配るのを手伝ってほしい」

　薙なぎ野のは四人にフリーペーパーの束を渡した。この運動公園はほとんど使われておらず、再利用方法の依頼がギルドにあったのだ。薙野はそれを利用した。陸上トラックのような走るコースだけは残っていたので、彼女たちに手伝ってもらい整備したのだ。大量のフリーペーパーを作ってくれたのも彼女たちだ。

　四人はきゃっきゃと笑いながらペーパーを配っている。受け取った人々も自然に笑みを浮かべている。

「ちょっと行ってくる」

　薙野はアイカに断りフレアのもとへと走る。トラックの中には柵さくがあり、多くのキューイたちがいる。

「フレア、どうだ？」

　フレアはキューイたちを世話している。

「大丈夫です、暴れる子もいないですし、手伝ってもらってるし」

　フレアの他にも沢山のハーフたちがキューイを見張っている。

「じゃあ、早速キューイにこれをつけて」

　シルビアに用意してもらった色違いのゼッケンをフレアに渡す。

「騎き乗じようする子たちは？」

「あそこです」

　薙野は待機しているハーフたちに色違いのポンチョを配った。これはユニフォームだ。

「同じ色のキューイに乗るんだよ」

　薙野は彼女たちに言い聞かせる。ゼッケンもユニフォームも問題ない。シルビアたちは丁てい寧ねいに作ってくれた。

「合図があったら、キューイに乗ってスタート地点で待機するんだ。できるね」

　ハーフたちはうなずく。困こん惑わくげな表情をしているが、動物が好きなだけあってうれしそうに見える。コロッセオよりはマシなはずだ。

「……君はフレアと一緒に甲虫と戦った子だよね」

　薙野は白いポンチョを着たハーフに気づいた。あの時のハーフがまだ生き残っていた。

「体が小さいことも長所なんだと俺は思うよ」

　薙野は彼女の頭を撫なでてやる。

　このハーフたちもキューイも奴ど隷れい商人のヴォルグから借りたのだ。今日はコロッセオが休みの日であり、暇ひまを持て余した人々が公園に入ってくる。

　そのヴォルグは公園の一角で出店を開いていた。もちろんそれはブックメーカーだ。薙野が作ったイベントなので、ブックメーカーを独占させている。

　ブックメーカーの様子を見にいくと、キューイ券の売れ行きは順調だった。

「いい感じだ」

　券を売りさばいているヴォルグが薙野を見つけて手を上げた。

「倍率は俺の言うとおりに？」

「心配すんなよ」

「最初の一レースは単勝のみ。次から連勝も入れるから少し複雑になる」

　出店の横では手伝いのハーフが数字の板をアピールしている。競馬と同じように倍率は変動制を取り入れている。そうすることによって胴どう元もとに安定した資金が入り、客も負けすぎずに済む。

　複雑なシステムだったが、それを説明するために攻略サイトが発行するフリーペーパーがあるのだ。それには馬券の買い方、倍率の説明、出場キューイの特徴、騎き乗じよう騎き手しゆの名前、レース展開予想などが書かれている。今回は無料で、三日前から宣伝を兼ねて街の人間に配っていた。

「ブックメーカーの儲もうけと入場料は全部あんたでいい。その代わりペーパーの独占発行だけは攻略サイトがもらうから」

「わかってるよ」

　ハーフやキューイはヴォルグの持ち出しだ。その分も儲けさせてやらねばいけない。

　そのためには目先の金よりもイベントを成功させることだ。そうすれば次につながる。今回は返金率を高くし、まずは客を満足させる。つまりこれは撒まき餌えだ。そうしたら次はペーパーを有料にする。ここで重要なのは独占できること。勝ちキューイ予想新聞は薙なぎ野のにしか発行できないので、利権を独占する薙野に資金が流れ込むはずだ。さらに広告料金を取ったり、裏情報を載のせた特別版を発行したりと……。

「……ふふふ」

　ヴォルグと顔を見合わせて笑ってしまった薙野はすぐに反省する。違う、これは金のためではない。薙野はブックメーカーの出店から離れながら、もう一度確認する。

　一回目なのでレースは八羽立ての五レース。どのレースにもファンネル血統を入れている。半分はパワー系のキューイだ。

　つまりこれは競馬、キューイレースなのだ。

　スピード血統。平和なこの街でそれを生かすにはこれしかないと薙野は考えた。レースギャンブルにおいて必要とされるのはスピードであり勝利だ。そしてもう一つ、スピードそのものを街の人間に見せられれば何かが変わるのでは……。

「一番人気はあの英雄ファンネルの血を継ぐグリセリン！」

　予想屋が声を張り上げている。公園には千人以上の人間が入っていた。最初のイベントとしては上々だ。

　カトレアの屋台も売れ行きが好調のようだ。『金きん羊よう亭てい』にもポスターを貼はってもらい、出店も快く引き受けてくれた。他にもアイスクリームや揚げジャガイモの出店などもある。このイベントを開催するために、色々な多くの人間が協力した。その目的は、ただ一羽のキューイを助けるため。

「もうすぐだね」

　ペーパーを配り終えたアイカが薙野の横に立つ。

　ラッパの音が響き、スタート地点に八羽のキューイが並ぶ。騎手はすべてハーフだ。スピードを競うレースには軽いハーフがふさわしい。

　薙なぎ野のはペーパーを確認しながらそれを見つめる。ファンネル血統は白いゼッケンの一番。少しだけ懐かい疑ぎ的てきなことがあった。ファンネルの血統は本当に速いのか。このレースでスピードをアピールできなければ、その血統は必要とされない。

　元の世界のブラッドレースも、この世界と同じぐらい過か酷こくだ。もしかしたら自分はキューイにとって残ざん酷こくなシステムを作ってしまったのかもしれない。

　速さを競うサラブレットも、負けた馬の末路は悲しいまでに惨めで凄せい惨さんだ。弱い血統は淘とう汰たされ使い捨てられる。遅かったというたった一つの理由で殺処分となる、華やかなレースの闇……。

「私は君を信じている。そしてファンネルも」

　レースのスタートに視線が注がれる中、アイカだけは薙野を向いている。

「きっとうまくいく。だってこんなにみんなで頑張ったんだもん」

「そうかな」

「そうだよ。それに楽しかった。学校のみんなとも協力したの。君の国ではこうやってイベントを作るんだね。君は私の知らないことを教えてくれる」

　なんて純真な目をするのだろうと思う。彼女と見つめ合うと胸の中の不安が消える。この街に愛された彼女が言うのだから大丈夫だ……。

　観衆の視線を集める中、ついに号砲が鳴った。

「ああ……」と、薙野は息を吞のんだ。

　目に映ったのはファンネル血統の風のようなスタートダッシュだった。ファンネルというキューイを見たことはなかったが、たぶんあのように走ったはずだ。英雄の血を継ぐ走りは、薙野の様々な雑念を吹っ飛ばした。

　アイカが飛び跳ねて応援している。

　薙野は思った。たぶんファンネルの血統は続く。何な故ぜならキューイは速く走るために存在する生き物だからだ。そしてそのスピードは観みる者を魅了する。

　運動公園が観衆の大歓声で満たされる。
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《ファンネルの血を継ぐ種しゆ牡ぼキューイは、今三羽いるんだってね》

　妖よう精せいがキノコの椅い子すに座っている。

「ふーん」

　薙野は家の片づけをしていた。収入を得たので廃はい墟きよのような家の掃除を始めたのだ。

《後にさあ、ダーレーアラビアン、バイアリーターク、ゴドルフィンアラビアンのような三大始祖って呼ばれるようになるかもよ》

「お前、詳しいな」

《前の世界では府ふ中ちゆうに五年ほどいたからね》

「……はあ、こんなもんでいいや」

　薙なぎ野のは床を拭ふき終わって一息ついた。

「どうせ窓ガラスもない家だしな」

　この家は二階建てで、二階部分を住居にしていたが、窓にガラスはなく、吹き抜けのアトリウムがあったりと風通しが良すぎるのが難点だった。アトリウムの屋根は漏ろう斗とのようになっており、一階に設置された大きな水がめに雨水が溜たまるようにできている。掃除などはその水を利用していた。

「これがエコか」

　元の世界の学校では、クラスの女子がペットボトルのキャップを集めてエコを語っていたが、真のエコ生活は薙野の目の前にある。

　階段を降りると炊事場やトイレなどがあり、馬小屋が併設されている。

「ほら、卵を産みました」

　フレアが小さな卵を薙野に見せた。いらないというフレアに強引に稼いだ資金を分け与えると、そのお金で彼女はウズラを飼い始めたのだ。ハーフは動物の飼育が好きな種族なのだろう。彼女はてきぱきと馬小屋の掃除をしている。

「なんとかこの世界での生活に慣れてきたな」

　薙野は水がめに虫よけハーブを浮かべながらうなずいた。

《誰か来たよ》

　妖よう精せいが浮かべたハーブの葉っぱの上に立ち外を指さす。

　薙野は外に出て目を丸くした。外に立っていたのはエオリアだった。彼女は薙野からわずかに視線を逸そらして沈ちん黙もくしている。

「ここ、俺の借りてる家なんだ」

「知ってる。アイカに聞いたの」

　しばらく間が空き、エオリアは革袋を差し出した。

「依頼の料金」

「いらないよ。エオリアの依頼じゃないし」

　薙野はすぐそばの木に繫つながれているキューイを見た。彼女のキューイの父親は殺処分を免れた。薙野がペーパーで血統を煽ったことで、種しゆ牡ぼキューイとしての価値が見直されたのだ。実際に金を生み出すキューイでもある。

　レースは継続して開催され、多くのキューイの他、騎き手しゆであるハーフも必要とされた。コロッセオで戦わされていたハーフに別の職業ができた瞬間だった。モンスターと戦うよりも安全な職業を与えてあげられたのではないかと思う。

　全部は助けられなかった。しかし自分の力で助けられた存在もいる……。

「俺は──俺たちは金のためにやったんじゃない。いや、ちょっとは稼いだけど、アイカはキューイのために、そして俺は頼ってくれたアイカのためって、色々な感情が重なってみんなで頑張った。それを金で済まそうとするのか？」

「そんなわけじゃ……」

「俺たちは、ただ純粋に結束した」

　エオリアがうつむく。彼女はこんな時にどうしていいのかわからない。まるで萎しおれた花のように、沈ちん黙もくする弱ったエルフに少しだけ同情した。

「こんな時に使う魔法があるのをエルフは知らないのか？」

　エオリアは魔法と聞いて目を瞬まばたく。

「頭を下げてほしいわけじゃない、金が欲しいわけじゃない。俺が欲しいのはたった一つ、素直で可愛かわいらしい、ありがとうっていう魔法の言葉だ」

　エオリアの唇が震えているのが見えた。唇が動くが空転し声は出ない。そんな仕草に思わずどきりとしてしまう。誇り高いエルフ、その彼女の薄いピンク色の唇から発せられる、お礼の言葉が聞きたいと思ってしまった。

「その魔法が難しかったら、素直で可愛らしいは抜かしてもいいけど？」

「…………」

「もしかして、エルフ語にお礼を意味する言葉がないとか？　ゴブリンの言語にさえもあったのに！」

　薙なぎ野のが驚いた表情を作ると、エオリアはぐっとこぶしを握にぎった。視線をうろうろとさせながら背後のポプラの木に歩み寄ると、木の幹をガツンと殴りつけ、こちらに振り向いた。

「……ファンネルの英霊に代わって感謝の意を表明します」

「う、うん」

　こんなにお礼を言うのが辛つらかったのかと、薙野は動どう揺ようした。

「あと、これは、依頼の料金ではなく受け取ってほしくて……」

　エオリアは金色の髪を揺ゆらめかせながらキューイに近づく。エオリアの怒りを感じ取ったキューイが後ずさっている。と、その後ろにもう一羽がいることに気づいた。

　エオリアがその一羽の手綱を引いてくる。

「あの子の妹なの」

　エオリアが怯おびえている自分のキューイを指さす。目の前の妹のキューイは険悪な雰囲気をものともせずに、キラキラした目を向けている。

「頭を下げるわけでもなく、お金を払うわけでもない。ただ、あなたなら大切にしてくれると思ったから」

　恐る恐る手を伸ばすとキューイは嚙かみついた。

「撫なでてみて」

　薙野は言われるままエオリアの頭を撫でた。さらさらな髪だ。

「私じゃない」

　エオリアが乱暴に手を払いのける。薙野にくしゃくしゃにされた髪を整えながら、むすっとした表情で「そっち」と、キューイに向く。薙なぎ野のは嚙かみつかれている反対側の手でキューイを撫なでてやった。

「好きな名前をつけて可愛かわいがってあげて」

「よろしくな、エオリア」

「絶対に私の名前だけはつけないで」

　エオリアは薙野を睨にらみつけてから、ふっと表情を緩ゆるめ、そして呟つぶやく。

「剣も魔法も使えない。そして優しいだけじゃこの世界では生きていけない。でもね……私はその優しさに助けられたのだと思う」
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「ちょっと混んでますね……」

「うーん」

　薙野はフレアと共にキューイに騎き乗じようしていた。街の道路はキューイが並んでのろのろと歩いている。

「街を通り抜けるにはこの道が一番なんですが、朝の時間は渋滞しますねえ」

「あっちの道は？」

「そこは一方通行の標識があって駄目です。あっちはこの時間帯だと、業者のプレートを下げたキューイしか入れません」

　よく見ると街の路地にはキューイ用の標識が設置されている。自由に走れるのかと思ったが、この世界でも規則でがんじがらめだ。

「好き勝手に乗ったら街で事故が起きますからね。ねえロンシャン」

　手綱を操作しながらフレアがキューイを撫でる。キューイの名前をつけたのは薙野だったが、相変わらず一人で乗ることはできず、フレアを背中から抱くようにしてキューイの背に座っているだけだった。

「なんか世知辛がらいな」

「もう、私の頭の上に顎あごを乗せないでください……あ、動きますよ」

　少しずつスムーズにキューイの列が流れ、速度が上がっていく。

「もう少ししたら街の中心部を抜けますから、ギャロップができます」

「いや、そんなにスピード出さなくていいよ。狭い道だし、街を出てからで」

「スピードを出さないでどうするんですか」

　手綱を握にぎるフレアの表情が変わっている。ハンドルを握ると性格が変わるタイプだ。

「ふふふ、ちゃんとつかまってください」

「待った、待った！」と、薙野は必死でフレアにしがみつく。

　そんな薙野を横目に、フレアはキューイに耳打ちした。

「あなたのご主人様は、剣も使えないし一人じゃキューイにも乗れない。でも優しくて強い人なのよ……」

　キューイが速度を上げた。









５　モンスター×チェス






　それは一体の死体から始まった。

　冒険者たちが街に持ち込んだその死体は、ゴブリンでもコボルトでもなかった。悪臭を発する巨体と硬い皮膚、濁にごった瞳ひとみと大きな牙きば。「オークだ」と、ギルドは確認した。

　十五年ほど前に終結したオーク戦争以来となるオークの出現だった。
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　ギルドは騒然としていた。人でごった返して中にも入れない。

「またオークが出現したようですね」

　人ごみの中からフレアが出てきた。小さい体を利用して中の様子を見てきたのだ。

「一般の依頼は中止され、今あるのはオーク討とう伐ばつだけです。死体を高額で買い取ると」

　ギルド内ではオークの出現場所の情報交換が行われているらしい。オーク討伐の依頼が高額なので冒険者たちは必死だ。

「街ではなく王都からの依頼なのですごい高額なんです」

「とにかく離れよう」

　薙なぎ野のはフレアの手を引きギルドから離れる。活気がすごすぎて会話もままならない。

「それで、ついに王都の軍が到着して、本格的な調査を開始するようです。街の冒険者たちにも参加が呼びかけられ、登録で混乱していたみたいです」

「なるほど、王都の軍か」

「先遣隊として、戦士が百人程度ですが」

　薙野とフレアは街を歩きながら会話する。オーク出現のニュースは街に広まっているものの混乱した様子はない。

「オークを見てみたいな」

　薙野が言うとフレアが怯おびえた表情を見せた。

「フレアはいいからさ」

「行くのならば私もご一緒します。でも決して無理しないでください……」

　フレアが上目づかいにうるうるとした瞳ひとみを向けている。……うーん、この表情にはどうしても弱い。フレアを悲しませる行動だけはやめようと薙野は誓った。

　相談した結果、最低限の装備は調えようということになった。そして向かったのはあの中古武器屋だ。扉とびらを開くといつもの店主が本を読んでいた。

「この店には関係ない話だよ」

　店主は首を振る。オーク討とう伐ばつで武器が売れているようだが、あくまで新品だ。薙野はまだゴブリンとのトレードを続けていたが、徐々にその頻度を減らしていた。だが、それでも経営はどうにか持ち直したようだ。

「今日は客として来たんです」

　薙野はオークと遭そう遇ぐうしたときのために武器をみつくろってもらう。フレアにはブロンズのショートソード、薙野にはミドルソード。

「そのブロンズソードは、前回のオーク戦争で使われた。つまりオークの血を浴びたオークキラーだ」

「オークの血か……。やっぱり俺はいらないかな。剣術なんて習ったことないし」

「持っておくと便利ですよ。採集にも使えますし」

　フレアに言われ、薙野は代金を払った。長い剣のほうがいいかもしれないが、剣を扱ったことのない薙野にはこの長さが限界だ。あまり長い剣は街で持ち歩くには制約があり、この長さの刀身が便利らしい。

「コロッセオも中止みたいですね」

　薙野は剣を腰に下げながら話しかける。

「王都の魔法使いが、討伐にコロッセオのモンスターを使うらしいぞ」

　それを聞いて、薙野はいてもたってもいられなくなった。オーク対連合軍の戦いの趨すう勢せいを自分の目で見る必要がある。その前に情報収集と腹ごしらえをしようと、いつものバルへと向かう。

『金きん羊よう亭てい』はこの時間にしてはにぎわっており、二人は奥の小さなテーブル席に座った。

「ゴブリン問題はオークが元凶だったのかもしれません」

　果汁の炭酸割りを飲みながら、フレアが言う。

「なんでゴブリンはオークのことを言わなかったんだろうか」

「ゴブリンの言葉に、オークという単語がないようなのです」

「交流がなかったからか？」

「いいえ逆です。ゴブリンはオークに虐ぎやく殺さつされた歴史があり、オークという単語を消したのでしょう。代わりに大きな恐怖、などと表現されるようです。と、仲間のハーフが教えてくれました」

　そんなオークが、数日前に街の外に出現した。

　モンスター狩りをしていた冒険者が湿地帯にてオークと遭そう遇ぐうしたらしい。冒険者側にも被害が出たが、相手は一体だったのでオークを殺すことができた。しかしオークの出現は街を混乱に陥らせ、その後も目撃が続いている。

「そんなに恐ろしいものなのかね」

　薙なぎ野のはリンゴのタルトを口に運ぶ。前の世界では甘いものは得意ではなかったが、この世界に来てからはとてもおいしく感じられる。フレアもタルトを食べながらにこにこしている。

「戦争のトラウマでしょうね。この街は最前線の防衛拠きよ点てんでしたから」

「また戦争が起こるのか？」

「心配いりません。もともとオークは絶滅したわけではなく、森の奥の古代の遺跡や、ダンジョンの奥深くに落ち延びていたのです。そんな奥地からたまたま出てきたのでしょう」

　そう言いつつも、フレアの顔からは笑顔が消えていた。ハーフという種族の間でも、オークは口にするだけでも禍まが々まがしいとされる存在らしい。ずっとオークの家畜として支配された歴史があるからだ。

　もしも戦争になったら、自分はこの街を守れるのだろうか。いや、目の前のフレアを守ってやることも危うい。

「大丈夫よ、ギルドが冒険者の防衛隊を編成してるし、王都から軍の一部も派遣されるらしいし。それに王都からの軍が来ればこのバルにも恩恵があるから」

　ウエイトレスのカトレアの表情は明るかったが、気丈に振る舞っているようにも見えた。

「王都からの調査隊もいるしな」

　エオリアたちはこれも予測していたのだろうか。

「それに、名高い『攻略サイト』もあるしね」

　カトレアはくすっと笑う。さらなるオークが出現したとして、自分にできることはあるだろうか。

「アイカは治療所に通ってて、他の三人で様子を見に行くみたい。オークの集団を発見したとかで、王都の軍が東の荒れ地に向かったから」

　薙野は腰に下げた剣を見る。こんな時に剣すら使えない自分がもどかしい。オークを倒したいとは言わない。せめて自分を守れることぐらいできたなら……。
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「うわー、や～ら～れ～た～！」

　薙なぎ野のは腹を押さえて膝ひざをつく。さらに斬きりつけられ、悲鳴を上げて地面をのたうち回る。

「俺の負けだ……」

　ガクッと力尽きる薙野の横で、剣を持ったフレアが飛び跳ねている。

「さすがですナギ様！　斬られ方もお上手！」

　身を起こした薙野は、フレアに褒められ頭をかく。

「フレアの斬り方がうまいんだよ」

「いえいえ、まるで血が噴き出しているかのように見えましたよ」

　きゃっきゃと二人ではしゃいでいると怒ど号ごうが飛んだ。

「全然さすがじゃない！」

　腕を組んで憤慨しているのはアイカだった。

「フレアちゃんも甘やかさない！」

　アイカに怒鳴られ、薙野とフレアは首をすくめる。

　二人は街の空き地でアイカに剣術を教えてもらっていたのだ。とくに薙野は剣を使ったことがないのでコーチが必要だった。

「剣を使うってことは、自分も死ぬかもしれない状況なのよ」

　幾多もの死線をくぐり抜けてきたらしいアイカは厳しかった。

「フレアちゃんはまだしも、君はモンスターに襲おそわれたらどうするの？」

　アイカに怒られ薙野はしゅんとする。

「あの、ナギ様は精神的に弱いところがあるので、褒めて伸ばしたほうが……」

「そういう優しさはナギノのためにならないんだよ」

　アイカは大きく溜ため息いきを吐ついている。薙野は気軽に剣術を教わろうとしたことを後悔していた。思った以上に彼女はスパルタだった。

「じゃあ、もう一度フレアちゃんとナギノでやってみて」

　これ以上アイカを怒らせないように、薙野はフレアと向かい合う。もちろん剣は練習用の木刀だ。怪け我がをしないように綿が巻かれている。

「うーん、違うなあ」アイカはすでに不満顔だ。「もっと本気でやって。練習だと思わずに、相手を憎むぐらいな感じで」

「そんなこと言われてもなあ」

　薙野とフレアは困こん惑わくしながら見つめ合う。たとえ練習用の剣であっても、フレア相手に本気で打ちこむことはできなかった。フレアも同様らしい。

「じゃあ、まず剣を使わずに、お互いを敵だと思うことから始めて。へらへら笑うのはなし。慣れあったら今度こそ本気で怒るからね」

「ナギ様、やりましょう。練習で辛つらい思いをするよりも、ナギ様がモンスターに襲おそわれて怪け我がをするほうが悲しいですから」

　確かにそうだ。この残ざん酷こくな世界で生き残るには剣術は必須だ。

　薙なぎ野のはフレアと向かい合って睨にらみつける。

「そう、もっと相手を威い嚇かくして！」

　アイカに促うながされ、フレアが薙野を突き飛ばした。よろめいた薙野は思わず尻しり餅もちをつく。

「助けない！」駆かけ寄ろうとしたフレアをアイカが制する。「さらに威嚇して！」

　立ち上がった薙野を、フレアは再び突き飛ばした。フレアは本気だった。だったらこっちもそれに応えるのが礼儀だ──。

　薙野はフレアの前に立つと、彼女の服の裾すそをめくってやった。「あっ、あー」と、焦あせったフレアは裾を押さえてしゃがみ込む。そんなフレアにさらに追撃する。

「野菜を食えとか、ワインを飲みすぎるなとか、いつも口うるさい！」

　薙野はフレアを睨みつけながら叫んだ。

「世話焼き！　泣き虫！　ちょいエロ！」

　目にうるうると涙が溜たまり、フレアはすでに半べそ状態だ。彼女は目を擦こすって睨み返してきたので、薙野は身構える。

「キューイにも乗れない！　ウサギも捌さばけない！　たまに私をエッチな目で見る！」

　フレアの怒ど号ごうに薙野は固まった。

「自じ堕だ落らくな生活！　甲か斐い性しようなし！　打たれ弱い！　一人じゃ何もできない無能！」

　薙野はガクッと膝ひざをついた。必死で涙をこらえる。フレアはこんなことを思っていたのだと体が震える……。

「わあ、ごめんなさい。噓うそです、事実かもしれないけど噓です！」

　フレアが駆け寄り、涙をこらえる薙野を抱きしめる。薙野はぐっと唇をかみしめながら彼女の胸に顔をうずめた。

「アイカさん、あんまりです！」

「え、え、私？　別にそこまで憎しみ合えって言ってないよ？」

「剣を使えなくてもいいんです。私が守ってあげますから」

　これでいいのかと思ったが、薙野はフレアに抱かれるままうなずいた。こうなったら、余計なことを考えずにフレアに守られることにしよう……。

「頼りないところもひっくるめて、私はナギ様のことが大好です！」

「俺も甘やかしてくれるフレアが好きだ！」

「やめて！　私はそんなやり取り見にきたんじゃないの」

　アイカは呆あきれた様子で叫び、自ら剣を握にぎった。

「じゃあ二人がかりで私にかかってきて。この頭の花を取ったら二人の勝ち。全力で打ちこんできていいからね」












　アイカは引き抜いた花を自分の髪にさした。

「私は教えを請われた責任があるからね。花を取られるまで帰さない」

「でも、アイカはまだ怪け我がが……」

「ほぼ完治してるし、それを心配するんだったら、さっさと花を奪って」

　アイカは険しい表情だ。花を奪うまで帰れそうになかった。薙なぎ野のはフレアにひそひそと耳打ちしてから剣を握にぎった。

　薙野はじりじりとアイカとの距離を詰める。しかし素人目に見てもアイカには隙すきがない。普段はおっとりとした少女なのだが、視線にも動きにもまったく無駄がない。

　それでも薙野は強引に突っ込む。が、当然のごとくアイカの剣が小手に決まって、薙野は剣を落としてうずくまる。

「あー、骨が……」

　薙野が大げさに叫ぶと、アイカが驚いた顔をする。

「え、そんなに力を入れなかったんだけど」

　油断したアイカに薙野はタックルする。両足を取ってアイカをずてんと転ばせた。

「きゃっ」

　悲鳴を上げるアイカにフレアが駆かけ寄り花を奪い取る。啞あ然ぜんとするアイカを残して、薙野はフレアと共に空き地から逃げだした。
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「オーク戦争とは、人間を中心に多種族でまとまってオークと戦った戦争のことです」

　薙なぎ野のはフレアと共にキューイの背に乗り走っていた。

「敵はオークだけでなく、サイクロプスやガーゴイルなども出現したと言われており、それは凄せい惨さんな戦争だったとされています……」

　薙野たちは東の荒れ地を目指して走る。王都の軍と冒険者の連合軍がその場所に集まっているという情報を得たのだ。

　人間よりも頑丈な体を持ち、剣を使いこなすこともできる。獰どう猛もうで残虐な生物。そんなモンスターとどう戦うのか。もしもあの街で戦争が起こったらどうなるのか。

「あ、あそこに」

　手綱を握にぎりながらフレアが指をさす。遠くに人々の姿が見える。岩陰などに隠れながら様子を窺うかがっているようだ。中央に陣を張っているのは王都の軍だ。白ベースに金の装飾といった目立つ鎧よろいの戦士たちが並んでいる。

「……この辺で様子を見ましょう」

　フレアは小高い丘に上がってキューイを停めた。

「シルビアたちはどこだ？」

　堂々と陣を構える王都の軍と違い、冒険者たちは物陰に潜ひそんでいる。ここからではシルビアたち三人を見つけることはできない。オークを挑発するためか、陣の前にオークの死体が吊つるされている。

「あっ、あそこを！」

　フレアが指さした方向を見て薙野は目を見張る。

　そこには隊列を組んだ何者かの姿が見えた。人間かと思ったが違う。鎧を着こみ剣を握ったそれはオークだった。武器を扱い隊列を組む程度の知能を有するのだ。それにしてもなんという巨体だ。二メートル以上の身長は確実にある。

「あんなにいるのか……」

　ざっと二十匹ほどか。それを見た王都の軍も迎撃の陣形を取る。数の上では人間側のほうが断然に多い。それでも人間はオークに勝てるのだろうか？

　ずっと平和が続いていた。この街で生死をかけた戦いを行っているのは、コロッセオの剣闘士や剣けん奴どぐらいのものだ。

　オークを目にしたフレアの体が震えはじめた。ハーフにとってオークは本能的に恐怖を感じるまでの存在なのだ。薙野はフレアを背中からきつく抱きしめてやる。

「負けません。オーク戦争の時とは違います」

　フレアの言葉は自分に言い聞かせているような気がした。

「うわ……」

　再び戦場に視線を向けて薙野は呻うめく。見たのはあの怪物だった。胴体はライオン、サソリの尾、蝙こう蝠もりの翼を持つマンティコアが岩陰から出現した。

「魔法で操っています」

　あれはコロッセオのマンティコアだ。つまりそのモンスターは人間サイドの戦力だ。イライラしているのか前脚の鉤かぎ爪づめで土を引っかいている。オークを前にすでに戦闘態勢に入っていた。

　戦いはすぐに始まった。目をらんらんと光らせたマンティコアが走りだす。一気にオークの陣形に突っ込み──蹴け散ちらした。

　オークの陣形が崩壊し、さらに王都の軍隊、そして冒険者たちが追撃する。オークの攻撃は統制された王都の軍の前には通じない。逃げだしたオークも隠れていた冒険者たちの奇襲を受ける。

　戦いは一瞬で終わった。オークたちは逃げることもできず全滅してしまった。

「すごいな。昔とは違うということか」

　辺へん境きように落ち延びていたオークと違い、人間サイドは魔法などを取り入れ強大な力を手に入れている。どの世界でも時代に乗り遅れた種は絶滅する。同じくオークという存在は過去のものとなり下がった。

　冒険者たちが雄たけびを上げて、オークの首を落としている。街の勝利の光景だった。

「俺たちの出番はないようだな」

　薙なぎ野のはフレアとキューイに乗って街へと引き返した。
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「あ、ナギノさんじゃないですか？」

　シルビアは小高い丘に視線をやる。

「どこ？」

　ベロニカが視線を向けるが、すでに姿は消えている。

「……さっきまでいたのですが」

「剣も使えないのに来ないっしょ」

「剣士じゃなくても、頼りになる人だと思いますよ」

　シルビアは刀の血を拭ぬぐう。怪け我がが完治してないアイカを除く三人、シルビア、ベロニカ、リリスは冒険者として戦いに参加していた。だが、瀕ひん死しのオークにとどめを刺さしただけで、交戦はなかった。王都の軍、そして魔法の効果は絶大だった。コロッセオのマンティコアはオークの死体を食っている。獰どう猛もうなモンスターを操る魔法を使っているらしい。

「戻ったらナギノさんに相談しましょうか？」

「オークなんて剣で倒す以外に方法はないじゃん」

「話を聞いてもらうだけでも安心しますから」

「ふーん、シルビアが男と仲良くするなんて珍しいな」

　ベロニカが疑わしげな視線をシルビアに向けている。

「ねえ、王都の軍はもう少しここにいるって！　どうする？」

　通達を受けたリリスがこちらに走ってきた。

「もう帰りますか。私たちの出番はありませんし、アイカも心配しています」

　参加すると言い張ったアイカを無理やり街に置いてきたのだ。

「なんかおかしいな」

　ベロニカが王都の軍に視線を向けている。変化がないように見えるが、少しだけ陣形を変えている。

「縦列っぽい陣形ですね。街に戻るのか……」

　その時、マンティコアが吠ほえた。そのか細い咆ほう哮こうに顔を見合わせる。マンティコアは落ち着かない様子で頭を動かし、サソリの尾を後ろ脚で挟んでいる。

「怯おびえてる」

　わずかに振動を感じた。異変を感じた冒険者たちも周囲を警戒する。シルビアが刀を握にぎりなおした時、咆哮が響き渡った。

　空気をびりびりと振動させたその声は、コロッセオのマンティコアではなかった。

「わああ……」

　ベロニカが後ずさる。荒れ地奥の森からのそりと姿を現したのはマンティコアだった。それもコロッセオのマンティコアよりも一回り以上大きい。前脚の隆起した筋肉、サーベルのような爪つめ、炎のような真っ赤な両眼。不機嫌そうにサソリの尻尾しつぽを振り、森の樹木が音を立ててなぎ倒された。再び雷鳴のような咆哮が響き、リリスが腰を抜かしてへたり込んだ。

「野生のマンティコア？　……いえ、違います」

　あのような巨大なマンティコアがこの周辺にいるはずがない。だとしたら、どういうことだ。まさか魔法で……。

「逃げる用意をしてください」

　シルビアはベロニカとリリスに向き直り装備をまとめる。そんな間に巨大なマンティコアがこちらに迫ってくる。見えたのは二頭のマンティコアが激突する場面だった。

「ああっ」

　シルビアは目の前の光景に顔を歪ゆがめる。喉元に食いつかれ、か細いうめき声を上げているのは、コロッセオのマンティコアだった。人間に飼い慣らされていたモンスターでは相手にならない。

　骨の砕ける音が響き小さなマンティコアが崩くずれ落おちた。

「陣形だ！　迎撃の陣形を組め！」

　冒険者が声を張り上げる。巨大なモンスターといえども対抗策はある。声に冒険者たちは巨大モンスター用の陣形を組み始める。

「逃げるよりも、迎撃に協力しましょう」

　ギルドが用意した対巨大モンスター用の長なが槍やりがこの場に持ち込まれている。その槍で防壁を組めばマンティコアといえども攻めあぐねるはずだ。その隙すきに後方から弓で援護をする。そうすれば撃げき退たいできる──。

　その時、シルビアは魔法使いの杖つえが光を帯びていることに気づいた。

　シルビアが伏せた瞬間、稲光のように周囲が光った。そしてその光はマンティコアを混乱させたが、同時に冒険者たちの目もくらませた。

　シルビアは必死に頭を振って視界を確保する。状況を把は握あくして背筋が凍りついた。

「ああ……」

　混乱したマンティコアが、冒険者たちの陣形に突っ込んでいた。視界を奪われた冒険者たちは、虫のようにマンティコアに蹴け散ちらされる。鋭い爪つめに引き裂かれ、踏みつぶされ、頭を食いちぎられる……。

　シルビアの横では、ベロニカとリリスが強烈な光を浴びてしゃがみ込んでいた。

「立ちなさい、そして走って！」

　シルビアはそんな二人を一喝する。

「目が……」

　二人は視力が戻らずにふらついている。そばに冒険者のものだろうキューイがいることに気づいた。シルビアは二人を引っ張るとキューイに乗せる。焦あせるな、こんな時こそ落ち着け……。

「手綱を放さないでください。絶対に振り向いちゃいけない」

　二人が乗ったことを確認すると刀でキューイの尻を叩たたく。キューイは二人を乗せて走りだした。キューイのしっかりした足取りを見てシルビアは小さく笑った。

「……アイカをお願いします」

　シルビアは二人を見送ると刀を握にぎって振り向く。

　迷走するマンティコアが寸前まで迫っていた。
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　あれから一晩明けた街は混乱していた。

　組織された防衛隊が崩壊し、多くの死傷者を出したとのことだった。

　王都の軍には被害が出なかったが、街の施設に閉じこもり市民への説明はなされなかった。混乱を予期してかギルドは閉鎖されていた。

　様々な噂うわさが交こう錯さくしていた。そしてその噂のうち一つは、薙なぎ野のにも関連するものだった。

　薙野とフレアは芝しば生ふを歩いていた。

　大理石のプレートが並んでいるそこは墓地だ。黄昏たそがれの墓地には重々しい空気が淀よどんでいる。人々の死を受け止める場所なのだ。

　プレートの前に佇たたずむ人影が見えた。石像のように身じろぎせず立ち尽くしている。風が吹き、垂れ下がるお下げ髪が揺ゆれた。石碑のプレートの前に立っているアイカは、薙なぎ野のが近寄っても身じろぎしない。

　薙野は声をかけることもできずにプレートに近づいた。プレートにはシルビアの名前が彫られている。フレアが膝ひざをついて花を置いた。

「冒険者のほとんどは、ギルドに登録したと同時にお墓を作るの。いつ死ぬかわからないから」

　アイカは墓に視線を向けたまま呟つぶやいた。

「死体はまだ戻ってこない」

　東の荒れ地にはオークたちの姿があるようだ。攻めてくる様子は見せていないが、冒険者たちも東の荒れ地には入れない。死体などが転がったままだが、その中に生存者はいないとギルドが宣言した。つまり街に戻ってこない者は死んだ。

　周囲を見ると他にも人影があった。あの戦いで多くの死者が出たのだ。元の世界では死は遠いところにあったが、ここではすぐ隣となりに存在する。

「私が一緒に行ってれば……」

　アイカは涙も流さずに突っ立っていた。怒りや悲しみなど強烈な感情を無理やり胸に押し込められたような姿だった。

「他の二人は？」

「怪け我がはしてない。でも、責任を感じて……」

　薙野はシルビアの墓を見つめる。彼女にもう会うことができない。たとえ魔法が存在しようとも、死を覆くつがえすことはできないのだ。知らない街でできた友人の死。胸を搔かきむしりたい衝動に駆かられたが必死に耐える。横にいるアイカのほうが苦しいはずだ。

「アイカは、これからどうするんだ？」

「もちろん戦う。相手がオークでもマンティコアでも、たとえ魔法でも。私はこの街を守るために剣を振るう」

　表情は静かだったが、口調には決意が込められていた。彼女は誰にも止められない。シルビアの意志を継いで街を守るために戦うことだろう。

「逃げたほうがいいわ」

　振り向くと、エオリアが立っていた。

「この街の戦力ではどうにもならないから」

　エオリアはシルビアの墓の前に膝をつくと、ユリの花を置いた。

「王都の軍は何をしていた？　街の冒険者たちを守らずに逃げ帰ってきたのか？」

「そうよ」

　エオリアは薙野の言葉を平然と受け止める。

「そういうときこそ、軍が守るべきじゃないのか？」

「やめて」アイカに言葉を遮さえぎられる。「エオリアを責めてもシルビアは戻らない」

「……だとしても、本当の理由を話すべきだ」

　しばらくしてエオリアは立ち上がった。

「敵はモンスターを魔法で操っている」

　やはり魔法が使われているのだ。

「王都の魔法使いも操っていただろ」

「相手は一度に十体以上も操っていることがわかった。そして、その魔法はなんであるか判明していない。古いにしえの魔法の文献までも調べたけど見つかってない」

「王都の軍の対策は？」

　エオリアはしばらく沈ちん黙もくしてから口を開く。

「先ほど軍の撤てつ退たいが決まったの。派遣された魔法使いも先遣隊も王都に戻る。そして私も」

「この街を捨てるというの？」

　アイカが声を絞り出す。

「王都にて守備を固めるとの方針になったの」

　薙なぎ野のは素早い王都の対応が気になった。真っ先にエオリアたちの調査隊を送り込んだこと、そして軍の先遣隊を送り、さらにあっさりと撤退すること。

「……王都は敵の正体を知っているんだな」

　素早さの理由は調査ではなく確認だったからではないか。エオリアは薙野の視線を受けて沈黙している。

「ねえ、エオリア。私たちは王都の調査隊に協力した。私たちは街のガーディアンでもあるから危険は受け入れているし、シルビアの死も悲しいけど恨んではいない。でも、本当のことを言ってほしい」

　アイカはすっと顔を上げた。静かな表情だったが視線は鋭い。

「でなければ、私はシルビアの敵を、今とらなきゃいけない」

　アイカの右手が剣の柄つかに添そえられた。アイカは本気だ。今の彼女は一人の剣士としての表情を見せている。

「……魔王の正体は王都が作りだしたものなの」

　魔王は遺跡に封印されたとされているが、それは単なる噂うわさだったはずだ。

　エオリアは語り始める。

　──それはまだ人間とエルフとの交流がない時代の話。

　一人の人間がエルフの郷さとに流れ着いた。その人間の男はエルフも知らない遠い国から来たと言った。その男は剣も魔法も使えなかったが、様々な知識を持っていた。そのために、しばらくエルフの郷で暮らすことになった。

　怪け我がをしていたために一人のエルフが世話役を買ってでたのだが、彼女はとても魔法に長たけた者だった。

　人間の男をいつまでも郷に置くわけにはいかず、男は治療が終わると世話役のエルフの案内で人間の街に送られた。男が送られた街は長年の戦争で疲弊していた。心を痛めたエルフは魔法を使って街の人々を救うことを選択し、少しだけ街に滞在することになる。

「そして彼女はそのまま街に囚とらわれた。人間に魔法の力を利用されたの」

　それから数年後、力を取り戻した街は、他種族や周囲のモンスターを攻撃し、さらには別の都市の人間を攻撃し始めた。

　力をつけた都市は、その後王都となる。

　王都の力の源はエルフの魔法だった。そして王都の人間は、そのエルフの魔法の力を恐れ始めた。魔法はそれほどに強大だったからだ。そして王都の人間たちはエルフを殺す選択をする……。

　しかし傷を負いながらもエルフは魔法の力によって逃げのびた。

　手負いの魔法使いは復ふく讐しゆうを誓った。自らの魂を闇に売り、エルフはオークなどの凶悪なモンスターを率いて人間を襲おそい始めた。

「それが二十年前に始まったオーク戦争なの。その後、人間を中心に多種族で協力して戦い、闇のエルフを追い詰めたのだけど、彼女は自らに石化の魔法をかけた。石は金剛石よりも硬く、どんな魔法も通じない。しかし強力すぎる魔法ゆえに、石化が解けることはないと判断された」

　そして彼女は放置された。その場所が禁断の遺跡なのだ。王都は魔法使いを、歴史の闇ごとこの街の辺へん境きように放置したということだ。

「だけど、その魔法使いが復活した」

　そして再び人間に牙きばをむこうとしている。

「……戦争の最前線だったこの街を復興させるために、王都が援助してくれていると思っていた。傷ついた街のためを思ってだと。でも違ったの？　この街は王都の闇が流出しないか見張るために存在したというの？」

　アイカが暮れた空を見上げている。王都に利用され続けた歴史がこの街にはあったのだ。

「ねえ、王都は私たちの街を助けてくれないの？」

「オークであろうと私たちは戦える。でも、魔法はどうにもならない」

「エオリアも魔法は使えるんでしょ？」

「所しよ詮せん弱い魔法だわ。自分の体に干渉する程度の……。それに強い魔法が使えたとしても、未知なる魔法に対するには慎重さが求められる。だから魔法使いが多くいる王都で対策を練ることになったの」

「それでこの街は捨てられた？　モンスターの拠きよ点てんとして明け渡すの？」

　闇の魔法使いは、オーク戦争の最前線基地だったこの街を奪おうとしている。この街を拠点に王都と戦う気なのだ。

「アイカ……」

　アイカはエオリアの手を振り払った。

「たとえ魔法が相手でも私は戦う。だって、この街は一人になった私を育ててくれた場所だから。そんな場所を捨てることはできない。だから……」

　アイカはこちらに向き直ると、薙なぎ野のの胸に手を添そえる。

「助けてよ。私を──私たちの街を助けて」

　アイカは涙を流しながら薙なぎ野のに訴える。目の前にいる少女はなんて弱々しく泣くのだろう。震える彼女を抱きしめてやりたい、彼女の悲しみを取り除いてやりたいと強く思う。しかし薙野はアイカを支えてやることはできなかった。剣と魔法の戦いに薙野が協力できるものはなにもない。無責任に希望を与えることはできない……。

「そっか……」

　アイカは絶望的に空を見上げ、薙野から離れた。

「私はシルビアが最後まで誇り高く勇ゆう敢かんに戦ったと信じている。だからこそ逃げることはできない。私がその意志を継がなきゃいけないの」

　アイカはシルビアの墓に視線を投げてから、薙野とエオリアに背を向けた。歩き去るアイカを止める術すべは何もない……。

　しかし薙野はアイカの手をつかんでいた。ここで彼女の手を放せば二度と会えない気がした。シルビアの後を追わせるわけにはいかない。

「離してよ」

　だがアイカは抗あらがわずに、薙野に手を握にぎられたままうつむく。

　どうすればいい？　どうすればこの問題を解決できる……。

　エオリアは空を見上げていた。空を見ていた彼女の視線が動いている。つられて上を向くと光の粒が飛んでいた。──妖よう精せいだった。

　妖精が旋回しながら降りてくる。

《方法はある》

　妖精が薙野の前でホバリングする。いつもの妖精とは違い、何な故ぜか寒気を感じた。

「お前に何ができる？」

　薙野は、アイカの手を握ったまま妖精を見つめた。

《私は──あの魔法の正体を知っている》

　十体以上ものモンスターを操る魔法のことだ。

《異世界から来た君が、本当にこの世界を救おうとするのなら協力してもいい》

　妖精はくすっと笑った。

「俺は受け入れてくれた街と、友人たちを守りたい」

「ナギノ？」

　妖精の声が聞こえないアイカは、不思議そうに薙野を見つめている。

《いいわ。でも当然ながらリスクもある。君が闇の魔法使いと戦うことになるのだから》

　妖精を見て思った。目の前の彼女はただの情報の結晶なのだ。ずっと薙野のそばにいるのは心を許しているからではない。そして薙野を助けようとする感情などもない。

「それでいい」

　薙野の心は決まっていた。たとえ危険があったとしても──。
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　さらに一日が経過した。大規模な交戦が起こらないまま時間が過ぎる。

　そんな中、王都の先遣隊が帰還していく。

　それを見て街から避難する人間も現れた。再びこの街がモンスターとの戦争の最前線となることを察したのだ。だが、最前線基地ではなく、すでに捨てられたという事実を住人はまだ知らない。

　それでも冒険者を中心としたほとんどの街の人間たちは、モンスターとの戦いを選択した。街の防壁で武器を握にぎっている。交戦は起こっていないが、もしも人間側が敗北すれば、同時にこの街の崩壊も決定づけられる。

　朝の街はいつもの霧に覆おおわれている。しかしその霧はいつもよりも濃かった……。

《魔法とは──平方根のようなもの》

　薙なぎ野のはアイカ、フレアと共に街を歩いていた。人ひと気けのない街は静まり返っている。周囲を警戒するアイカの横で、妖よう精せいが悠然と飛んでいる。

《ある数の二乗であるＸを求めるのは容易たやすい。でも逆は困難。Ｘの平方根を求めるには、根気よく数字を探していかねばならないから》

「魔法も同じということか」

《複雑な魔法ほど数値が大きくなり、作った者以外には介入がしにくいということ。だけど、数式を知っていれば簡単に介入できるともいえる》

「つまり、お前はあの魔法に介入できるんだな」

　あの魔法。モンスターを同時に十体以上も操れる強力な魔法のことだ。王都の魔法使いがマンティコアを操ったが、その一体で限界だったらしい。

「闇の魔法使いの魔力が、王都の魔法使いの力の十数倍あるということか」

《さっきも言ったようにそれは違う。複雑な数式を使ってそうしているだけ。複雑な数値故に応用が効かないともいえる》

　薙野は妖精と対話しながら霧の街を歩く。アイカもフレアもそんな薙野に何も言わずに横を歩いている。薙野の近くには見えない何かがいるのだと察しているようだ。

《おそらく荒れ地などで冒険者と対たい峙じしているオークは、操作されているわけではない。闇の魔法使いが街を混乱させ、それに乗じて攻撃しようと考えている》

「魔法使いは、街が混乱するのを待っているのか？」

　だとしたらその方法は何だ？　直接操作するモンスターを使って何かをするつもりか。

「冒険者たちは街の外のモンスターを警戒してますが、この街にもモンスターがいます」

　そう言ったのはフレアだった。フレアは置いていきたかったのだが、彼女は頑として薙野のそばから離れようとしない。

「街の中のモンスターか」

　予想はついていた。この街には多くのモンスターを抱え込む容器がある。

　妖よう精せいが飛んでいく先を見ると、霧の中から巨大なフォルムが出現した。それはコロッセオだった。

　コロッセオの内部には、ゴブリンをはじめとする多くのモンスターが存在する。もしも、それらが街に放たれれば、街は外と中からモンスターの挟み撃ちになってしまう。

「ただ、モンスターの管理は厳重です。ハーフたちも守っていますし、コロッセオを壊すことでもしない限り、モンスターは逃走できません」

　羽音が聞こえた。顔を上げると霧の中を飛ぶ影が見えた。その影はコロッセオに……。

　薙なぎ野のはコロッセオへと走った。この濃い霧にまぎれてモンスターをコロッセオに運ぶ、という方法は通常では不可能だ。知能の低いモンスターを、静かに歩かせることは不可能だからだ。しかし魔法を使えば……。

　薙野たちは階段を駆かけ上がり通路を抜けてコロッセオの内部へ進む。直接アリーナへ走り込んだ薙野は啞あ然ぜんと立ち止まった。

「ああ……」

　やはりアリーナにモンスターの姿があった。ゴブリンがいる。そして球体のような石を抱えているのはガーゴイルだ。その石を見て薙野は思い出した。あれは遺跡でも見た……。

「爆発石か」

　爆発石を使ってコロッセオを破壊するつもりなのだ。

　止めねばならない。しかしどうやって？　自分にはモンスターを倒す力などない。横でアイカが剣を抜いたが、彼女一人ではどうにもならない。

「ナギ様」

　フレアが薙野の手をつかむ。視線の先を見て息を吞のむ。霧がほんの少しだけ晴れて見えたのは、コロッセオの壁かべの天井にいるマンティコアの姿だった。マンティコアが吠ほえ、アリーナの空気が震動した。

「下がって」

　薙野の背後から姿を現したのはエオリアだった。薙野たちの後をつけていたようだ。

「大丈夫、モンスターは魔法で操られている。だから指示がない限り襲おそってこない」

　エオリアは霧のコロッセオに視線をさまよわせ、その一点で留めた。

「それよりも……」

　コロッセオの霧が晴れていく。見えたのは光のベールを身にまとったかのような女性だった。──エルフだ。

「やっぱり君だったか」

　あの遺跡で目にした銀髪のエルフだった。彼女がオーク戦争の発端となり、遺跡に封印されていた魔法使いなのだ。

「古いにしえの魔法使いですね」エオリアが彼女と対たい峙じする。「人間に利用され裏切られた苦しみはわかります。ですが、ここは退いてください」

　銀髪のエルフは、エオリアの視線を受け止め小さく笑った。

「エルフの間では、そのように伝わっていますか」

「話し合いはできるか？　お前は何が目的だ？」

　薙なぎ野のは二人に割って入った。

「私の目的は復ふく讐しゆうですよ」

　やはりそうなのだ。使い捨てられた人間に復讐を誓っている。

「でも、少しだけ違います。私の復讐ではありません。──彼の復讐なのです」

　魔法使いの視線は薙野に向けられていた。

「別の世界から来た彼は、私の知らないことを教えてくれました。その国の遊戯やパズルや食事など……」

　別の世界という単語が気になった。他の国ではなく別の世界……。

「彼は魔法で私を包むわけでもなく、鉄の剣で牙きばを砕くわけでもなく、ただ私を優しく扱ってくれました。魔法使いでもなくエルフでもなく、一人の女性として扱ってくれました。私が彼と一緒に街に行ったのは自らの意思なのです」

　振り向くとエオリアの表情が曇っていた。エルフは続ける。

「しかしエルフの郷さとの長おさは私と彼の間を引き裂こうとしました。私の魔法が人間側に流出するのを恐れたのでしょう……」

　うつむくエルフを見てはっとする。彼女の頰ほおに涙が流れていた。

「だから、エルフの長は人間と結託して……彼を殺したのです」

　エルフの魔法使いの行動は、大切な人間のための利他的な復讐だったのだ。そして、エルフの郷はそんな彼女の行動を恣し意い的てきに改変し隠していた。

「私は彼を愛してました」

　彼女が顔を上げると、両眼が真っ赤に光っていた。銀髪がゆらゆらと揺ゆれている。彼女の怒りは風化していない。

《昔、おそらく君の他にこの世界に飛んできた人間がいる。彼女が助けたのは、君と同じ世界にいた人間ね》

　妖よう精せいが言った。だからこの世界に論理パズルなど、元の世界の形跡があったのだ。

　コロッセオの天井から、マンティコアがアリーナへ飛び降りた。モンスターの両眼はすでにこちらを捉とらえている。それを見てエオリアは剣を抜く。アイカとフレアも、薙野を守るようにして前に出た。

　エルフの魔法剣士はマンティコアに勝てるのか。いや、あちらにはマンティコアだけでなく、ガーゴイルやオークがいる。

《私はその魔法の数式を知っている》

　妖精が薙野の肩に座りながら言った。

《チェスの情報と魔法を融合させたのね。戦争シミュレーションのような魔法になっている。つまり本来はモンスターを操る魔法ではなく、ゲームである》

　──チェス。モンスターはチェスの駒こまということか。

《モンスターをチェスの駒こまとして操っている。でも本来なら移動にも制約がある。ゲームだからね。でも、それがないのは対戦相手がいないから》

「つまり、止めるにはゲームに参加しろということか」

　それは複雑な数式の穴だ。複雑ゆえに多くの制約が存在する。薙なぎ野のがゲームに参加した場合、魔法使いはそれを拒否できない。モンスターを自由に動かすには、まずゲームに勝たねばならない。

「その異世界の彼が戦うというの？　この魔法に介入する目的はなんです？」

　魔法使いの視線は、妖よう精せいをはっきりと捉とらえていた。

《面白そうだから》

　妖精は平然と笑った。

「お前はそんな理由で……」

《言っておくけど、私は誰の味方でもない。君のそばにいるのは、ただ面白そうだったから。ただそれだけなのよ。君が敗北し死んだとしても、痛める心を持っていない》

　肩に座る妖精は薙野を翻ほん弄ろうした災いの根源だ。……それでも、この街を救うには方法は一つしかない。

「面白いものが見たいんだったら、早く魔法に介入しろ」

《それには準備が必要よ。チェスに駒が必要であるように、この戦いにも駒となるモンスターが必要。用意を始めて》

　妖精が耳元で囁ささやいた。──モンスターの準備だと？　確かにチェスに参加するには駒が必要だ。

「アイカ」

　薙野はアイカとフレアに振り返る。ここはコロッセオだ。駒となるモンスターは存在する。薙野は二人に耳打ちし、コロッセオの中へと走らせた。

「魔法に介入する前に、彼を殺せますよ」

　魔法使いが指を立てると、マンティコアがこちらを向いた。

「その前にあなたを殺すわ」

　エオリアが一歩だけ魔法使いとの距離を詰めた。エオリアの剣は魔法使いに通じるのか。魔法使いに傷を負わせたとしても爆発石はどうなるのか。さらに街に獰どう猛もうなモンスターが解き放たれてしまったら……。

《ゲームで決着をつけるべきね。そのほうがお互いに利益が高い》

　妖精が魔法使いを指さす。

《この魔法に介入できるのは、あなた以外には私だけ。もしもゲームでこの人間が負けたのならば、私はあなたの味方になってこの世界を混こん沌とんに導く協力をする》

　続いて妖精は薙野に向いた。

《この人間が勝てば、今回は退きなさい。そして、もう少しだけ君のそばにいてあげる》

　薙野は魔法使いと対たい峙じした。負ければ妖精は薙野から離れ、この世界は混沌へと向かうことだろう。

「いいでしょう。では、駒こまとなりモンスターと戦う者は？」

　薙なぎ野のの横にはエオリアしかいない。

「私が戦うわ」

　それでもエオリアはそう言った。

「闇に堕おちたエルフは、エルフの手で殺さねばならないから。たとえどのような理由があろうとも、魔法は神聖なものであって、闇に染まってはいけないものだから」

「どうなるか知ってるのか？　俺の妖よう精せいの声はエオリアには聞こえないはず──」

「決めたの」

　エオリアはそっと薙野の胸に手を添そえた。

「闇に堕ちた魔法使いが復活したと同時にあなたが現れた。もしかしたら、あなたはこのために、この世界に来たのかもって、思った。そんなあなたを信じてみてもいい」

　目の前の彼女を見て思う。もしかしたら自分は本当にこの世界、いやこの街を闇から救うために呼びだされたのかもしれない。だとしたら……。

「ねえ、もしも生き残ったら、私と一緒に王都に……」

　エオリアは言葉を止める。振り返って薙野は啞あ然ぜんとした。

　そこにはフレアたちハーフの姿、さらにコロッセオの剣闘士もいる。

「街が終わると商売ができないからな」

　にやりと笑ったのはヴォルグだった。ハーフたちがゴブリンの入った檻おりを運んでいる。コロッセオの人気剣闘士のガラテナの姿もあった。コロッセオを守っていた戦力だ。彼らは元剣けん奴どであるフレア、そしてアイカの言葉を聞いて、薙野に力を貸す決断をしたのだ。

「弱い力が集まろうとも、魔法は打ち破れませんよ」

　魔法使いは赤く光る両眼を薙野に向ける。

「もしも負ければ──」

「負けない」
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　どす黒い霧がコロッセオを覆おおっている。チェスの魔法が発動しようとしている。

《この魔法のルールはチェスとほぼ同じ。操れる駒こまは十六。前衛は弱いモンスターしか操れず、さらにシンプルな行動しかできないため、やはりあちら側もゴブリンにしている》

　アリーナにモンスターがずらりと並んでいる。

《魔法が発動してチェスが始まると、すべてのモンスターの移動が升目で管理される。前衛は一マス前進しかできないのに対して、後衛の移動力は不明。力の強いモンスターほど鈍足だけど、動かしてみないとわからない。さらに、チェスと違う最大のルールがある》

「駒同士が戦う、ってことだろ」

《そう》

　駒をぶつければ倒せるわけではない。直接戦い、駒の勝敗が決まるのだ。つまりリアルチェス。チェスの元となった戦争に近い。

「そして俺が駒を操作するのか」

　コロッセオのゴブリンを八匹。さらにハーフを三人、コロッセオの剣闘士、ガラテナとカオスも参加した。戦争時には剣闘士がコロッセオの守備をするので、彼らはここにいたようだ。

　三人のハーフの中にフレアもいる。そしてアイカも。二人の参加は魔法使いの条件だった。薙なぎ野のに一番身近な者をゲームに参加させたのだ。だが、そうでなくとも二人はこの戦いに参加したことだろう。

《君はキング。だけど、盤上ではあの駒が動く》

　アリーナのキングのポジションには、小さな駒が置かれているだけだ。

《キングの駒の移動力は、すべての方向に一マス。キングの駒に戦闘力はなく、破壊された時点で魔法が逆流し、君は死亡する。当然ながらその時点で陣営の敗北となる》

　……落ち着け。薙野は呼吸を必死に整えた。命をかけているのはアリーナにいる、すべての者たちだ。

　薙野はアリーナではなく観客席にいた。薙野はここからエオリアたちを操作することになる。アリーナでは両軍がすでに向かい合っており、魔法の結界で作られた升目も見える。

　そして目の前には、チェス盤が置かれている。

　アリーナの戦場を模したチェス盤だった。このチェス盤とアリーナの戦場は魔法によってリンクしている。チェス盤の駒を動かせば、アリーナのモンスターも動くということだ。

「説明は終わりましたか？」

　魔法使いがこちらに歩いてくる。

《最後にもう一つだけ》

　妖よう精せいは魔法使いを無視して説明を続ける。

《このチェスにも昇格プロモーシヨンがある》



「プロモーションルールは知っている」

　相手側の最深部のマス目に到達すれば成れるのだ。将棋では金、チェスでは好きな駒こまに成れる。

《盤上のどの駒にでも成れる。でも強さが変わるわけじゃなく、移動力が変わるだけ。だからゲーム中に、一番動ける駒を探して成るのよ》

「後衛の移動力は不明なのか？」

《操りの魔法の力は無制限じゃないの。強いモンスターを操るにはコストがかかる。おそらくこの盤上で最強のマンティコアはそれほど動けない。対してハーフのように弱い者は操りのコストが低いゆえに移動力に回せるということ》

「動かしてみて駒の能力を見つけろということか」

　魔法とモンスターの複雑なゲーム。だが、これは基本的にはチェスだ。白と黒の陣営、ターン制、そしてプロモーションまでも。

《そして私は基本的に戦略に対する助言は、どちらにもしない》

　……だとしたら自分に有利なのでは？　相手は所しよ詮せんこの世界の存在だ。チェスは薙なぎ野のの世界でできたものであり、最低限の戦略は知っている。

《大丈夫？》

「俺には攻略法のアドバンテージがある」

　将棋の定跡なら詳しい。矢や倉ぐらも穴あな熊ぐまも組み方を知っている。それは歴代の棋士たちが発明しブラッシュアップさせたものだ。それをこの異世界で使えるというアドバンテージ。

「もうすぐゲームが始まる。でも心配ない。俺が一人一人に魔法を介して指示を出すからそれに従って動けばいい」

　薙野の言葉は妖よう精せいを介して、アリーナの人間たちの頭に響く。

　静かに立つエオリア、硬い表情のフレアとアイカ、魔法で支配しているゴブリンの表情はなく、剣闘士の二人は兜かぶとをかぶっており表情は窺うかがえない。

「目的は相手陣営、黒のキングを倒すこと」

「人間が私を倒そうというのですか？」

　目の前の魔法使いが不敵に笑う。

「人間の力を見せてやる！」

　叫んだのは剣闘士の二人だった。コロッセオ最強の剣闘士の二人がこの戦いに参加するのは心強かった。左翼はスパイクつきの鎧よろいに身を固めるカオス、右翼の剣闘士は薙なぎ野のが戦いを観戦したこともある長剣を使うガラテナ。

　フレアは薙野と視線を合わせうなずいた。「信じてます」と、彼女の声が聞こえた。

「ゲームが始まれば俺を介してしか行動できない。だから俺を信じてほしい」

　薙野の言葉に後衛のメンバーがうなずく。

　そして一斉に抜刀。

　──戦え。

　薙野は自分を鼓舞した。もう逃げられない。命をかけて戦うしかない。

　死をかけたチェスが始まる──。
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「声は聞こえるか？」

　薙野は魔法を介して皆に声をかける。

「問題ないわ」

　まずエオリアが答える。アイカやフレア、剣闘士二人の返答もあり、ハーフからも反応があった。ただし言葉の通じないゴブリンの返答はない。

「大丈夫、まだ敵と距離があるから安心してくれ」

　敵は盤の向こう側に二列で並んでいる状態だ。

「指示を出せるのはあなただけなのよ。しっかりね」

　エオリアの声が聞こえ、薙野はうなずく。

「始めよう」

　チェス盤を挟んで対面に銀髪のエルフが座った。魔法使いは静かな表情で目の前のチェス盤に視線をやっている。

《先手は白。こっちのターンよ》

　妖よう精せいが言う。薙野はしばし考えて右サイドのゴブリンの駒こまを動かす。

　手に取った駒がぼやっと光る。一マス進めると同時にアリーナのゴブリンも一マス前進した。コミュニケーションは取れなくとも、魔法によって操作できるのだ。

《次は相手のターン》

　当然ながら連続で駒を動かすことは不可能だ。だが、ターンには時間制限もあり、何もしなければ相手のターンになるというルールがあるらしい。

　魔法使いがチェス盤の駒に指を添そえる。駒を前進させると、リンクしているアリーナのゴブリンが前進した。こちらから見て右サイドの端の駒こまだ。

　薙なぎ野のもそのラインのゴブリンを前進させた。まず知るべきことがあった。それは戦闘だ。戦いはどのようにして起こるのか。

《相手の魔法使いもこの戦いは初めてのはず》

　妖よう精せいの言葉が本当なら、相手も手探りでやっているということだ。

　薙野がゴブリンを前進させ、相手もそれに合わせてゴブリンを進める。魔法使いは後ろのオークをさらに進めるが、構わず薙野はゴブリンを前進させた。白と黒のゴブリンの距離が縮まっていく。黒のゴブリンが隣接したマスに入ったのを見て、薙野は迷わず白のゴブリンを前進させた。

「行け」

　ゴブリンに攻撃指示を出す。ショートソードを握にぎったゴブリンが相手に襲おそい掛かかる──。

　それは奇襲となった。黒のゴブリンは無防備に白のゴブリンの一撃を受けた。ショートソードの刃を首に突き刺さされた黒のゴブリンは、絶叫しながら剣を振り回す。剣の一撃は白のゴブリンの頭をかすめただけで、血をまき散らしながらその場に崩くずれ落おちた。

「勝てる」

　相手のターン。魔法使いがオークの駒を前進させた。

　巨大なハンマーが振り下ろされ、奇襲を受けたゴブリンは頭を潰つぶされた。二マス後ろにいたオークがゴブリンのマス目に侵入したのだ。巨体から振り下ろされたハンマーの振動がここまで伝わってくる。悲鳴を上げる暇ひまもなくゴブリンは蠅はえのように潰された。

「…………」

　薙野は必死で悲鳴を吞のみ込こんだ。あまりに大きなモンスター自身の戦力差だった。たとえ奇襲を仕掛けたとしても、ゴブリンでオークを倒せるのか……。

　薙野陣営に動どう揺ようが波紋のように広がったのがわかる。

「……平気よ」

　アイカの震えた声が聞こえた。盤上の戦闘は、すべての駒が見ている。

「大丈夫ですか？　鼓動が乱れていますよ」

　目の前の魔法使いが薙野の左胸を指さした。

「想定の範囲内だ」

　……落ち着け。目の前の魔法使いに動揺を悟られてはいけない。

　わかったことは、相手陣営のオークは二マス以上の移動力があるということだ。落ち着け、落ち着いて情報を収集しろ。

　薙野は少しずつゴブリンを前進させる。ゴブリンは戦力というよりも壁かべだ。相手の奇襲を防ぐ防壁だ。相手の移動力がわからない限り、まずはゴブリンの壁で敵を防ぐ。そのゴブリンには紐ひもをつけておくことが必要だ。

　紐をつけるとは将棋用語で、自分の駒を相手にタダ取りされないよう他の駒を利かすことをいう。



　※　将棋の場合の紐ひもの例。この場合、どの歩が取られても、金で取り返すことができる。歩に金の紐をつける、と表現する。




　この場合は前衛のゴブリンの背後に剣闘士やエオリアを配置し、ゴブリンが死んでもこちらから反撃ができるようにしておくことだ。ゴブリンを移動力の高い後衛の駒こまでフォローする。

　しかし魔法使いは強引に攻めてくる。薙なぎ野のから見て左サイドのゴブリンを進め、その後ろにオークとガーゴイルを配置する。強引に左側を突破するつもりなのか。

　薙野はゴブリンを並べ盾にし、その背後に剣闘士のカオス、そしてエオリアを配置し、その攻撃に備える。さらにサイドからのフォローのためにハーフも進めた。

　左サイドは一触即発の様相を呈ていした。

　黒のゴブリンが攻撃範囲内に接近する。

　薙野は躊ちゆう躇ちよしつつ白のゴブリンを動かした。ぶつけた駒のほうが少しだけ有利であることはわかっていた。奇襲をかける形になるからだ。つまり同じ力の駒ならぶつけた駒がほぼ勝つ。

　薙野の予想どおり、白のゴブリンは黒のゴブリンを撃破した。だが、魔法使いがその後ろに配置していたガーゴイルを動かし、ゴブリンにぶつける。

　石の怪物が襲おそい掛かかり、一撃でゴブリンの首を吹っ飛ばした。

「はっ……」

　転がった首がフレアの足もとに転がり、彼女は必死で悲鳴を飲み込む。

　だが、その場所はハーフの剣けん奴どの移動範囲内だ。力が弱い代わりに、ハーフの移動力は大きかった。薙野はハーフを三マス直進させ、ガーゴイルにぶつけた。

　ゴブリンを倒したばかりのガーゴイルにハーフが飛びかかる。ハーフの短剣がガーゴイルの心臓を貫く──。

　魔法使いがにやりと笑ったのが見えた。

「ああっ」

　薙野は愕がく然ぜんとする。ハーフの短剣はガーゴイルの石の体に弾はじかれてしまった。奇襲に失敗したハーフの首筋にガーゴイルが食いついた。喉を嚙かみ切られたハーフの少女は、血をまき散らして力尽きた。

「ハーフの力では、魔法生物は倒せませんよ」

　奇襲はモンスターの能力差を埋めるほどのものではないというのか。

　さらに魔法使いのターン。ガーゴイルを横に移動させゴブリンの首を容易たやすくはねる。ガーゴイルの移動力は思った以上に高い。そのガーゴイルは薙なぎ野のを狙ねらっている。薙野、つまりキングのピースが壊れれば陣営は全滅するのだ。

　気づくと手が震えていた。チェス盤の駒こまがうまくつかめない……。

「あなたはゲームを知っていてもモンスターを知らないのです。そして、その無知によって仲間を危険にさらしています」

　魔法使いが言う。薙野の精神を攻撃する盤外戦術だ。

　わかっていても息苦しくなる。ゴブリンやハーフの死は明らかに薙野の意思が介入している。思えば元の世界でも戦争や死はいくつもあった。だが、それらは薙野には関係なく遠い世界の出来事だった。ずっと自分は目を逸そらしていたのだ。

　しかし、今回は傍ぼう観かんは許されない……。

「私を使って。醜悪な魔物ごときには負けない」

　動どう揺ようする薙野にエオリアの声が聞こえた。

「ガーゴイルを止めてくれ」

　ガーゴイルはエオリアの行動範囲内だ。エオリアを進めて攻撃させる。

　エオリアの盾がぼやっと青白く発光した。魔力で身体能力を上げている。エオリアはガーゴイルへと突っ込むと、盾の側面で強烈に殴りつけた。

　石のモンスター、ガーゴイルは砕け散った。

　ガーゴイルの進攻を目の前まで許してしまった薙野は大きく息を吐く。気づくと全身は汗でびっしょりだった。それでも恐怖を抑えて戦況を把は握あくする。

　左サイドの局地戦は二勝三敗。薙野は三体の味方を失った。

「失った味方のこと考える必要はないわ。あなたは勝つことだけ考えるの」

　エオリアがガーゴイルの首を蹴けり飛とばす。この場所に敵の駒の紐ひもはついておらず、エオリアは攻撃を受けずに済んだ。

　薙野はむやみに駒を進めることをやめた。まずは自分の位置だ。敵の目標が薙野であることははっきりしている。よって自分の防御を固めねばならない。

「消極的ですね」

「黙ってろ」

　薙野は向かい合う魔法使いを無視して陣形を作る。まずは防御だ。

　相手も強引に攻めてこず陣形を組みはじめた。戦闘が起こらないまま数ターンが進む。

　薙野のキングピースは結界の右サイドに移動していた。

「矢や倉ぐらまでとはいかないが、硬いはずだ」

《矢倉って将棋の陣形じゃない》

「いいんだ。俺はチェスの定跡は知らない」

　薙なぎ野のは妖よう精せいとひそひそ会話しながら、右サイドで防御陣形を整える。



　※　自陣右サイドの省略図




　確認すると魔法使いのキングは上部の左サイドに移動している。この盤上で最強のモンスター、マンティコアをそばに置いて守りを固めていた。

　それを攻撃するのはエオリアと剣闘士カオスを軸とした攻撃陣だ。いったん崩くずされた陣形を左サイドで再構築する。気がかりはフレアだった。立ち位置が悪くフレアは左サイドに取り残されている。フレアは戦わせたくなかった。ガーゴイルに首をはねられたハーフの姿が目に焼きついている。

　さらに薙野には気になることがあった。巨大なオークやマンティコア。それらのモンスターはたとえ奇襲を仕し掛かけたとしても殺せるのか。これはチェスとは違い、攻撃を仕掛けた駒こまが勝つとは限らない。こちらにはあの獰どう猛もうなモンスターを倒せる戦力が存在するのか。さらに四体の敵のオークはまだ無傷で盤上にいる。

　薙野の動どう揺ようを察したかのように、魔法使いは左サイドのオークを進めた。二体のゴブリンを前衛に配置し前進してくる。

　左サイドはすでに局地戦において陣形を崩されたために、ゴブリンが一体しかいない。薙野は仕方なくゴブリンと剣闘士で壁かべを作る。その後ろにエオリアとフレアを配置した。自陣への侵入を許すと防御が困難となるので、強引にでも防ぐしかなかった。

　無防備に歩を進めた黒のゴブリンを白のゴブリンで迎撃する。──奇襲が成功し黒のゴブリンは死んだ。

　しかし、その白のゴブリンはオークの奇襲を受けて殺される。

　剣闘士カオスは、そのオークを移動範囲内に捉とらえていた。オークはゴブリンとの戦いで息を乱している。その隙すきに攻撃するべきだ……。

　薙野は剣闘士のカオスを動かしオークに奇襲を仕掛けた。

　カオスは雄たけびを上げながらオークに突進する。コロッセオのトップクラスの剣闘士だがモンスターと命のやり取りをするのは初めてだろう。しかし、彼は勇猛にオークを攻撃した。オークの斧の一撃を腹に受けながらも、スパイク付きの鉄の棍こん棒ぼうで激しくオークの顔面を殴打する。倒れたオークにさらに棍棒を叩たたきつける。すでにオークが動かぬ肉塊となっても叩たたき続けた。

「うおおおおお！」

　剣闘士カオスが血まみれの棍こん棒ぼうを掲げて叫ぶ。だが、彼の足は震えている。鎧よろい越ごしだが、オークの一撃は確実にカオスにダメージを与えている。

「……くるぞ」

　薙なぎ野のは汗をぬぐいながらカオスに呼びかける。相手のターンで進めたのは、左サイドにもう一体いるオークだった。

　傷と疲労で息を乱すカオスの連闘だった。カオスのマス目にオークが侵入する。巨大なハンマーを持ったオークがカオスに襲おそい掛かかった。

　それでもカオスは獰どう猛もうに戦った。オークに向かって棍棒を強振する。が、その棍棒は空を切り、逆にオークのハンマーによって吹っ飛ばされた。

　鈍にぶい音が響きカオスの分厚い鎧は潰つぶされた。ひしゃげた鎧から血が溢あふれ、血だまりが広がっていく……。

「あなたが殺したのです。人間が神聖なる魔法に介入した罪ですよ」

　魔法使いの言葉が胸に突き刺ささる。自分の戦略によって人を殺してしまった。オークの奇襲を受けるとわかっていたのに、自分は彼を捨て石にしてしまったのだ。コロッセオでのスター選手だった勇猛果敢な人間は、潰れた肉塊となり下がった。

　……こんなはずじゃなかった。現代社会で得たアドバンテージがあるはずだった。しかし薙野の戦略は空転している。その理由に薙野は気づいていた。

　──これはチェスではない。

　チェスとも将棋とも違う。それらは戦争をモチーフにしたボードゲームではあるが、戦争ではなかった。目の前で行われているのは、生死をかけた戦いだ。平和な世界から飛んできた人間が制御コントロールできるものではない。

「下がって」

　薙野はエオリアを後退させる。

　消極的な薙野の心理状態を察したのか、魔法使いは悠然とした手つきでオークを進める。

　右サイドで守備を固めていたアイカたちも動かすことができなかった。人間の死はゴブリンやオークのそれよりもリアルで心を凍らさせた。もしもアイカやフレアが……。

　さらに右サイドのオークとガーゴイルも前進する。薙野はそれに対処することができずに、ただ立ちすくむ。意味なくアイカやフレアを動かし、陣形は崩くずれ駒こまの動きは迷走する。異変を察知したアイカが困こん惑わくし首を振っている。

　右サイドに気を取られていたうちに、左サイドのオークが孤立していたゴブリンを殺した。薙野はただそれを見つめることしかできない。

　どうすればいい……。薙野はチェス盤を前に頭上を見上げる。

「あなたは敗北します。仲間が目の前で殺されるのを傍ぼう観かんし、絶望して死ぬのです」

　魔法使いの言葉は体に浸水し、薙野を窒息させようとしている……。

「しっかりして！」

　叫びはエオリアのものだった。

「あなたがやらないでどうするの？」

　アリーナのエオリアは両手を広げて薙なぎ野のを批判していた。魔法を介してエオリアに薙野の動どう揺ようが悟られてしまったのだ。

「私はあなたの攻略法に身を委ゆだねてここにいる。私たちはこの戦いで死を受け入れているの。だからあなたも仲間の死を受け入れる必要がある」

「エオリア……」

　薙野はぐっとこぶしを握にぎる。すでにこちらは将棋でいうなら駒こま損ぞんをしている。さらにあちらは残りのオークやマンティコアが無傷の状態だ。薙野側が有利な点は移動力だった。魔法の加護があるエオリアは、この結界の中でハーフに次いで動ける駒となっている。だとしたら彼女を利用するしかない。

「私を使って。死ぬにしても闇の中ではなく、名誉ある死を選ばせて」

　恐怖で体が震える。もしもエオリアが死んだら……。そんなことを思うと心臓が破裂しそうになる。だが、ここまで来たら引き返せない。すでに薙野の戦略でハーフも人間も死なせている。戻ることはできないのだ。

「エオリアをオークへ」

　薙野はエオリアを左のオークにぶつけた。

　エオリアの髪が揺ゆれ、盾が青白く輝く。魔法で身体能力を上げたエオリアはオークに突撃した。

　オークの絶叫が響く。エオリアの奇襲が成功し剣が腹を貫いた。しかし、致命傷までは至らずにオークはハンマーを振り回す。甲かん高だかい音を立ててハンマーが盾を強襲する。

　吹っ飛ばされたエオリアだったが、すぐに立ち上がりオークの足を狙ねらって剣を振る。ハンマーを避よけながら足に斬きりつけ、ついにオークに膝ひざをつかせた。そして鎧よろいの継ぎ目に剣を突き刺さす。狂ったように暴れるオークのこぶしがエオリアを殴りつけたが、それでも剣を離さない。

　魂が凍りつくような断末魔が響き、ついにオークは力尽きた。

　血まみれのエオリアがふらふらと立ち上がる。顔面を殴られ、口からは血が垂れ落ちている。それでもオークを撃破した。

「うおおおおおお！」

　雄たけびを上げたのは剣闘士のガラテナだ。オークの死の悲鳴を消そうとするかのように腹の底から叫ぶ。

「非力なエルフさえも戦っている。人間の力を見せろ！　戦え！」

　それは自らを鼓舞する声だった。しかし、その声は薙野の凍りついていた精神を溶かした。──そうだ戦え、逃げることなど考えるな。世界は違えど同じ人間が勇気を振り絞っているのだ。

「人間をなめるな！」

　体の中から恐怖を追い出そうと、薙なぎ野のも叫ぶ。

　しかし目の前の魔法使いは、薙野の怒声にも平然としている。今度は右サイドの駒こまを動かし攻めてくる。ゴブリンとガーゴイル、そしてオーク。白と黒のゴブリンが激突し、黒のゴブリンが生き残る。それは他よりも体たい軀くが巨大な二本角づののゴブリンだった。

「アイカ」

　そのゴブリンを移動範囲内に入れていたアイカを動かす。

　アイカはうなずくと、両手で剣を握にぎってゴブリンに飛びかかる。アイカの長剣はゴブリンの頭に降り下ろされ、錆さびた兜かぶとがぱかりと割れる。しかしゴブリンの頭ず蓋がい骨こつまでもは砕けなかった。まだ左手が完治していないのだ。

　アイカとゴブリンは揉もみあうように戦う。ゴブリンの鋭い爪つめがアイカの体を引っかき、胸のプレートが剝はがされる。

「アイカ……」

　しかし、その戦いを眺めているわけにはいかなかった。戦いが長引いたために、そのまま相手のターンに突入する。魔法使いがガーゴイルを進めた。ガーゴイルはゴブリンを奇襲し一瞬で首をはねる。やはりガーゴイルの移動力は高い。

　未いまだにアイカとゴブリンの死闘が繰り広げられる横で、薙野は剣闘士ガラテナをそのガーゴイルにぶつけた。

　雄たけびを上げた剣闘士ガラテナがガーゴイルの体に渾こん身しんの一撃を撃ち込む。体半分を砕かれたガーゴイルだが、まだ生きておりガラテナに反撃する。

　戦いは激しさと混こん沌とんを増していった。

　魔法使いは右サイドにいたオークを中央に運んだ。こちら側の最強の駒がエオリアであることを知り誘っている。

「どうぞ」

　魔法使いがくすっと笑う。攻撃してこいと言っている。

　しばし迷って薙野はその誘いに乗ることにした。

　エオリアを進め、オークにぶつけた。

　エオリアの奇襲は成功したが、やはり一撃では殺せない。そのエリアでも激しい死闘が始まった。

「くそっ……」

　薙野は痛みに呻うめく。アイカやエオリアは駒ではなかった。彼女の痛みが魔法を介して体に伝わってくるかのようだ。駒が痛むと、まるで自分の体が削られるかのように痛い。

　剣闘士ガラテナが剣を振り上げ雄たけびを上げた。ガーゴイルを粉砕したのだ。そして、ゴブリンと揉みあうように転がっていたアイカが立ち上がる。鎧よろいを剝ぎ取られ半裸の状態だったが彼女も生き残った。

「いけるか？」

　薙なぎ野のはさらに剣闘士を前進させる。相手に少しでもプレッシャーをかけねばならない。

　そしてついにエオリアとオークの死闘の決着もついた。

　剣を杖つえのようにして立っているのはエオリアだった。体を染める真っ赤な赤は、返り血と自らの血が混じっている。

「エオリア、危ない！」

　薙野はここで気づいて叫ぶ。オークにはもう一匹のオークの紐ひもがついてた。疲ひ労ろう困こん憊ばいのエオリアはオークの奇襲を受ける──。

　尖とがったオークの棍こん棒ぼうがエオリアの背中を殴りつけた。──いや、盾で防いだ。しかしぐらりとエオリアの体はよろめいた。突進したオークに腹を殴りつけられたエオリアだったが、最後の力を振り絞って剣を突く。

　剣で心臓を貫かれたオークが倒れ、次に意識を失ったエオリアがオークに重なるように崩くずれ落おちた。

　薙野は絶望的に呻うめいた。魔力の消滅を示すかのように盾の光が消えた。エオリアが立ち上がる様子はない。エルフの魔法戦士はついに力尽きた……。

　アリーナは静まり返っている。薙野の乱れた息遣いだけが聞こえる。

「ここまでのようですね」目の前の魔法使いの声だった。「撤てつ退たいしなさい。今、負けを認めるのであれば、あなたの仲間は逃がしてあげます」

　──撤退。

　ここまできて撤退しろというのか。ゴブリンやハーフ、そして剣闘士の被害を出して撤退。薙野の攻略法を信じてくれた仲間を傷つけて……。

　薙野は頭を抱えた。自分は何をしたのだ？　仲間を殺すだけで何もできなかった。これは自分への罰なのではないか？　ボードゲームに似ているからと、安易に剣と魔法に介入してしまったこと。無力な自分がいていい場所ではなかったのだ。

「その代わり、あなたは私と一緒に来なさい。私の味方となってこの世界を支配することもできます。もしも、元の世界に戻りたいのであれば、力を貸してもよろしいです。愛した人と同じ世界から来たあなたを助けてあげます」

　それは魔法使いが初めてみせた優しい表情だった。彼女が薙野と同じ世界の人間を愛したことは事実だったのだ。

「駄目よ！」アイカが叫ぶ。「じゃあこの戦いはなんだったの？　いいえ、この戦いだけじゃなく、私の街はなんだったの？　王都に利用され捨てられる街なの？」

　薙野の陣にオークが迫ってくる。

　薙野はそれを避さけようと中央側へと移動する。すでにキングを守る駒こまは手負いのアイカのみだ。逆にあちら側にはマンティコアが無傷で残っている。戦力差は歴然としていた。

　それに駒が少なすぎる。チェスならばドロー。持ち駒が少なすぎると、相手のキングをチェックするのは不可能だ。

「魔法使いの戯たわ言ごとに耳を貸すな！　戦え！　最後まで戦え！　俺はたとえ怪物が相手だろうとも剣を振る！」

　そう鼓舞したのは剣闘士ガラテナだった。彼の精神状態は高揚していた。魔法の中という特殊な状況、そして死をかけた戦い、そんな状況が精神を沸騰させた。前進させていたガラテナはがら空きの左サイド上方へ移動していた。

「ああ、あ……」

　薙なぎ野のは気づいてはいけないことに気づいてしまった。相手キングを守るマンティコアを倒せる可能性のある唯一の方法。コロッセオ最強の剣闘士ガラテナに奇襲させるのだ。いかに奇襲しようとも人間が勝てる可能性は少ないが、ゼロではない。

　しかしそれには……。



　※　相手陣左サイドの省略図




　陣形を乱され前に押し出されてしまったハーフがいる。まずハーフの移動力を生かし三マス前進させ、Ａの位置でプロモーションを行うことができる。しかし当然ながらマンティコアがハーフを襲おそうだろう。が、そのＡ地点には剣闘士の紐ひもがついている。

　もしも剣闘士の奇襲が成功すれば、プロモーションを果たした剣闘士の移動範囲内に魔法使いを捉とらえることが……。

　薙野は絶望的に首を振った。その作戦を成功させるにはハーフを切る必要がある。そのハーフはフレアなのだ。魔法使いに王手チエツクをかけるにはフレアを殺すしかない。

「……できない」

　たとえこの戦いで味方が全滅するとしても、フレアは殺せない。自分の作戦のために大切な者を殺すという選択ができない。これは駒こまを切り捨てるチェスとは違う。

　では撤てつ退たいか。撤退するにしても魔法使いは約束を守ってくれるか。しかし生き残る可能性があるのはそれしかない。そしてそれは街の多くの人々を見捨てることとなる。自分を受け入れてくれた街を見捨てるのだ。

　薙野の目から涙が零こぼれた。どうすればいいのかわからなかった。これほどまでに残ざん酷こくな選択に直面したことはなかった。どちらを選択しても誰かが死ぬ。では自分はどうすればいいのだ……。

「切ってください」

　それはフレアの声だった。

「ナギ様の考えはわかってます」

　フレアの声は落ち着いていた。魔法に馴な染じんだ薙なぎ野のの精神は、他の駒こまと同調していた。薙野の思考はフレアに漏れ伝わっている。彼女にこの作戦が知られてしまった。

「私を切ることで、魔法使いを倒せる可能性があるのならば。たとえ少ない可能性でもそうするべきです」

　フレアは剣を握にぎって続ける。

「あの時助けてもらった恩を返します。いえ、私はきっとこのためにナギ様に命を助けられたのです」

「そんな……」

「私はナギ様の攻略に身を捧ささげてます。一つの駒が死んでも勝負に勝つ。それが戦略というものですから」

　フレアは真っ黒な霧の中で笑ってみせた。声が出ない。どうしてもフレアを前進させることができない。しかしこれしか方法がなかった。

「やめて！」それはアイカの叫びだった。「もうやめて！　そんなことをしないで」

　アイカは両手で顔を覆おおって泣いている。

「だったらみんなで逃げよう。フレアちゃんを捨てるくらいだったら、街を捨てよう」

「大切な街を捨てたら駄目です。私はあの街でみんなに会えて幸せでした。最初は嫌な思い出しかなかったけど、今では私にとっても大切な場所です。だから……」

　決断が迫られていた。決めないと相手のターンになってしまう。このまま動かなければ最悪の結果になってしまう。

「許さない、そんなことをしたら軽けい蔑べつする！」

　薙野の決意を察したアイカが叫ぶ。薙野は思った。最初はこの世界に来たとき、ただ生活することが目的だった。しかしアイカと出会って変化した。この街の生活も悪くないと感じ、街に受け入れられることを望んだ。

　アイカはこの街そのものなのだ。街が好きになるたびに、彼女の存在も大きくなった。別の世界から飛んで来た自分を、温かく包んでくれた場所と彼女を守りたかった。いや、そのために自分はこの世界に来たのかもしれない。

　傍ぼう観かんと放ほう棄きは罪だ。問題があれば攻略法がある。そうしてずっと自分は解決してきたはずだ。だからこそ考えろ、最善の選択、そして攻略法を──。

　薙野は顔を上げた。そしてチェス盤の駒をつかむ。

「フレア……前進」

　アイカがその場に崩くずれ落おち嗚咽おえつする。

「さようなら、ナギ様。私の代わりにロンシャンを大切にしてあげて……」

　フレアのか細い声が聞こえた。

「君の冷たい攻略法を私は絶対に許さない」

　アイカが呻うめくなか、フレアは結界の端まで到達した。

《プロモーションができる。横への移動力が高いガーゴイルに成ったほうがいいかも》

　妖よう精せいが自身の宣言を忘れて助言する。最深部に達したフレアは、盤上のどの駒こまにも成れる。白のガーゴイルに成るのが最善の方法だと言っている。

　続いて魔法使いのターン。当然ながらマンティコアが動く。巨大なマンティコアがフレアへと……。

　──目を逸そらすな。これは自分の選択した行動だ。たとえ何が起こっても、最後まで目を逸らしてはいけない。自分の決断と戦略に身を委ゆだねろ……。

　フレアの声はすでに聞こえない。彼女は薙なぎ野のの駒ではなくなった。

「……え？」

　アイカが異変に気づいた。

　フレアは生きていた。フレアを襲おそうはずのマンティコアは動いていない。獰どう猛もうなモンスターは唸うなり声ごえを上げながら困こん惑わくしている。

「まさか相手の駒に成るとは……」

　魔法使いが啞あ然ぜんとしている。フレアは黒のゴブリンに成ったのだ。つまり魔法で管理されているマンティコアは味方の駒を襲えない。

「ルール改正前のチェスにおいて、白のポーンが黒のナイトにプロモーションしチェックメイトとなったことがあった。この魔法もルール改正が必要だな」

　この結界魔法は、相手の駒に成ることを禁じてはいなかった。薙野はそのルールの穴を突いた。それは最後の最後、駒を動かす寸前に気づいたハイリスクの作戦だった。

「逃げ場を封じたぞ」

　ゴブリンに成ったので前進しかできない。つまりチェス盤の端にいるため動けない。フレアは魔法使いの逃げ道を塞ふさぐ障害物となり下がった。

　時間が経過し薙野のターンとなる。

　薙野は祈った。もう少しだけ力を貸してほしい。この世界の神がなんであるか知らないが、彼女に力を……。

　ふらつきながら彼女が立ち上がったのが見えた。

「マンティコアを攻撃──エオリア」

　エオリアがうなずく。彼女は傷だらけになりながらも立ち上がっていた。マンティコアを倒すにはやはり魔法の力が必要だ。

　エオリアの髪が動いている。それは最後の魔力の揺ゆらめきだ。全身を青白く発光させて彼女は突進する。

　マンティコアの背中に剣が突き刺ささり、獣の咆ほう哮こうが響き渡った。マンティコアはサソリの尾を振り回して獰猛に反撃する。針がエオリアの背中に突き刺さったが、それでもエオリアは剣を突き立てる。

　マンティコアはエオリアを振り落とそうと、ロデオのように暴れている。それでもエオリアは剣を放さない。クラッシュしたレーシングカーのようにマンティコアは転倒し、のたうつ。だが、バキンと剣が折れてエオリアが地面に叩たたきつけられた。マンティコアの鎧よろいのような皮膚に剣が負けてしまった。

　エオリアは毒が回ったのか膝ひざをつき視線も定まらない。そんな彼女の前でマンティコアが立ち上がろうとしている。真っ赤に血走る目は怒りで染まっている。

「エオリア、立て！」

　だが、エオリアの手に武器はない。根元から折れた剣で獰どう猛もうなモンスターと戦うことは不可能だ。どうすればいい……。

　ついにマンティコアが立ち上がった。モンスターは怒りで、ざわざわとたてがみを揺ゆらめかせている。

「ああ……」と、薙なぎ野のは呻うめいた。

「終わりですね」

　魔法使いが言う。だが薙野の呻きは敗北ではなく、あることに気づいたからだった。

「……アイカ。シルビアはアイカが言ったように、最後まで勇ゆう敢かんに戦った」

　薙野はマンティコアの首を指さした。たてがみで見えなかったが、そこには一本の刀が突き刺ささっていた。それはシルビアの打刀だ。彼女は逃げずに最後まで戦ったのだ。

「エオリア、その刀を使え！」

　マンティコアが突進したのと同時だった。エオリアは歯を食いしばって立ち上がるとマンティコアに突っ込んでいく。すれ違いざまに首に刺さった刀を引き抜き、モンスターの背後に回る。そして刀を一いつ閃せんさせた。

　か弱い断末魔の咆ほう哮こうだった。鋭えい利りな打刀の刃が尾を切断したのだ。切り落とされたサソリの尾がぐねぐねと蠢うごめいている。さらにマンティコアはエオリアの形相を見て怯おびえていた。

　金髪を逆立たせた彼女はマンティコアを睨にらみつけると、渾こん身しんの力を込めて盾をぶん投げた。回転しながら飛んでいった盾は、モンスター顔面に当たり牙きばを粉砕した。

　それは獰猛なモンスターの戦意を削そぐ最後の一撃となった。闘志を喪そう失しつしたモンスターは、蝙こう蝠もりの羽を羽ばたかせると魔法の結界を破って逃げていく。

「チェックだ」

　魔法使いを守る駒こまも逃げる場所もない。すべての駒が命をかけて作ったチェックメイトだった。オーク戦争を引き起こした、禍まが々まがしい存在をここで消す。

「たとえこの遊戯で勝とうとも、人間の敗北は揺るぎない。街の外ではオークたちが、か弱い人間たちを蹴け散ちらしているはず。そしてここにもすぐにオークの群れが……」

　魔法使いがチェス盤をひっくり返した。彼女は負けを認めた──。

《魔法使いの目を見てはいけない》

　妖よう精せいの声が聞こえた。しかしその時、薙野はすでに闇の魔法使いを見てしまっていた。彼女の両眼が燃えるように赤く光っている。薙野の全身が粟あわ立だった。漆黒の宇宙に放ほうりだされた感覚に薙野は絶叫する

「あなたは私と一緒に来るのです」

　体が重くなり視界がぐらりと揺ゆらめく。息苦しさと恐怖に、思わず目の前の魔法使いに手を伸ばしてしまう。このまま強大な魔法に身を委ゆだねれば楽になると思った。冷たく残ざん酷こくなこの世界で生き抜くためには強大な魔法の力が必要だ……。

　と、薙なぎ野のは誰かに手をつかまれ現実に引き戻された。

「行かせない」

　薙野の手を握にぎっていたのは、血まみれのエオリアだった。エオリアは薙野の前に立つと刀を魔法使いに向ける。

「……今回は退きましょう」

　魔法使いが目を閉じる。同時に強烈な風を感じた。その風がコロッセオの霧を吹き飛ばしていく。

「霧が晴れていく」

　真っ黒な霧が晴れていき、青い空が見えた。再び目の前に視線を戻すと魔法使いは消えていた。魔法を解いて逃げたのだ。

「フレアちゃん！」

　我に返ったアイカが、横たわるフレアに向かって走っていく。

「結界が消えた！　人間の勝利だ！」

　剣闘士ガラテナが剣を掲げている。その声に反応し勝ちどきが上がる。霧が晴れ、見えたのはコロッセオの剣闘士や冒険者たちの集団だった。街を守ろうと集まった人々だった。

　冒険者たちは街を守ったのだ。勇ゆう敢かんに戦いオークを撃げき退たいした。恐怖から逃げだすことなく、剣を握って立ち向かい勝利した。

「殲せん滅めつしろ！」

　ガラテナの掛かけ声のもと、剣闘士や冒険者たちが走っていく。結界内で生き残っていたモンスターやマンティコアへの攻撃だった。

「……大丈夫か？」

　混乱した中で、薙野はエオリアに向き直った。だらりと力なく垂れる金髪は血に濡ぬれ、体を覆おおうプレートも引き裂かれていた。

「大丈夫、じゃない」

　エオリアは薙野にぐったりともたれかかる。そんな彼女を支えてやった。魔法が解かれたフレアも意識を取り戻したようで、アイカに抱かれながら目を開けた。

　薙野はエオリアを抱きながら、コロッセオに転がる死体を目にした。ゴブリンやハーフ、そして剣闘士の死体。これだけの被害を出し、目の前のエオリアも……。

「そんな顔しないで。あなたはやるべきことをやった」

　冒険者たちが瀕ひん死しのマンティコアに槍やりを突き立てている。最後のオークも倒れ、街の勝利が決定した。

「とにかく怪け我がを」

　急いで治療しなければいけない。目の前のエオリアは瀕死の状態だ。

「私は初めて人間に寄りかかるけど、優しく扱って」

「わかった、約束する」

「毒が回ってたぶん意識を失う。でも失神する前に言っておく。この戦いに参加したのは、今回は王都でも魔法でもなくあなたを信じようと思ったから。あなたの攻略法に身を委ゆだねようって思ったから……」

「喋しやべらなくていい。治療の魔法とかは使えないのか？」

　薙なぎ野のは力の抜けていくエオリアを必死で抱きしめる。

「この状態で一つだけ使える魔法があるの」

「だったら、それを……」

「それはあなたに教わった魔法」

　エオリアは薙野の目を見て微笑ほほえんだ。

「あなたを信じてよかった。……そして、ありがとう」

　エオリアは薙野の胸の中で意識を失った。結界から脱出した妖よう精せいが空を飛びまわっている。街の教会の鐘が鳴り、異世界の空が赤く染まっていった。
















エピローグ






　混濁した意識は溶けたチョコレートのようだった。

　記憶の断片が混ざり合った海。そんな中で薙なぎ野の真しん之の介すけは漂ただよっていた。浮かんでは沈んでを繰り返しているうちに、自分がどこにいるかわからなくなる。そのうちに、少しずつ精神が浮上を始めた。

　意識がわずかに覚かく醒せいしたが体が動かない。まるで精神から肉体が切り離されてしまったかのようだ。しばらくすると体の熱を感じた。ふわふわとしたものに包まれているような浮遊感。ベッドに寝ているのだと気づいた。ずいぶん長い間夢を見ていた気がする。

　別の世界に飛んでいった突飛な夢だ……。

　ここは自分の部屋のパイプベッドだ。風を感じた。年末の福引で当てた小さな扇風機が部屋に置いてあるのだ。体が鉛のように重いのは、胸に飼い猫のモモが乗っているからだろう。だが少しだけ違和感を覚えた。

　薙野は目を開ける。見えたのは灰色の天井だった。

「ナギ様？」

　声が聞こえた。揺ゆれる視界に少女の顔が映った。

「フレア」

　薙野が彼女の名前を口にすると、フレアはほっとしたように表情を緩ゆるめた。

「もう目を覚まさないのかと思いました」

　フレアはうるうると涙を溜ためている。薙野はフレアを抱きしめる格好で寝ていた。朦もう朧ろうとした意識の中でずっと何かにつかまっていた気がする。

「ずっと、そばにいてくれたのか？」

「そばにいないと、どっかに行っちゃいそうだったから……」

　フレアは薙野の胸に顔をうずめた。

　薙野の意識は覚醒していった。エオリアやアイカ、住人たちの尽力もあってこの街を守ることに成功した。それは夢ではなかったのだ。

　だが脅威が終わったわけではない。魔法使いは姿を消しただけなのだ。そして彼女の魔力に触れてしまった薙野は、その後意識を失った。どのくらい眠っていたのか……。

《三日よ》

　ベッドの脇にあの妖よう精せいが座っていた。

《約束どおり、もう少しだけ君のそばにいてあげる》

　妖精を見て、この世界での生活はまだ続くのだと知った。だが、流されるままではなく、この世界で戦い生き延びた。

「フレアは子供だな」

　薙野はくすっと笑って、抱きついているフレアの頭を撫なでてやった。

「もう、馬鹿にするなら心配しませんよ」

「俺は大丈夫だよ」

「今、ご飯を作ってくるんで寝ててください」

　フレアは薙なぎ野のから離れて立ち上がる。

「いや、俺が……」

　立ち上がろうとしたが「大人しくしててください」と、フレアに怒られてしまう。

　フレアは食事を作りに一階に降りていく。それでも時折チラチラと薙野の様子を気にして顔をのぞかせていた。

《献けん身しん的てきな介護だったよ。冷えた君の体を温めたり、水を飲ませるときも……》

「いいよ。それよりも、あれからどうなった？　街はまだ戦争状態なのか？」

《街の外でオークの残党が出現していたけど、それは冒険者と王都の軍で蹴け散ちらした。その後、オークの姿はなくなり王都の軍は段階的に戻っていくことになった》

「エオリアとアイカは？」

《それは君が自分で確かめれば？　それは勝者のご褒ほう美びよ》

　横を見ると、テーブルの上にリンゴが置かれていた。アイカは街を守るために戦い続けているのだろう。体を起こそうとしたが全身が重く自由が利かなかった。

「もう、大人しくしててくださいって言ったのに！」

　様子を見にきたフレアが顔をしかめる。

「ナギ様は疲れてるんですから、今はゆっくり休んでください」

　フレアはしばらくしてから木の皿を運んできた。それは穀物のおかゆだった。溶いたウズラの卵も入っている。

「うまいよ、とっても」

　目の前の光景も自分が勝ちえたものなのかもしれない。そう思い、薙野はしばらくフレアに甘えることにした。





　　　　　　　　　　＊






　王都の軍が移動していた。

　キューイに乗った鎧よろい姿すがたの兵士たちが街の出口へと向かっている。聞くところによると、あれが最後の部隊らしかった。この街の脅威は去ったということだ。

　目を覚ましてから三日後、薙野は街の外れの木陰にいた。フレアの献身的な介護のおかげで体も回復した。フレアが牧場に行っている間に、薙野はリハビリを兼ねて一人ここに来ていた。

　王都の部隊の最後尾が薙野の目の前を走りすぎていく。だが、その中に彼女の姿は見当たらなかった。すでに戻ってしまったのだろうか。

「誰か、探しているの？」

　振り向いて目を細める。木漏れ日にきらきらと光る金色の髪が見えた。背後に立っていたのはエオリアだった。横には彼女のキューイも繫つながれている。

「まだ帰ってなかったんだ」

「そう志願したから」

　エオリアは視線を外しながら、そう呟つぶやいた。露ろ出しゆつした彼女の手足には痛々しく包帯が巻かれている。あの戦いでの傷は完全に癒いえてはいない。二人は視線を微妙に逸そらしながら向かい合う。沈ちん黙もくが流れ、風に木々が揺ゆれる音だけが聞こえた。

「もう行っちゃうのか？」

「うん。王都に戻るの」

「せめて怪け我がが治るまでこの街にいればいいんじゃないか？」

　エオリアは首を振る。

「次があるから。闇に堕おちた魔法使いは消えていない。そしてオークだってそう。この街での戦いは単なる始まりだった。すでに他の街にもオークが出現してる。……だから行かなきゃ」

　これは終息ではなく始まりだった。この街で生まれた火種は、この世界に広がっていく。そして目の前の彼女も戦い続けねばならない。

　思った。彼女を守ってやれるとは言わない。だが、少しでも目の前のエルフが受ける傷を減らしてやることはできないものか……。

　エオリアは薙なぎ野のに背を向けキューイへと歩み寄る。しばらくのろのろと荷物の置き場所を変えていたが、ふと声が聞こえた。

「ねえ、『攻略サイト』は続けるの？」

「剣も使えないし、それぐらいしか仕事ができないし」

「だったら他の街のほうが仕事があるかも。もっと栄えた街とか」

「他の街？　でも、この街以外に知らないし」

「……たとえば王都とか」

「王都って、なんか家賃が高そうだよな」

　エオリアが振り向いた。なんだかその顔は怒っているように見えた。

「なんで気分を損ねた感じになってんの？」

「別に」

「エルフってみんなそうなのか？　なんかいっつも不機嫌だよな」

「不機嫌ではないし、今の話は忘れて」

　そう言いつつもエオリアの髪は揺れていた。彼女が薙野に背を向けキューイに乗ろうとしたとき、やっと気づいた。

「誘ってくれてたのか」

　薙野はエオリアの手をつかんでいた。彼女は一瞬だけ抗あらがう仕草をみせたが、手を握にぎられるまま動きを止めた。

「これからきっと戦争が始まる。そんな時にあなたの力は王都に必要だわ」

　振り返ったエオリアの唇は微かすかに震えていた。目の前のエルフは、マンティコアを退けたとは思えないほどか弱く見える。

「俺はもう少しだけこの街にいるよ。そしてもう少し仕事をこなして自信がついたらエオリアを追いかける」

「キューイにも乗れないのに？」

「グリフィンに乗って追いかける。王都には自分の力で行く」

「……わかった」

　エオリアは薙なぎ野のの背後に視線をやって小さく笑った。そしてキューイに飛び乗った。

「待ってる」

　エオリアは小さく手を振ると、王都の編隊を追いかけ駆かけていく。薙野はその場で彼女を見送った。

「……行っちゃったね」

　いつの間にかアイカが後ろに立っていた。アイカは木の陰から小さくなったエオリアを見つめている。この世界の者は、なんでいつも気配を消して現れるのだろうか。

「君も行っちゃうのかと思った」

　風が吹きアイカのお下げが揺ゆれた。あれから彼女も冒険者や王都の軍と共に街の外のモンスター討とう伐ばつに尽力したのだろう。体は傷だらけだった。しかしそれ以上に心が傷ついているように思えた。

「シルビアの死体はまだ見つからない。リリスとベロニカも未いまだに悲しんでいる。そして君までいなくなったら……」

「大丈夫だよ」

　薙野はアイカに向き直った。まだ自分にはこの街でできることがある。小さな力だが目の前で悲しむ少女を癒いやしてやりたい。世界は違えども同じ風に吹かれる彼女を救ってやりたい。それがこの街でやるべき自分の仕事だと思った。

「少しずつ問題を解決していけばいい。色々な問題が解決するまで俺はこの街にいるから」

　そう言うと、アイカは顔を上げた。

「攻略できないゲームがないように、どんな問題にも必ず攻略法はある、から？」

　二人は顔を見合わせて笑った。

　街の景色が見える。最初に見たときよりも、薙野の目には美しく映った。この世界で戦い、少しだけこの街に受け入れられたのかもしれない。

　キューイに乗ったエオリアが小さくなり、森に消えた。

　残ざん酷こくでありながら美しい、地図にない世界の風を感じた。









あとがき×キューイレース予想新聞






「あとがきか……」

「ナギ様、あとがきってなんですか？」

「この勝ちキューイ予想新聞なんだけど、ちょっとスペースが空いてるじゃん？　そこに挨あい拶さつっていうか後記みたいなのを書くのが通例みたいなのがあってさ」

「それはどんな内容を書くのでしょうか」

「まずはお礼だね。買ってくれたお客さん。そしてこの新聞を作るにあたって、いろんな人の協力があるわけじゃん。キューイの絵を描いてくれた人とか、文を書くのを手伝ってくれた人とか、売り子さんとかね」

「スペースも限られてますし、お礼なら直接言ったほうがいいのでは？」

「でも、これが第一号の予想新聞でさ、やっぱり最初が肝心なんだね。ここでお礼を言っておかないと、後に色々と面倒なことに……」

「ナギ様は、前の国でそのあとがきというものを書いたことがあるんですか？」

「学校で競馬の予想新聞を出すのが流は行やってたけど、俺はその暗黙のルールを知らなくて、予想屋デビューしたときにお礼を言わなかったんだ。そうしたら購入者たちから、礼儀を知らない競馬予想新聞野郎が来たって、罵ば倒とうされちゃってね」

「それは悲しい思い出ですねえ」

「それで、俺はお礼を言わないルールにしてるから、って押し通したらそのまま使えなくなっちゃって、以降のあとがきが面倒なことになったんだよなあ……」

「その後、ナギ様は何を書いたのでしょうか」

「たとえば競馬のルポとかやったけど、それはそれで文句が来たりして大変だった。やっぱり普通が一番なんだよなあ」

「では、ここは素直にお礼を書きますか」

「でもさ、もしも俺の国の人がそれを見たら、こいつ新しい国で牙きばを抜かれやがって、みたいにならないかな。……いや、俺の世界の人がここにいるわけないか」

「いえ、いるかもしれませんよ」

「いたらいいなあ。予想が優しくなったとか言われなきゃいいけど」

「ナギ様を知っている人や、新しい人にアピールできるあとがきがあればいいですねえ」

「てことでさ、フレアが出てくれないかな？」

「はあ？」

「ちょっといやらしいボディを持ってる美人ってことにして、会話形式にするとか」

「いえ、私美人ではないですし、言っている意味がよくわかりません」

「まあまあいいじゃん。ロリ可愛かわいい系だけど、そこは創作ってことで」

「……嫌です。何な故ぜなら、なんか嫌な予感がするからです」

「まあそうだな。そのネタってやり続けると苦しくなるしな」

「他にも制約みたいなのはあるんですか？」

「たとえば勝ち馬新聞だったら、馬を登場させて会話させたりするの駄目。キャラと作者の会話はタブーになってる。あと今回の予想はうまくいったなあとか自画自賛とか、逆にこんな外れてばかりの予想ですいません、とかいう卑屈も駄目。あとメタとか」

「なるほど」

「結局、美お味いしいものを食べたよ、みたいな非生産的なことを書いちゃうんだ。てことで、今後はこのあとがきスペースを削ることも考えたい」

「いや、どうでしょう。私は詳しくないですが、それは無理なような気がしますねえ」

「あーあ、異世界に来ても同じことで悩むとはなあ。もしかしたらここは、元の世界とあまり変わらないのかも。たとえば同じビルで階だけが違うような感じ、とか」

「まあまあ、そんなこと言わずに攻略しましょう」

「世界が変われどあとがきはある、か……」

「あとがきって大変なんですねえ」
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